




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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氷を溶かす魔法

孤高の王子と慈愛の宝珠







◆プロローグ




「あの、玲れい侑う殿下」

　背後から聞こえた呼びかけに振り返ると、私が着ているものと同じ文官のお仕着せを身に纏まとった男が、困ったような表情でこちらを見ていた。

　どこかで見たような顔だが、直属の部下ではない。名も知らぬ下級文官だ。

　このような王城の廊下ですれ違いざまに声をかけられるなど、珍しいこともあるものだ。

　自分はただでさえ人を寄せ付けない性分のうえ、王族という高い身分を持つ。

　そして何より、私の持つ魔力量は同じ王族の中ですら並ぶ者がいないほど膨大だ。この国では魔力絶対主義的な考えが強く、王位継承者でさえも魔力量を基準に選定される。故に、この魔力量だけでも周囲から畏い怖ふの念を抱かれる。

　そのため、身分差のある者からは特に必要以上の距離を置かれがちだった。別に、多少の不敬があった程度で取って食うようなことはしないのだが……。

　何せ、そのような些さ事じを気にかける暇などないのだから。

「何か用か」

　私が足を止めてジッと視線を向けると、男はたじろいで言葉を二度ほど吞のみ込んだ。それでも発言の意思は消えていないようで、凡庸な焦げ茶色の瞳ひとみを揺らしながら視線を返してくる。

「……少し、お顔の色が優れないように見受けられます。今日は早めに休まれてはいかがでしょう？」

　──あまりにも予想外のことを言われたせいで、その言葉の意味を嚙かみ締しめるための時間が必要だった。生まれてこの方、私に向かってこのような言葉をかけてきた者は、誰一人として存在しなかったからだ。

　私が何も返せないでいる間の無言をどう捉とらえたか知らないが、男は情けなく下がった眉まゆを更に困らせた。そして、右手のひらを左胸に添え、視線を伏せて臣下の礼をとる。

「差し出口いたしましたことをお許しください。けれど、玲侑殿下におかれましてはどうかご自愛いただき、その身を苛さいなむ重荷が少しでも軽くなりますよう、お祈り申し上げます」

　伏し目がちのまま早口で告げると、男はサッと身を翻して廊下の先へと消えていった。その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送る。

　──直後のことだった。私の足先から頭の旋毛に向かって、ふわっとした馴な染じみのない感覚が上っていく。

　それは、決して不快な感覚ではなかった。むしろ、圧倒的な心地好よさが身体からだを満たしてゆく。

「……っ、」

　仕事漬けによる不摂生と魔力過多症とが原因で、慢性的にこの身体を蝕むしばんでいた不調がスッと薄くなる。

　すべてが完全に払ふつ拭しよくされたわけではない。しかし、頭痛、目め眩まい、吐き気──日常的に感じていたあらゆる不調たちが、少しずつ遠とお退のいた。その結果、随分と息がしやすくなったように感じる。

「殿下、どうかされましたか。まさか、先ほどの男が言った通りご気分が優れませんか？」

「……いや、」

　後ろを付いて歩いていた護衛官の狼ろう波はが物珍しげな様子でこちらを窺うかがっていることに気が付き、私はサッと手を振ることでそれを制した。

「どうもせぬ。……奇妙な男であったと呆あきれただけだ」

　──先ほどの不自然な感覚は、恐らく治癒魔術の類いであろう。

　あのような術は、この柚ゆ国こく随一の魔術の才を誇る私すら知り得ないものであった。

　しかし、それ自体は特に取とり沙ざ汰たするほどのことではない。

　どのように些さ末まつな貴族家であっても、一家相伝の魔術を一つか二つくらいは秘匿しているものである。故に、あの程度の治癒魔術であれば、たとえ未知の魔術であっても騒ぐほどではない。

　ならば、ここで真に問題視すべきは何か？

　それは、このように何の伺いも立てず、容易たやすく他人に向けて魔術を使う行為に他ならない。あまりにも非常識な行動だ。

「……目通りの先触れもなく、このような不意打ちで玲侑殿下へ声をかけるなど……奇妙と言いますか、命知らずな男ですね。城に不慣れな者だったかもしれません。そういえば、先の人事で戸部に下級文官を大量に補充したと聞きましたが、そのうちの一人だったのではありませんか？」

　狼波が自らの顎あごを撫なでながら、面白がるような声音で話を続けた。

　上級貴族の出である母方の親族であり、乳兄弟として共に育った狼波は、主従の間柄ながら気軽な話のできる数少ない存在だ。

「戸部か……」

　国の財務を担っている戸部は、計算仕事など、量こそ多いが然さ程ほど人を選ばないような雑多な仕事も多く、下級文官の数が多い。あれが最近補充された者かどうかは分からぬが、狼波の考えた通り、戸部所属の文官である可能性は高いだろう。

　私は尚書令の肩書きを持っているため、戸部の文官であれば間接的ではあるものの部下と言える。しかし、直接的なやり取りがあるのは各部の尚書と侍郎までが精々のため、今後、またあの奇妙な男と関わることはないはずだ。

　であれば、わざわざ呼び出してまで注意するほどの失態でもなかったのだから、この出来事を記憶に留とどめておく必要もない。

　そう結論付けた私は、名も知らぬ下級文官の存在を即座に頭の片隅へと追いやった。




　その日の仕事を終える頃には、身体の不調もすっかり元に戻っていた。







01◆義妹の憧あこがれ




　玲侑殿下をお見かけした話を持ち出すと、義妹の麗らい花ふあは珍しく目を輝かせて熱心に話の詳細を強請ねだった。

「そのように興奮することか？」

　私が首を傾かしげると、麗花は憤慨した様子を隠しもせずに詰め寄ってくる。普段、外で見せているような完かん璧ぺきな貴族令嬢の姿は見る影もない。

「当たり前ではないですか、お義兄にいさま。だって、柚国一の美男子と名高い、あの玲侑殿下でしょう？　わたくし、かのお方のお噂うわさを耳に入れるたび、一度でいいから直接この目でお見かけしたいと思わずにいられませんもの」

「ああ……確かに、整った顔立ちをされていたかもな。適齢期の子女から人気を集めそうな感じで……」

「まあ！」

　今日初めて拝見したご尊顔を思い浮かべながら、麗花の機嫌を損ねないような言葉を選んで伝えてやると、麗花は分かりやすく目を輝かせた。

　……この調子だと、殿下がとても窶やつれた様子でいらっしゃって、今にも倒れそうに見えてハラハラしただなんて、とてもではないけど口に出せないな。

「……わたくしもお義兄さまのような文官か、せめて女官として城に召し上げられさえすれば、お見かけする機会もあったに違いありませんのに……」

「麗花はうちの跡取りではないか。城仕えは難しいだろう。まあ、私などよりよほど優秀なのだから、なろうと思えばいつでもなれるとは思うが……」

「そのくらいのことはお義兄さまに言われなくとも心得ております」

　ぷくっと頰を膨らませる様子は、成人前の稚いとけない姿であることを除いても本当に愛らしい。兄である自分の没個性な容姿とは比べものにならない。まあ、血が繫つながっていないのだから似ていなくて何の不思議もないのだけれど。

　──私は貴族家の中でも底辺に近い下級貴族の家に、長子として生まれた。しかし、そんな底辺の貴族家を継ぐことすらできないくらいに魔力が弱かった。

　にもかかわらず、我が家の当主である父の唯一の妻であった母が、私を産んだ年に帰らぬ人となってしまった。

　亡くなった母をことのほか愛していた父は、後妻を娶めとることは拒み、魔力に優れた赤子の麗花を養女として引き取って、跡継ぎと定めたのだ。

　そのような複雑な家庭環境ではあるが、私と麗花、そして父との仲は至って良好である。

　父は私と麗花を差別することなく育ててくれたし、私は麗花を妹として可愛かわいがっている。麗花はたまに生意気なところもあるが、父と私を家族として慕ってくれていると思う。

「それでも、どうしても羨うらやましく思えてしまうのです。『美の女神がお創りになられた氷の彫刻』なんて比ひ喩ゆを耳にしたことはございますけれど、話に聞くだけでは想像することも難しいですもの。……お義兄さまのように、遠目からお見かけするだけでしたら成人後の夜会で叶かなうかしら？　玲侑殿下はあまり社交に積極的ではないとのお噂もありますけれど……」

　はあ、と悩ましげなため息を吐つく姿は、とても成人前とは思えないほど色っぽい。兄としては殿下の美び貌ぼうなどより、可愛い妹の身の安全の方が遥はるかに心配で気にかかる。そのようなことを正直に口走ってしまえば嫌な顔をされるだろうから、口には出さないが。

「……遠目から、と言うほど遠くはなかったぞ？　廊下ですれ違った際に、つい声をかけてしまったのだが、殿下は立ち止まって耳を傾けてくださったのだ」

　私が正直に今日あった出来事を白状すると、麗花は淑女らしからぬほど豪快に目を見開き、口をぱかりと開け放った。

「な……っ、何てことをされているのですかお義兄さま!?」

「そうだろう、驚くだろう？　私も何故なぜあのようなことをしてしまったのかと悔いているところだ」

　後から思い返してみると、我ながら不敬な行いだったという自覚はある。このように私でさえ遅ればせながら自覚したのだから、貴族としての社交を叩たたき込こまれている麗花からしてみれば尚なお更さらだろう。

　そんな風に考えていると、麗花の表情は驚きから徐々に呆れ果てたものへと変わり、ついには処置なしとでも言いたげな調子で首を横に振った。

　……相変わらず不出来な兄で、すまぬ。

「お義兄さま……そのように吞のん気きに構えていて大丈夫なのですか？」

「さて、な。その場では何のお咎とがめもなかったのだから、恐らく目を瞑つぶっていただけたのだと思うが……」

　偏見かもしれないが、玲侑殿下のように仕事面で極めて優秀な方々は、総じて二度手間を嫌う傾向があるように思う。その場で処置を下さなかったものを、わざわざ掘り返したりしないだろう。……恐らく。

「はあ……、お義兄さまとお話ししていると、たまに物もの凄すごく頭の痛い心地になりますわ」

　そう言って眉み間けんを指で押さえた麗花の顔色が、なんだか本当に疲れて見える。

　気が付けば、もう随分と夜が更けていた。私は話を打ち切るように長椅子から立ち上がり、麗花に私室へ戻るよう促す。

「麗花、今日はいつもより疲れているのではないか？　私などに構っていないで、もうお休み」

「……こういう疲れている日こそ、お義兄さまとお話しした方がよく眠れる気がするんですもの」

　そんな可愛い言葉を小さく呟つぶやきながら、麗花は素直に立ち上がると私に就寝の挨あい拶さつを告げた。

「おやすみなさいませ、お義兄さま」

「おやすみ、麗花。良い夢を」

　部屋を出ていく麗花のまだ小さい背中を見送って、私は静かに笑みを溢こぼした。

　立派に成長したものだと思っていれば、こうやって不意打ちのようにして、まだ幼い頃、私の後をついて歩いていたときの面影を覗のぞかせる。

　母のいない我が家で、忙しい父の代わりに幼い麗花を寝かしつけるのは、いつも私の役目だった。麗花が私と話した方がよく眠れると言うのも、その頃の名残だろう。




　──今日も麗花が健やかに眠れますように。




　幼い麗花を寝かしつけていたときと同じように願うと、ふわっと気分が高揚するような浮遊感が、ほんの一瞬だけ湧き上がる。

　昔から変わらず起こる、この不思議な感覚が何かは分からない。けれど、別に悪いことが起きるというわけでもないのだから、無駄に気にする必要はないのだと思う。

　きっと、私の祈りが天に届いているということだろう。そう思うようにしている。

「さて、私も寝るか……」

　私室へ戻って寝仕度を整えると、私が寝るには少し早いくらいの時間であったにもかかわらず、あっという間に睡魔が襲ってきた。

　麗花には偉そうなことを言ったけれど、実は、いつもより疲れているのは私も同じだったのだ。




　──最近、私は職場で少しばかり慌ただしい状況に陥っている。

　事の起こりは、戸部次官である楓ふう蓮れん侍郎が身み籠ごもられたことだ。本日よりめでたく育児休暇に入られた楓蓮侍郎は、とても優秀な上級文官であり、戸部にとってなくてはならない存在である。彼の抜けた穴を埋めるのは容易なことではない。

　そのような状況で、元々は楓蓮侍郎が担っていた職務の一部を、この私が引き受けることになってしまった。

　それは、私が次期侍郎と目されているなどという話では決してなく、数日前に新人が大量に入った影響で教育係が何人も必要となり、手の空いている文官が他にいなかったというだけだ。

　現に、少しでも難しい仕事はすべて戸部長官の向こう焰えん尚書が引き受けてくださっている。向焰尚書の忙しさに比べてしまえば、私の負担など些さ細さいなものと言えるだろう。

　そんな事情があり、本日私は楓蓮侍郎の代理として、尚書台へ提出する書類を届ける必要があった。私が文官になって数年は経たつが、尚書台まで足を運ぶのは初めてのことだった。

　尚書令である玲侑殿下は厳しい人物として有名だ。私は入室許可の伺いをするだけで緊張しなければならなかった。楓蓮侍郎が引き継ぎの際、玲侑殿下から手厳しく扱こき下おろされた昔話を何度も私に言い聞かせていったせいでもある。

　しかし、幸運にも玲侑殿下は席を外されていて、私が持ち込んだ書類は尚書台付きの文官に受け取っていただくことができた。

　ホッと胸を撫で下ろして退室すると、誰かに見られても差し障りない程度の早足で帰りの道を急いだ。定められた時間内で与えられた仕事をこなそうと思うと、時間はいくらあっても足りない。

　尚書台を出て程なくして、廊下の先から歩いてくる者が見えた。私と同じ文官の衣を身に纏まとっているが、上級武官の従者を伴い、貴色の帯を締めている。

　今この城で貴色を身に着けられる文官は一人しかいらっしゃらない。実物をお見かけするのは初めてだが、あれは玲侑殿下に違いなかった。

　私はすぐさま廊下の端に身を寄せて道を譲り、目上の者と会った際に必ず行う両手を組んだ中腰の姿勢になった。そのまま視線を下げた状態で、殿下が通りすぎるのを待つ。

　玲侑殿下の足が私の前を通りすぎるのを見ていると、ふと、何故だか分からないが何となくそうしなければならないような気がして、私はこっそり視線を上げてしまった。……こういう迂う闊かつなことをするから、麗花に何度も呆あきれられてしまうのだが、やってしまったものは致し方ない。

　視線を上げると、玲侑殿下の横顔が見えた。

　そのお顔を見たら直感的に、このお方は相当無理をしていらっしゃると感じた。

　私は人の顔色を見て、不調を言い当てることが得意だ。どうせ読むのなら心を読めた方が便利だったろうと思うが、あくまでも分かるのは体調のことだけである。

　これは、幼い麗花の面倒をよく見ていたから身に付いたものかもしれない。幼子というのは前触れもなく熱を出したり、少し目を離しただけで小さな怪け我がをこしらえてきたりするものだから。

　……それにしても、このまま玲侑殿下を放っておくと、近いうちに倒れてしまわれるのではないか……？

　そう思うと、長年培ってきた世話焼きの血が騒いでしまい、居ても立ってもいられなくなった。

「……あの、玲侑殿下」







02◆無自覚の罪




　あれから数日経つけれど、玲侑殿下やその周辺から何かを言われることはなかった。やはり先日の不敬行為は見逃していただけたようだ。

　麗花はあの後もしばらく気に病んでいたようだが、そろそろ安心してもよいと伝えておこう。

「柳りゆう弦げん、これを尚書台まで頼む」

「かしこまりました」

　計算機を弾はじいていた手を止め、後から見直したときにどこまで計算したか分かるよう細工をしてから、向焰尚書より差し出された書類の束を受け取った。

　随分分厚い紙束だが、これはすべて向焰尚書が処理されたものだろうか。であれば、いつにも増して疲れた顔をしていらっしゃるのも頷うなずける。

「お疲れのようですので、よろしければこちらをどうぞ」

「ん？」

　私が手渡したのは、薄桃色の花が描かれた可愛らしい包み紙だ。中身は小さな砂糖菓子である。

　自らの手のひらに載った包み紙を見下ろし、向焰尚書は苦い顔をなさった。その反応は予想の範囲内であったため、見て見ぬふりをする。

「女性や子どもが好む甘味ですが、疲れた頭によく効きますよ」

「……せっかくだから頂いておこう」

　口ではそのように仰おつしやるが、本当は甘味を好んでいらっしゃるはずだ。実は以前に、隠れて甘味を召し上がっているところを目撃したことがある。向焰尚書は武官と言われたら誰も疑わないような容姿をされているので、周囲には甘味が好きと言い出しにくいのだろう。

　受け取った菓子を大事そうに懐へしまう様子を盗み見て、つい笑ってしまいそうになる。それを誤魔化すべく、そそくさと部屋を後にした。

　さて、数日ぶりの尚書台である。

　今日も運良く玲侑殿下が席を外されているとよいのだが……。

「戸部所属の者でございます。戸部尚書の向焰より書類を預かっておりますので、入室のお許しをいただけますでしょうか」

　尚書台の扉を守っている護衛官へ願い出ると、中に確認を取っていただける。

「どうぞ中へ……、ん？」

　取り次いでくださったのとは別の護衛官が中から顔を覗かせ、扉を開いて入室を促してくださったが、何故か私を見て首を傾げられた。

　不思議に思い、私も護衛官へ視線を向ける。見覚えのある顔のようにも感じたが、どこでお見かけしたのかすぐには思い出せない。

「……新人ではなかったか」

「え？」

「いや、すまぬ。こちらの話だ」

　小さすぎる呟きは聞き取れなかったが、気にするなと言われたので気を取り直して部屋へと入った。

　尚書台は少人数の部署なので、部屋はそこまで広くない。入室してすぐに、一番奥の席で玲侑殿下が書き物をしていらっしゃるのが目に入った。

　……前に見たときよりも酷ひどい顔色だ。

　思わずギョッとしてしまい、また我を忘れてお節介な言葉を口に出しかけ、すんでのところで堪こらえる。ここで暴走するのは、先日の失態より更にまずい。目撃者が多すぎる。

　故に、玲侑殿下の憔しよう悴すいしたご様子は気掛かりだが、私にはどうすることもできなかった。声だけでもお掛けできたらよかったが、それすら叶かないそうもないのだ。

「……戸部侍郎代理の者です。戸部尚書の向焰から書類を預かって参りました」

　何とか必要な挨拶を済ませてしまえば、後は書類を渡すだけだ。

　書類の宛あて先さきは尚書令であられる玲侑殿下だが、殿下に直接お渡しするわけではない。部屋の出入口側に席を構えていらっしゃる、尚書令補佐の文官に渡せばよいのだ。

　滞りなく書類をお渡しすることができ、退室の挨拶を告げようと口を開きかけたところで、思わぬところから声をかけられた。

「何故、代理の者が書類を持ってきた？　戸部侍郎はどうした」

　声のした方をパッと振り返ると、玲侑殿下の、氷の裂け目に見られるような透明感のある青緑色をした瞳ひとみと目が合った。

「楓蓮侍郎でしたら確か、数日前に育児休暇の申請を出されていらっしゃいませんでしたか？」

　尚書令補佐の文官が、書類を捲めくる手を止めて答えてくださった。その言葉にハッとして頷きながら、私も補足の説明を加える。

「楓蓮侍郎は七日前から育児休暇に入られました。侍郎が担っていた職務のほとんどは向焰尚書が代行していますが、一部は私も引き受けておりまして、こちらへ書類を運ぶ役目も頂いております。侍郎が戻られるまでの短い期間ではございますが、何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます」

　私の説明を聞いた玲侑殿下が鷹おう揚ように頷かれる姿を見て、ホッと胸を撫なで下おろす。

　今のやり取りであれば特に問題はなかったはずだ。兄は今度こそ失敗せずにやり遂げたぞ、麗花。

「それでは、お時間いただきましたこと慎んで感謝を申し上げます」

　ようやく退室の挨拶を口に出すことができた。

　部屋から出るために扉へ向かいながら、せめて気持ちだけでもと思い、玲侑殿下が今より少しでも健やかにお過ごしいただけるよう神に祈りを捧ささげておく。




　──玲侑殿下の、あの全身にガタがきていそうな体調が少しでもマシになって、私が思わず反応してしまうことがなくなるくらいに顔色が良くなりますように……。




　ふわっとしたいつもの浮遊感を感じながら扉の前までくると、先ほどの護衛官と再び目が合った。

　……あ。この護衛官、あのとき玲侑殿下の後ろに控えていらっしゃった上級武官だ。

　どこかでお見かけした顔だと思ったら、そういうことか。……ということは、先ほど入室の際に妙な反応をされたのは、もしかして先日のことを覚えられていたからだろうか。

　あの件については見逃していただけたものと安心していたが、もしかしたら、そうではなかったのかもしれない。

　にわかに不安が湧き上がる。

「そこの下級文官」

　不安を感じた矢先、冷たく響く厳しい声音に呼び止められ、ビクッと足を止めた。

　今この部屋にいる中で、下級貴族の位を示す芥から子し色いろの帯を締めているのは私だけだ。よって、玲侑殿下から発せられた氷のような声は、私に向けられているので間違いない。

　恐る恐る振り返ると、声と同じくらいに冷えきった眼まな差ざしがこちらを睨にらんでいた。ヒィッと喉のどが引ひき攣つった音を出す。

「は、はいっ。大変申し訳ございませんでした、殿下」

　雰囲気に負けた私は、向こうから何かを言われる前に謝罪の言葉を口にした。

　少なくとも今日は何もおかしなことをしていないはずだが、先日の件に対するお咎とがめが今さらやってきたのかもしれないと思ったのだ。

　しかし、私の謝罪を聞いた玲侑殿下は、更に眉み間けんの皺しわを深めて難しい顔をなされた。な、何故……？

「自覚があるのか？　では、そなたの目的は何だ」

　……自覚？　目的？

　いったい、何の話だろう。私は今、何を問われている？

　理解できないのは私に貴族としての教養が足りないせいか、それとも何か重大な情報を見落としているのか。

　……ええい、何も分からぬ！　助けてくれ、麗花！

「玲侑殿下、突然何を仰っているのです？　この男がどうかされましたか？」

「……狼波、そなたは黙っておれ」

　狼波と呼ばれたのは先ほど目が合った護衛官で、彼も玲侑殿下のお言葉に戸惑っているご様子だ。つまり、質問の意味が分からなかったのは、私の理解力がないことばかりが原因ではなさそうだった。

　しかし、せっかくこちらを庇かばってくださりそうな雰囲気であった狼波さまは、早々に退けられてしまった。こうなってしまうと、殿下に問いかけられているのは私なのだから、どれだけ理解不能でも私自身が答えなくてはならない。

「……恐れながら、発言をお許しいただけますでしょうか」

　話しかけてきたのは向こうなのだから、発言を許すも何もないとは思うが、慎重な対応をしておくに越したことはないだろう。これ以上、麗花の心労の種を作るわけにいかないのだ。

「許す」

「ありがとう存じます。……その、お恥ずかしながら不勉強な私では、殿下に問いかけていただいたお言葉の意図を測りかねてしまいます。殿下は私に何を尋ねられたのでしょう？」

「……理解できぬと申すか？　では、何故そなたは謝罪を口にした」

　謝罪を口にしたのは、先日の不敬行為を咎められるかもしれないと不安が増したところに、玲侑殿下の冷たい眼差しを受け、私が先走ってしまったからだ。

　しかし、それを正直に説明すると、あの場には居なかった者にまで私の失態を晒さらすことになってしまう。ここは上手うまく言葉を濁した方がよいだろう。

「……先日の件を謝罪しなければ、と思いました」

　謝罪しなければならないような失態があったと白状する形になるが、致し方ない。そもそも、既に謝罪の言葉を口に出してしまっているのだから同じことだ。

　しかし、その答えを聞いた玲侑殿下の冷たい眼差しが、いっそう厳しさを増しているように感じる。

「……謝罪を要する行動をしたという自覚はあるようだな」

　殿下の言葉にハッとして、私は膝ひざをつき、両手を組んで最敬礼の姿勢を示した。

　私は思い違いをしていたようだ。

　呼びつけられて注意されないのであれば、許されたものと判断して何事もなく済ませてしまえると考えていた。しかし、そうではなかったのだ。

　自ら先んじて謝罪をするのであれば、今この場で口にするのでは既に遅すぎる。私は過ちを自覚した時点で、殿下の元まで自らの意思で謝罪に出向く必要があった。

「先日は大変な不敬を──」

「もうよい、私に対してこれ以上の謝罪は不要だ」

　スパッと切って捨てるような言葉で謝罪を遮られ、私は顔を青あお褪ざめさせる。この状況で謝罪は不要と言われ、許されたと吞のん気きに思えるわけがない。

　謝罪を受け入れない──つまり、許すつもりがないと言われたも同然であろう。

「そもそも、そのように自覚があるのならば、何故同じことを繰り返した。そなたには学習能力というものがないのか」

　……同じことを繰り返した？

　どういうことだろうか。王族へ向かって不ぶ躾しつけに声をかけるような真似まね、二度も三度もした覚えはない。もし殿下が仰るように私が同じ過ちを繰り返しているというのなら、それこそ無自覚だ。

　私は自分でも気が付かないうちに、そんな過ちを犯していたのか？　いや、しかし、それはいつどこで？　下級文官である私が王族をお見かけするような機会など、今までなかったはずなのだが……。

　再び頭が混乱してしまった私は、膝をついた体勢のまま必死で次の言葉を探した。その様子を見下ろしていらっしゃる玲侑殿下が、フン、と鼻を鳴らされる。

「まあよい。そんなことより……ああ、そなた、名は？」

「……柳弦と、申します」
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「では柳弦。今日、暮四刻を過ぎた頃にこの執務室まで来るように」

「っ!?」

　暮四刻とは、つまり仕事を終える定刻のことだ。

　ここ数日はその時間に仕事を終わらせて帰宅できる日の方が少ないのだが、この状況でそんなことは言っていられないだろう。

「……か、しこまりました」

　私の返事を聞き終わるより早く視線を手元の書類へ戻している玲侑殿下のご様子を見て、一いつ旦たんこの場は解放していただけるようだと判断する。おもむろに立ち上がると退室の挨あい拶さつをやり直し、恐る恐る部屋を後にした。

　扉を潜くぐるとき、物言いたげな様子の狼波さまと、またもや目が合った。しかし何を言われるでもなかったため、そのまま早足で尚書台から立ち去る。

　戸部に戻ってからも仕事が手につくはずもなく、悶もん々もんとしながら定刻の鐘を待つしかなかった。







03◆私の魔術




　玲侑殿下の呼び出しに応じて定刻で仕事を切り上げようとすれば、今日中に進めておく予定だった仕事が滞ってしまう。そのため、上司である向焰尚書には事情を一から説明する必要がある。

　話を聞いた向焰尚書は呆あきれた表情で肩をすくめながらも、私を快く送り出してくださった。

「お前の話が本当だとすれば、そこまで酷い処置を言い渡されることはないだろう。尚書令は確かに厳しいお方だが、下に理不尽を押し付けるようなことはなさらない。寧むしろ、その程度のことに時間を割かれるのが不思議なくらいだ。本当にお前が言っている通りの理由で呼び出されたのか？」

　私は力なく首を横に振るしかなかった。

　どことなく話が嚙かみ合あっていない節があったので、私には把握できていない、何かとんでもない失態があったのではないかという悪い予感はしている。しかし、それはあくまで予感に過ぎず、その具体的な内容など想像すらできない。

「……分かりません」

「そうか……ま、行ってみるしかないということだな。安心しろ、柳弦。もしもお前を戸部から引き抜きたいという話だったとしても、私が抗議してやる」

「……そんな打診は万が一にも有り得ないと思いますし、寧ろ、城から追い出される可能性の方が高いと思いますが……」

　向焰尚書が仰ったような明るい話題であったら、どれだけ良かったか。しかし現実はそう甘くない。

　そう悲観的になっている私を笑い飛ばしながら、向焰尚書は私の肩を軽く叩たたいた。

「そうだとしても、私は抗議してやるさ。お前が抜けるのは痛いからな」

「……そうですね。せめて新人たちが一人前に育つまでは、誰か一人でも欠けると困るでしょう」

　人手不足が深刻な戸部の状況を思い浮かべ、さもありなんと頷うなずいて返す私を見て、向焰尚書が微妙な表情を浮かべられる。

　その物言いたげな表情に首を傾げたが、向焰尚書はそれ以上何も仰らず、手を軽く振って私を追いやった。

「もう暮四刻の鐘が鳴るぞ。事情は分かったから、さっさと怒られてこい」

「はい。ご迷惑をおかけいたしますが、今日はこれで失礼させていただきます」

　ペンの滑る音と紙を捲めくる音、それから計算機を弾くカタカタという音に包まれた部屋から、一人だけ抜け出すことが心苦しい。




　──せめて、私の分の仕事まで引き受けてしまわれた向焰尚書の疲れが、少しでも和らぎますように。




　そんなことを願って軽めの浮遊感を感じつつ、私は尚書台へ向かう足を速めた。

　尚書台の扉を守っている護衛官が狼波さまであることは、遠目からでも分かった。

　私は見覚えのある姿を見つけて何となくホッとしながら、早足のまま扉へ近付く。まだ暮四刻の鐘はギリギリ鳴っていないが、遅れるよりは良いだろう。

「ああ、柳弦殿。少しこちらで待っていてくれ」

　私の顔を見るや否や、ここで待つように告げた狼波さまが部屋の中へと入っていく。

　言われた通りに待っている途中で暮四刻の鐘が鳴った。そこから更に待っていると、内側から扉が開かれ、中から玲侑殿下がお出いでになられた。扉を押さえていた狼波さまもその後に続いて現れ、殿下の後ろにピタリと付き従う。

「付いてくるように」

　私に向かって一言で命じると、玲侑殿下は淀よどみない足取りで進み始める。置いて行かれないよう、慌てて後を追った。

　この城へは職場として毎日通っているが、この辺りには一度も足を踏み入れたことがなく、どこへ向かっているのか皆目見当がつかない。

　それから大した距離を歩くこともなく、辿たどり着ついたのは応接室のような部屋だった。背の低い大きめな机を挟んで、柔らかそうな座面の長椅子が二脚置いてあるだけの、小さな部屋だ。

　入口から見て奥側の長椅子に玲侑殿下が腰かけ、その背後に狼波さまが立たれる。

　このような密室で王族と同じ机を囲うだなんて、下級貴族の、当主ですらない私には荷が重い。どうにか勘弁していただきたかったが、視線で着席を促されてしまっては断ることもできず、向かい側の長椅子に腰を落ち着けるしかなかった。

「時間が惜しいのでさっそく本題に入らせてもらうが……」

「は、はい」

　いったい、何を言われるのだろう。戦々恐々として冷や汗の滲にじむ両手を強く握り締める。

　玲侑殿下は氷の瞳ひとみを細め、睨むような視線をこちらへ注がれている。いつもこのように厳しい目をされているが、これが殿下の自然体なのだろうか。それとも、私がヘマをし過ぎて睨まれているだけか。

「まず、どのような理由があって、何の断りもなく、この私に向かって魔術を行使するような真似をしたか教えてもらおうか。しかも、一度ならず二度までも」

「な……っ!?」

　玲侑殿下の言葉に過敏な反応を示したのは狼波さまであった。ギョッとして殿下の後頭部を見下ろしていらっしゃる。

　一方、問いかけられた当人である私はと言うと、言われた言葉の意味を理解することができず、口を半開きにして呆ほうけることしかできないでいた。

「それは誠ですか、殿下!?　何故そのような危険なこと、その場ですぐご報告くださらなかったのですか！」

「危害を加えるような魔術ではなかったゆえ、必要ないと判断した。今のように騒がれるのが面倒だったからな」

「騒ぐに決まっているでしょう!?　危害のあるなしにかかわらず、護衛官が気付かないような魔術を秘密裏に行使してきたとあっては、危険過ぎて見過ごせません！」

　玲侑殿下の仰ることが本当なら、護衛官である狼波さまが殺気立つのも当然だ。魔術を向けられた本人以外誰も気付かないように魔術を使うなど、悪意のある犯行であれば暗殺が成功していてもおかしくない。

　そのような魔術を使った者がいたとしたら、間違いなく、反逆罪として終身刑を下されても文句は言えないだろう。

　──ザッと全身の血の気が引く音がした。

　誓って身に覚えのないことだが、玲侑殿下がこうして断言されている以上、私が否定することに何の意味がある？　私の罪は覆らない。

　……しかし、私を断罪するつもりであるなら、この状況は些いささか不自然だ。わざわざ今のように、最低限の人数しか聞いていない状況を作り出す必要はない。

　玲侑殿下の目的は何だ……？

「玲侑殿下、危害はなかったと仰いますが、どのような魔術だったのですか？　どこかお身体に影響はございませんか」

「……うるさいぞ、狼波。そなたは黙っておれ。私はこやつに聞いておるのだ」

　玲侑殿下の一声で、二人の視線が揃そろってこちらを向いた。

　相変わらず冷たい氷のような玲侑殿下の眼差しに対し、先ほどまで友好的だったはずの狼波さまは、キッと厳しい目でこちらを睨にらんでいらっしゃる。

「柳弦殿、そなた、どのような魔術を使った？　白状していただきたい」

「黙れと言ったのが聞こえなかったか、狼波。私がそなた以外を排してこの場を用意した意味が分からないのか」

　玲侑殿下のお言葉を聞いて、狼波さまはグっと言葉を吞のんだが、その表情を見ればご納得されていないことは明白だ。こちらを睨む視線が強まるばかりなのだから。

「……さあ、柳弦。私の質問に対する答えを述べよ。外野の言うことは気にしなくてよい。私は、そなたが話す内容によっては咎とがめをなしにしても構わないと思っている」

「殿下!?」

　玲侑殿下は今度こそ狼波さまの声を無視し、視線を逸そらすことなくジッとこちらを見つめていらした。

　私は今すぐこの場から逃げ出したい気持ちを、貴族として生きてきた人生の中で培った僅わずかな矜きよう持じで抑え込みつつ、何と答えるべきか頭を巡らせる。

　正直に答えたい気持ちは山々だが、殿下へ向かって魔術を使った自覚がない以上、答えるべき真実など存在しない。

　答えによっては咎めないなどと仰るが、その答えというのは、いったいどのようなものであろうか。殿下は私に何を求めていらっしゃる？

　……少なくとも、殿下の言葉を否定するのは得策ではないはずだ。話を合わせつつ、お望み通りの答えを探らなければならない。

　……であれば、すべて向こうに委ねてしまおうか？

「……お答えは、玲侑殿下のお望みのままに」

　私の発した答えを聞いて、狼波さまは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せたが、玲侑殿下は心得たとばかりに一つ頷かれた。

「よかろう。では、そなたには私の望みを聞いてもらう」

「ちょ……っ、玲侑！」

　これまで気を荒らげながらも、あくまで護衛官の立場を逸していなかった狼波さまのお言葉遣いが、ついに乱れる。しかし、そのようなことを気にしている余裕はない。

「仰せのままに」

　私は長椅子から腰を浮かせてそのまま床に膝ひざをつき、両手を組んで深く頭を下げた。その姿勢で次の言葉を待つ。

「明日から毎日、暮四刻の鐘が鳴ったらこの部屋へ足を運び、あの魔術を使うように。貴重な魔力をあのように投げ捨てて惜しくないならば、その魔力は私に捧ささげよ」

　頭上から降ってきた命令に対して、「是」と答える以外の選択肢はなかった。

『あの魔術』が何を指すのか見当もつかないし、魔力の弱過ぎる私に務まるようなことではないと思われるが、これを断れば私の命が失われるかもしれない。とは言え、下された命令を遂行できなくても、命がないことに変わりはないだろう。

「……大変恐れながら、発言をお許しください」

「許そう」

　私は緊張でカラカラに渇いた口を必死で動かし、何とかして言葉を絞り出す。

「……殿下は、何故、それをお望みになるのでしょうか」

「必要だと判断したからだ。そなたもそう考えたから魔術を使ったのではないのか」

「私が……？」

　殿下が必要としていて、私もまた殿下に必要だと考えたこと？

　冷や汗の滲む手をグッと握り締めながら、重たい頭で考えを巡らせる。

　……私が殿下に必要だと思ったこととは、何だろうか。私は殿下に対して何を思った？　何を考えていた……？

　…………そうだ。私が、玲侑殿下をお見かけするたび、何度も思っていたことがある。それは──




　──どうか、玲侑殿下が少しでも健やかに過ごされますよう──。




　ふわっと、いつもの浮遊感が身体を包む。

「……今すぐ魔術を使えと言った覚えはないが」

　耳を疑いたくなるような玲侑殿下の言葉を聞き、思わず顔を上げてしまう。

「なっ……！　今、魔術を使ったのですか!?　こちらには全く感じ取れませんでしたが……」

　狼波さまが飛び上がって、私と玲侑殿下の間に身体を滑り込ませた。

　そのように睨まれても、私だって訳が分からないのだ。説明することなどできるはずもない。

「……わ、私は、今、魔術を使いましたか……？」

　狼波さま越しの隙間から覗のぞく氷の眼差しに、私は縋すがるようにして問いかけた。

　私は何もしていない。ただ、玲侑殿下のお身体を心配して、神に祈りを捧げただけだ。いつものように。

「今のが魔術でなければ何になる？　まあ、魔力を感じぬだけあって、効果もそれなりしかないようだが……昼にそなたがかけていったときの効果がまだ残っておったゆえ、今の術にはほとんど意味がなかったぞ。魔力の無駄遣いだから、今後は私の許可を取ってから使うように」

　相変わらずの冷たい声音が、切って捨てるように言葉を響かせる。しかしその声が紡ぐ言葉は、私にとって決して恐ろしいものではなくなっていた。

「私が……魔術を？　……もしや、あの浮遊感が……？　いや、しかし……」

「何をぶつくさ言っておる。よもや、私の命令が聞けぬとは申さぬな」

　私はバッと顔を上げ、氷の瞳を真まっ直すぐ見つめ返した。

　相変わらず顔色は良くないが、今日の昼に尚書台の執務室で見たときと比べれば、幾分か良くなっているようにも感じた。

　それが、答えということなのだろうか。

　真実のような何かを摑つかみかけた、その瞬間。私の胸にじんわりと兆した感情があった。

　──私は誰からも必要とされない人間だ。そのような感覚が、ずっと、私の心には巣食い続けていた。

　それは魔力の少なさを起因とする劣等感だった。この劣等感は、家族が私を愛し、戸部で一定の評価を得たとしても、揺らぐことなく私の心の根幹を苛さいなみ続けていた。

　しかし、玲侑殿下はそのような私を……私の魔術を、求めてくださった。その事実は、私が自覚しているよりも何倍も強く、私の心を揺り動かしたようだった。

　私は眩まぶしいものを見るように目を細め、玲侑殿下を見つめる。鼓動が、ひとつ跳ねた。

　けれど、私はこの高鳴りの意味に気が付かないふりをした。何故ならば、どう足あ搔がいても手に入らないものを望み続ける苦しみを知っていたから。諦あきらめる癖がついていたのだ。

　私は無意識のうち、自分の心に固く蓋ふたをしていた。すると残されたのは、臣下としてこの方にお仕えしたい、お役に立ちたいという気持ちだった。

「……玲侑殿下、私の魔術は……殿下のお役に立ちますか？」

「私が無駄だと思うことにわざわざ時間を費やすと思うのか？」

　その分かりにくい表現が、なんとも玲侑殿下らしい言葉だと思ってしまい……そのような場合ではないはずなのに、つい笑ってしまいそうになる。このお方は、一度理解してしまえば案外分かりやすい性格をされているのかもしれない。

「おい、さっさと返事をしろ。そなたは私の命令が聞けるのか、聞けないのか？」

「はい……、はい、殿下。もちろん、私は殿下のお望みのままにいたします。私などの魔力でよろしければ、喜んで差し出しましょう」

　どうにも浮ついてしまう声で必死に答えを告げ、再び跪ひざまずく。

　頭上から聞こえてきたのは「よろしい」という何とも素っ気ない言葉だけだった。







04◆魔術の条件




　頭の痛そうな顔でこめかみを押さえた狼波さまが、心労の大きさを物語るような深いため息を吐き出される。

「結局、その魔術とはどのようなものだ？　玲侑殿下に聞く耳をお持ちいただくことはもう諦めたので、私にも同じ魔術を使ってみて欲しい。害がないなら構わないだろう？」

　そう仰られても、私は先ほど玲侑殿下から、魔術を使う際は必ず許可を取るようにと申しつけられたばかりだ。なので、玲侑殿下のご意見を伺うべく視線をそちらへ向けると、殿下は狼波さまのお小言に対して面倒に思っていることを隠す気もなさそうな表情を浮かべていらした。

　この二人のやり取りを見ていると、狼波さまは普段からさぞ苦労されていることだろうと思えてならず、同情心が芽生えてしまいそうになる。

「……あれは治癒魔術の一種であろうな。私が実感した限りでは極めて微弱な効果しかなかったゆえ、今の狼波に感じ取れるか分からぬが……。柳弦の魔力にまだ余裕があるのなら、使ってやれば良い」

　そう言われて、私は首を傾げた。

　もし本当に私が魔術を使用しているとしたら、あの浮遊感を感じる瞬間に発動しているのだと思う。しかし、魔力を消費していると認識したことは一度もない。

　殿下の話を信じるなら、今日だけで少なくとも二回は魔術を使った計算になるはずだが、自分の中の魔力が減っている感覚はなかった。どれだけ魔力消費が少ない魔術であっても、私の持っている心こころ許もとない魔力量から少しでも目減りすれば、気付かぬはずはないのだが……。

　まあ、分からないことだらけとは言え、魔力が減った状態ではないことに違いはない。

「魔力には問題がないようですので、試してみます」

　……と言ったところで、私はあの魔術を意識して発動させたことなどないのだが、どうしたものか。自分にとっては日常のことだったので、どうやって発動させているのか考えたこともなかった。

　今パッと思い付く限りでは──麗花の体調を気遣ったとき、殿下の顔色の悪さを気にかけたとき……ああ、向焰尚書の疲れが和らぐように願ったときも、同じような浮遊感を少し感じた気がする。

　ということは、誰かの不調が良くなって欲しいとか、健やかに過ごされて欲しいとか、そう願ったときに発動するのだろうか？

　自分の中でそのように仮説を立てると、私は狼波さまの姿を見ながら、とにかく願ってみることにする。

　──狼波さまが健やかであられますように──。

　しかし、あのふわっとした感覚は訪れなかった。

「……もう魔術は使ったのだろうか？　私にはまったく何も感じ取れていないのだが」

　狼波さまの問いかけに、私は慌てて首を横に振る。

「申し訳ございません。その……狼波さまには、使えませんでした」

「使えないとはどういうことだ？　魔力が足りない訳ではないのだろう？」

　私にも分からないことなので、お答えのしようがない。二人して首を傾げていると、こちらの様子を見ていらした玲侑殿下が呆あきれたような声で助言をくださった。

「……何か条件があるのではないか。呪文や魔法陣を使用せずに発動させる魔術には、他に特殊な制約が定められているものが多い」

「条件……」

　そういえば、麗花に対してはほぼ毎日のように、就寝の挨あい拶さつを交わしながら『麗花が健やかに眠れますように』というようなことを願っているが、あの浮遊感を毎回感じているわけではない。

　麗花の体調が良くなかったり、いつもより疲れて見えたり、そういう特別な条件下でしか魔術は発動していないように思う。

　……相手の体調が悪いことが条件だろうか？　もしくは、私がそれを認識することか。

　その考察を踏まえ、改めて狼波さまを上から下まで観察してみる。狼波さまの身体は護衛官らしく鍛えられており、ピンと背筋の伸びたご様子は健康な成人男性にしか見えない。

「……狼波さまは、身体のどこかに不調を感じられていませんか？」

「不調？　特にないと思うが」

「そうですか……あの、実は、不調のない方に対しては魔術が発動しないようなのです。どういたしましょうか」

　それを聞いた狼波さまが、ふぅむ、としばらく考え込まれる。そこまで考えなければ不調が思い浮かばないなんて、普段からの鍛え方が違うせいだろうか。とても羨うらやましい。

「……そうだな。今のこの状況と、玲侑殿下のあまりの身勝手さに、頭が痛い」

「……分かりました。頭痛ですね」

　先ほども思ったが、玲侑殿下の従者である狼波さまには色々と気苦労が絶えなそうだ。病気の頭痛ではないにしても、頭が痛い心境であることは容易に察せられる。

　今回ばかりは気苦労の一因を私も背負っているだけに、何とかしてあげたい気持ちが湧き上がってきた。




　──狼波さまの気苦労が少しでも軽くなって、頭痛が良くなりますように──。




　今度はあの浮遊感がやってきた。ということは、これで魔術が発動したのだろうか？　それにしては、魔力が減っていないのがどうにも不思議でならないが。

「……ん？　今、なんとなく頭がスッキリしたような……？」

「私の方にも何となく手応えがございました。恐らく成功したと思われます」

　私の言葉を聞いた狼波さまが、訝いぶかしげに眉まゆをひそめられる。

「『何となく』とか『恐らく』とか、何故そのように曖あい昧まいなのだ？　魔術を使ったのだろう？」

　自分でも考えがまとまっていないので、どのように説明したらよいものか迷ってしまう。しかし、このまま悩んでいてご不興を買うのも恐ろしく、ひとまず自分が考えていることをそのまま口に出してしまうことにした。

「……分かりません。正直、私に魔術を使ったという意識はございませんから。今日、玲侑殿下からご指摘をいただいて、初めてこれが魔術だったのかもしれないと気が付いたくらいなのです。……あの、玲侑殿下。これは本当に魔術で間違いないのでしょうか？　この魔術を使っても、私には魔力を消費した感覚がないのです」

　私の訴えを聞いた玲侑殿下は片眉を上げ、物珍しげな様子で私の頭の天てつ辺ぺんから足の先までを見回した。なんだか、実験動物にでもなった気分だ。

「魔力の消費が感じられないだと？　……実は魔力を使っているのに感じることができないのか、本当に魔力を使っていないかで、まったく意味合いが異なるな。では、そなたは先ほど何を基準として、狼波に対する魔術が成功したと判断した？」

「……微かすかな浮遊感と言いますか、高揚感と言いますか……この魔術を使うと、いつも不思議な感覚がいたしますので、それが術の発動した際に起こる反応ではないかと思ったのです」

「ふむ……初めて聞く現象だ。他に似たような魔術を知らぬゆえ、そなたが言うように魔術ではない可能性も否めぬな。何より、魔力を使わない術を魔術とは呼べぬであろう」

　玲侑殿下のいつも淡々としていたはずの口調が、どことなく早口になって、僅わずかに浮かれていらっしゃるような気がする。もしかして、魔術の話が好きなのだろうか。

　反対に、狼波さまの表情は更に険しくなっており、玲侑殿下を恨めしげに睨にらみつけていらっしゃった。

「玲侑殿下すらご存じない術なのですか？　そのような不確かな術をその御身に受けるなど、やはり危険ではないかと思うのですが……」

「さよう。早急に危険な術ではないか調べる必要があろう」

「……ですから、殿下がその危険を被ってしまわれては本末転倒で……」

　狼波さまが悲ひ愴そうな表情を浮かべて訴えかけても、にべもなく、玲侑殿下は無視されてしまう。

　狼波さまの深い深いため息が、狭い部屋に響いた。

　──とまあ、このような経緯があり……。明日から毎日、暮四刻の鐘が鳴る頃に、この部屋……尚書台近くの応接室まで向かうことを約束してしまったのだった。




　その後、暮五刻を過ぎようかという時間になってようやく解放された私は、やっとの思いで戸部まで帰り着いた。すると、そこには黙々と机へ向かっていらっしゃる向焰尚書の姿があった。

　まだ残っている仕事の一部を向焰尚書から引き受けながら、私は事のあらましを、差し障りがない程度にざっくりと語る。

　差し障りがある内容を除いたら、『玲侑殿下が私の使う変わった魔術に興味を持たれて、明日から毎日、暮四刻に呼び出しを受けることになった』という話になってしまったのだけれど、まあ大きく間違っていないから問題なかろう。

「明日から毎日、だと……？　殿下は今の戸部の状況を知っていて、そのような無茶を仰っているのか？」

「楓蓮侍郎が育児休暇に入られたことは私からも報告いたしましたよ。ただ、その影響についてはご存じないかもしれません」

　私が首を竦すくめて見せると、向焰尚書は、ぐぬぅ、と喉のどを鳴らす。

「そのような約束は断れ……と言うのも、無茶な話か」

「下級文官である私ごときが王族からの要請を断れるとお思いですか？　……恐らく、明日以降は半はん刻ときもかからず解放されると思いますから、用が終わったらすぐ仕事に戻ります」

「まあ、それで妥協するしかないだろうな」

　はぁ、と息を吐き出したくなるお気持ちも分かる。何せ、私が抜けた分の穴埋めはすべて向焰尚書へ回ってしまうのだから。

　そんな向焰尚書の立場からしてみれば、色々と問とい質ただしたいこともあったに違いないが、それ以上のことを尋ねられることはなかった。

　その後、暮六刻を過ぎる頃まで、向焰尚書と私はひたすら書類を捌さばいていった。

　今日の帰りも、麗花が眠ってしまった後の時間になりそうだ。次に麗花の顔が見られるのは、いつになることやら……。







05◆殿下の微笑




　少し道に迷いかけながらも何とか無事に応接室まで辿たどり着ついたとき、ちょうど暮四刻の鐘が鳴った。玲侑殿下のお姿はまだないが、少し待たされることは予想してあったので、今日は仕事の書類を何枚か持ち込んでいる。

　半刻くらいは平気で待たされると覚悟しての準備だったのだが、一枚目の書類を終わらせるよりも早く、玲侑殿下と狼波さまが姿を現した。

　殿下は相変わらず今日もお疲れのようだ。顔色が悪い。

　さっそく玲侑殿下の健康をお祈りさせていただきたくなったところで、殿下から手のひらを突きつけられる。

「待て。今日はこれを先に使ってからだ」

　玲侑殿下がそう仰るのを合図に、狼波さまがご自身の両手に抱えた道具を机の上に置かれた。

　それは魔力測定器だった。すべての貴族にとって馴な染じみ深い魔導具であり、当然、私も一目見ただけでその用途が分かる。

「これで魔力を測ってから、あの治癒魔術もどきを使い、その後で再び魔力を計測するように」

「かしこまりました」

　その返事の通り、拒否するつもりは無論ない。しかし、実は気が進まない思いを抱えていた。

　私はこの魔導具が嫌いだ。これを見ると、苦い過去がいくつも思い浮かぶからだ。

　例えば、幼き日の私が生家の跡継ぎになれぬという現実を突き付けられたのは、何度目かの定期計測日に、この魔導具を使った直後のことであった……。

　そのような苦い記憶を無表情の下に押し込め、私は魔力測定器に手を伸ばす。

　針がほんの僅かに動き、私の魔力量を指し示した。

「……やけに少ないな。何か大きな魔術でも使った直後か？」

「いいえ、殿下。これが私の魔力量の最大値で間違いございません」

　予あらかじめ言われるだろう言葉は予想がついていたので、用意していた答えを返す。こんなやり取りは今まで何度も繰り返してきたことだ。

　私の答えを聞いた玲侑殿下は何かを考え込まれるように無反応だったが、狼波さまは目を見開いて測定器を覗のぞき込こまれる。

「魔力低下症になるような魔力量ではないか。最大値がここまで少なくて体調に影響はないのか？」

　その言葉には苦笑を返すことしかできない。やはり、王族に程近い上級貴族である狼波さまの感覚は、一般的な貴族とも一線を画しているようだ。

「そのように感じるのは上級以上の貴族位を持つ方だけですよ。下級貴族はこれくらいまでなら平気で使います。そうでなければ、まともに魔術を使えませんからね。私は普段がこの状態ですから、もちろん魔力低下症にもなっていません」

「そのようなものか……」

　王族である玲侑殿下の側近に下級貴族がいるとは思えないので、自然と狼波さまの周囲にいる人間も一定以上の魔力を持つ者に限られてくるのだろう。

　私が話した下級貴族の実態を新鮮に感じるらしく、狼波さまは不思議そうに魔力測定器の針を眺めていらっしゃった。

「ないに等しいと言えど、一応針は動いているのだから計測はできる。元の数値は控えたので、次は例の術を使ってみよ」

　玲侑殿下こそ、狼波さまのような反応をして不思議ではないお立場のはずなのに、私の少なすぎる魔力量を見ても特に感想はないご様子だった。あまり他人に興味があられないだけかもしれない。

　私は命じられた通り、玲侑殿下の体調に意識を集中させる。

　──頭痛が酷いのは間違いないはずだ。目の周りの血行が特に悪そうに見える。首や肩も痛めていそうだな。時折、首筋を気にする素振りをされているようだ。それから、食も細くなっていそうだから消化器系の調子も悪いに違いない……。

　うむ、改めてよく観察してみると、どこもかしこも具合が悪そうだ。恐らく激務に因るものだと思うが、いったいどのような働き方をすれば、ここまで酷くなるのだろう。

　殿下のお人柄に触れた今となっては、最初に廊下ですれ違ったときよりも、よりいっそう気がかりに思えてしまう。




　──どうか、玲侑殿下のお身体の不具合が全部まとめて良くなりますように──。




「……ふむ、やはり元の状態が悪いほど効果を実感しやすいな」

　玲侑殿下が漏らした感想を聞き、狼波さまが目を見開かれる。

「玲侑殿下、お身体の調子が悪かったのですか？」

　その驚いている様子を見て、私も驚いてしまう。どこからどう見ても、玲侑殿下のお顔の色は優れないだろう。

「……気が付いていらっしゃらなかったのですか？」

「ああ、いつも通りにしか見えなかったのだが……」

　それはつまり、常日頃から顔色が悪いということではなかろうか。普段から顔を合わせる機会が多いと、見慣れてしまって気が付きにくいのかもしれない。

「この程度の不調はさして問題ではない……が、微力とはいえ、柳弦の術があるとないとではその後の仕事の効率が違う。それゆえ、私にとって有用であると判断した」

　玲侑殿下は自分の不調を認めたくないらしく、誤魔化すような口振りで私の術を評価してくださった。

　……大変光栄ではあるのだが、私の微弱な術を必要とするくらい体調を崩していらっしゃるにもかかわらず、更に無茶をされているということではなかろうか。

「……玲侑殿下はお会いするたびに体調を悪化させているようにお見受けします。私の術に効果があると仰っていただけるのは大変光栄ですが、少し回復したからと言って無茶をされていらっしゃいませんか？」

　疑問に思ったことをそのまま問いかけると、玲侑殿下は目を細めて私を一いち瞥べつし、サッと目を逸らした。

「そのようなことを詮せん索さくしていないで、早く魔力を計測せよ」

　明らかに誤魔化されたとしか思えぬ反応であったが、私の立場ではこれ以上言い募ることができない。

　玲侑殿下の体調不良を認識した狼波さまが、上手く諌いさめてくださることを願おう。……既に何度も言い負かされているところを見てしまったせいで、あまり期待はできないが。

「では、もう一度魔力を測ってみます」

　私の手が魔力測定器にペタリと触れると、先ほどと同じように針が振れる。

「……変わりませんね」

「そのようだな。……念のため確認するが、魔導具を使用しているわけではないのであろう？」

　私は当然、首を横に振った。

　そもそも、魔導具は個人が所持しているようなものではない。強いて言えば、当主の指輪が魔導具の一種であるが、私は当主でなければ跡継ぎでもないため所持していない。

「つまり、魔力を使わずに治癒魔術のような現象を起こしているということになる。このように魔力を消費しない術となれば、たとえ威力が弱くとも、有益性は非常に高いだろう。……柳弦、この術の使い方は他人に教えられるようなものか？」

「……お恥ずかしながら、自分でもあまり理解できておりませんので、教えるというほどの説明は難しいかと存じます」

「ふむ。少なくとも、一家相伝の秘術ではないということだな。ならば、分かる範囲で構わぬので使い方を話せ」

「待ってください、玲侑殿下！」

　淡々と話していた玲侑殿下のお言葉を、狼波さまが鋭い声で遮られる。

「まさか、ご自身で術を使えるか試されるおつもりではございませんか？」

「……だからどうした」

「っ、危険過ぎます。魔力を使わない術だと仰いましたが、魔力の代わりに別の何かを動力にしている可能性はありませんか？」

「可能性としてはあり得るだろうが、今まで何度も使ってきた柳弦が平気な顔をしておるのだ、問題なかろう」

　玲侑殿下の頑かたくななご様子から、今回も説得が難しそうだと悟ったらしい狼波さまが、弱り切った顔で私を見る。

「……柳弦殿、この術を使って身体に異変を感じたことは？」

「そうですね……いつも僅わずかな浮遊感のようなものは感じるのですが、一瞬のことで、すぐ忘れてしまうほどの感覚でしかありません」

　残念ながら、という言葉を付け足したくなったが口に出すのは止やめておいた。

　何らかの悪影響があると分かれば、玲侑殿下に諦あきらめていただくよう進言もできただろうが、実際にそのような悪影響が出たことはない。殿下に諦めていただく理由を提供することができず、何だか狼波さまに対して申し訳ない気分になった。

　……ただ、私がやり方を教えたとして、玲侑殿下は同じ術を使うことができるだろうか？

　私は術を使う際に特別なことを何もしていないので、誰でも同じ方法で術が使えるとはどうにも考えにくい。

「さて、教えてもらおうか」

　私は狼波さまの意気消沈した様子をチラチラと気にかけながら、玲侑殿下に向かって、私がいつもどのようにして術を発動させているかを説明した。

　と言っても、話せることなどそう多くはない。ほとんどが、昨日はじめて自分で考察した、仮説のような曖あい昧まいな話だ。

「相手の不具合を認識してから、回復を願うだけ、だと？　……そのような方法で術が発動するのであれば、世に知られておらぬわけがない。他に思い付く条件はないのか？」

「……残念ながら、思い付きません。お役に立てず、申し訳ございません」

「ふむ……致し方ない。一応、その方法を試しておくとしよう。成功するとは到底思えぬが、検証は必要であるからな」

　そう仰った玲侑殿下からジッと凝視され、思わず視線を逸らしたくなる。睨にらまれているわけではないのだろうが、あまりに温度を感じさせない瞳ひとみのせいで、心臓に悪い。

「な、何でしょう……？」

「……ふむ。そなた、少し寝不足ではないか？」

　唐突に伸びてきた玲侑殿下の冷たい指先が、私の目の下にそっと触れる。

　思いも寄らぬ殿下の行動に、私はピキッと凍りついた。

「目の下が黒くなっておるぞ」

「殿下ほど酷くはございませんよ……あ、」

　気が動転して思わず要らぬことを口走ってしまい、焦って殿下のご様子を窺うかがうが、幸い、勘気に触れるほどではなかったようだ。

　いや、それどころか、玲侑殿下の表情が少し緩んでいるように見える。これは……笑顔、だろうか？

「ふっ、そうだな。確かに、私より酷いということはない」

「い、いえ、その……大変失礼なことを申しました」

　あたふたと無意味に手を上下させながら、私は何とかして自分の目元へ触れたままになっている指先から逃れたかったが、どうすることもできなかった。

　──麗花があのように騒ぐ気持ちを、今なら理解できる気がする。

　常に凍りついていたはずの表情が僅かに緩み、笑顔とも言い難いくらいにほんの少しだけ口の端が上がる。それだけで、驚くほどの衝撃を与えられてしまったのだ。

　なるほど、これは正しく、美の女神が創り給たまいし芸術作品と表現するに相応ふさわしい。

「あ、あの……、玲侑殿下……？」

　目元に添えられた指を放していただきたくとも直接願い出ることもできず、目の前に迫る美び貌ぼうを視界に入れぬようウロウロと視線を彷徨さまよわせていると、ようやく玲侑殿下は手を放してくださった。

「やはり、私では使えぬようだな」

　その言葉を聞いてようやく、術を発動できるか試していらっしゃっただけなのだと思い至る。

　いや、そうだとしても、直接患部に触れていただく必要はなかったのだが……。

「今日のところは、これ以上検証できることがない。続きは明日以降行うこととする」

　まだ続くのですか、という本音を吞のみ込んで了承の返事を述べると、この日はようやくお開きとなった。

　……さて、今日もまだ仕事が待っている。







06◆魔質の相性




　暮四刻の約束が始まってから季節が一つ過ぎた。

　仕事が休みで城に上がらない日以外は毎日、私はあの応接室へと足を運んでいる。

　ほとんどの日は治癒術を使ってすぐ帰ってしまうため、一日に半刻も満たない時間だけれど、毎日顔を合わせているうちに狼波さまとは前よりも少し気安く話ができるようになった。

　一方、玲侑殿下との関係と言えば、あまり変わっていないように思う。あの方は元々あまり他人と親しくされる性格ではないようだから、致し方ないのだろう。

　ちなみに、私が使うあの変わった術は『治癒術』という呼び名で定着した。簡潔で分かりやすく、うっかり他の誰かに聞かれても変に思われないだろうから、無難な呼び方だと思う。




　今日も今日とて、いつもの応接室で暮四刻の鐘を聞く。

　最近は比較的仕事が落ち着いているのか、一時期より多少まともな顔色をした玲侑殿下が、久しぶりに魔導具を持ち込んできた。

「これは何の魔導具でしょうか？」

　狼波さまの手によって机上へ置かれた魔導具を見ながら、私が首を傾げていると、お二方から揃そろって変わった者を見る目を向けられる。

「何って、相性測定の魔導具ではないか。使ったことがあるだろう？」

　狼波さまの説明を聞いて、この微妙な反応の意味を理解した。

　貴族であれば成人前から婚約者を探し始めるのが当たり前のため、私の歳としで相性測定器を使用した経験がないとは確かに思いも寄らないだろう。

　魔力の性質──いわゆる魔質が違いすぎると子どもができないため、婚約者を探すためには魔質の相性を調べることが必ひつ須すなのだ。

「私は跡継ぎではございませんから、余計な諍いさかいを起こさないためにも、子どもを作らないことにしています。ですから、婚約者を探した経験がないのです」

「他に正式な跡継ぎが決まっているのに、そのようなことをする必要があるのか？　私の家を継ぐのは兄だが、私にも普通に婚約者がいるぞ。もし跡継ぎ以外から魔力の強い子が生まれて継承順位が変わるなら、それまでのことだろう」

　一般的な貴族家であれば、狼波さまの仰る通りだ。しかし、現当主の唯一の実子である私は魔力が弱すぎて跡継ぎになれず、養女である麗花が跡継ぎとして育てられている我が家では、事情が異なってくる。

　万が一、私が生んだ子が少しでもまともな魔力を持って生まれてしまったら、養女である麗花が跡継ぎであり続けることが世間体的に難しくなってしまうのだ。

　私が自分と魔質の合う相手と番つがっても、私と同じくらい魔力の低い子どもが生まれる可能性が高いので、どちらにせよ麗花の存在は必要なのだが、私が諦めなければ魔力の足りる子どもが生まれてくる可能性もなくはない。

　しかし、麗花は跡継ぎから外されてしまうと、養女なので良い結婚相手を見つけることが難しくなる。それでは、あまりに麗花がかわいそうだ。

　──というような事情を、かいつまんで説明した。

　後妻を娶めとりたくない父と、麗花の立場を守りたい私の、二人の我わが儘ままのせいで先祖から引き継いできた血を途絶えさせてしまうわけだ。それゆえ、貴族を管理するお立場である王族に、このような事情を知られてしまうのは決まりが悪い。

「相性測定器を使ったことがないのであれば、そなたは自分の魔質を把握していないということか？」

　私の身の上話などどうでも良いと言わんばかりに、ご自身の興味の向く先である治癒術の検証に意識が向かっているらしい玲侑殿下のご様子に、ホッと胸を撫なで下おろす。麗花を不ふ憫びんな立場にすることは何としてでも避けたいので、咎とがめられることがなさそうで本当に良かった。

　私が玲侑殿下の言葉に頷うなずいて返すと、さっそく相性測定を試してみることになった。

　相性測定器とは言うが、実のところ、特定の人物間で相性が良いか悪いかを教えてくれる魔導具ではない。

　本来は、どのような属性の魔力を持っているのか、個人の魔質を調べるための魔導具だ。しかし、ほとんどの貴族にとっては、自分と子どもを作ることのできる魔質の持ち主を探すためにしか役立たないため、便宜的に相性測定器と呼ばれている。

「使い方は魔力測定器と変わらぬ。ここに触れるだけでよい」

　玲侑殿下から指し示された場所に指先で触れると、いくつか埋め込まれた小さな魔石が一瞬だけ白く光った。

「……おや、魔石の色が一つも変わっていないな」

　魔石が埋め込まれた部分を見た狼波さまが、首を傾げられる。どうやら、本来であれば魔石の色が変わるはずだったらしい。

「私の魔力が弱すぎるせいでしょうか……？」

「いや。この測定器は、ほとんど魔力を持たない平民や、魔素を含むあらゆる物質の魔質も調べることができる特別製だ。魔力測定器の針を動かすことのできた柳弦の魔力量であれば問題ない」

「では、壊れてるんですかね？」

　狼波さまの問いかけにお答えを返さなかった玲侑殿下は、魔導具に手を伸ばすとパパッと何らかの操作を行い、先ほど私が触れたのと同じ場所に指先を置かれる。

　すると、私が触ったときとは比べものにならないほど眩まばゆい光が部屋を包み、魔石が色とりどりに染まった。

「壊れているわけではないようだな。柳弦、もう一度試してみよ」

　玲侑殿下がまた同じように操作すると、色とりどりに染まっていた魔石が元の透明に戻る。

　私は言われた通り再び測定してみたが、結果は変わらなかった。

「どういうことでしょうね？」

「魔導具の不具合ではなく、魔石の色が変わらないのが正しい測定結果と考えるしかあるまい。つまり、柳弦の魔力には属性がないということになる」

　玲侑殿下の淡々とした説明を聞いて、私と狼波さまは揃って目を瞬またたいた。

「属性がない？　そのようなことがあるのですか？」

「物質によっては稀まれにそういうものもある。……人間で見るのは初めてだが」

「……柳弦殿、そなた、人間ではなかったのか」

　狼波さまが冗談めかした口調で仰ってくださったおかげで、動揺していた気持ちが少し安らぐ。

「さすがに人間であることは間違いないと思いますが……あの、属性がないことで何か不具合はあるでしょうか？」

「ふむ……強いて言えば、婚約者を探すのが困難になることくらいか。同じように属性を持たない魔質の持ち主が、他に何人もいるとは思えぬからな。だが、そなたの場合は元々探すつもりがないのだから、特に不都合はなかろう」

「そうですか……」

　ホッと息を吐き出す。しかし、同時に複雑な気分も湧き上がった。

　魔質と魔力量との間にはある程度の相関性があるらしく、魔力量に差があり過ぎる者同士で魔質の相性が合うことは滅多にない。つまり、一般の貴族と比べて魔力量が極めて少ない私にとって、魔質の合う相手──子を生なせる相手を探すことが困難だというのは、最初から分かり切ったことだった。

　そうは言っても、こうして改めて、自分と相性の合う人間がこの世には存在しないのだと断言されてしまうと、どうしても気持ちが沈んでしまう。

「ただ、そなたの治癒術の仕組みに、この魔質が関係している可能性は高いであろう。そなたしか使えぬ術なのだから、他と違う性質を持っているのなら、それが関係していると考えた方が自然だ」

「無属性にしか使えない術、ということですか。では、柳弦殿が魔力交わしで他人の魔力に染められた状態になったら、治癒術は使えなくなるんですかね？」

　思い付きを口に出しただけ、といったご様子の狼波さまをパッと振り返り、玲侑殿下がキラリと目を光らせたように錯覚した。……何という迂う闊かつなことを口走っているのですか、狼波さま!?

「試してみるか」

　玲侑殿下であれば絶対、そう仰ると思いました……。

　その言葉に不穏なものを感じたのは私だけではなかったようで、自分の迂闊な発言を自覚したであろう狼波さまが、顔を引き攣らせながら恐る恐る殿下に問いかける。

「玲侑殿下、試すというのはどういう意味でしょうか……？」

「柳弦の魔力に他者の魔力を混ぜる。それで治癒術が使えなくなれば、仮説が実証されるからな。魔力交わしの影響は半日ほどで完全に消え去るのだから、一時的に使えなくなるくらいは問題なかろう。……ふむ、そうだな。でき得る限り元の状態と差別化させた方が望ましいので、属性を通常より多く持っている私が相手を務めるのが合理的であろう」

　狼波さまは苦り切った表情になって、玲侑殿下と私の顔を見比べたが、以前のように殿下の行動を諌いさめようとはなさらなかった。

　殿下が治癒術をご自身でも使えないか試したがったときと異なり、魔力交わしならば一般的に危険な行為に当てはまらないからだろう。

　何も、将来を誓った婚約者としか交わせない決まりがあるわけでもない。王族ともなれば相手は選より取どり見取りであろうし、戯れにそういう行為を嗜たしなむくらいは珍しくないに違いなかった。

　身分違いではあるが、魔力量が違いすぎる者同士ではそもそも魔質が合うはずもなく縁を結ぶことができないため、遊びで情を交わすことには世間の目も寛容だ。

「……柳弦殿に抵抗がないなら、殿下のお好きなようになされば良いと思いますよ。ただ、他のことならまだしも、魔力交わしだけは身分差で押し切るべきではないですからね。くれぐれも、柳弦殿の意思を尊重してください」

　狼波さまは気さくで人好きのする性格をされているので、一見遊びにも慣れていそうに思えるが、存外真面目な考え方をされているようだ。

　若いのに感心なものだと思っていると、玲侑殿下の氷の眼差しとバッチリ目が合った。一瞬で背筋が凍る。

「柳弦。そなたを私の魔力で書き換えてもよいか？」

　……そういう意味の言葉ではないと分かっているのに、身体が勝手に勘違いしたらしい。ゾクゾクと震えのような感覚が腹の奥から湧き上がり、心臓が存在を主張し始める。

　よりにもよって、このような、求婚のように聞こえる言葉を選ぶ必要はなかったはずだ。やたら顔が整っているせいで、破壊力が凄すさまじい。

　私は思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

「お、お答えする前に、教えていただきたいことがあるのですが、」

　ここで流れに任せて頷いてしまうのは簡単だが、それによって自分がどうなってしまうのかくらいは把握しておきたい。……何せ、経験のないことだから。

「魔力を交わすと、その……興奮作用があるとお聞きしていますが、どうすればよろしいですか？　そのまま放置できるようなものなのでしょうか？」

　私が恥を忍んで問いかけると、お二方からまじまじと視線を向けられた。経験がないことをあからさまに宣言する内容の質問だったので、しっかりそれが伝わってしまったようだ。穴があったら入りたい。

「……半刻もすれば収まることだから、辛抱強い者なら何もしないで乗り切れるかもしれないが……初めてなのであれば、さすがに厳しいだろう」

　狼波さまが言いながら顎あごを撫でる。ご自身の初体験のことでも思い出していそうな雰囲気が生々しい。

　玲侑殿下も狼波さまのお言葉に納得されたご様子で頷かれた。

「私だけなら魔力交わし後の交配は特に必要ないが、柳弦が堪えられぬ場合は責任を持って私が相手をする」

「……えっ!?　玲侑殿下が、私なんぞのお相手を……？　い、いえ、そのような必要は……、玲侑殿下に必要がないということでしたら、私も勝手に一人で何とかいたしますのでっ」

「柳弦殿、それは人道に反する行いだ。王族の行いとして許容できない」

「えっ」

　狼波さまが変なところで真面目ぶりを発揮されている。そして、こういうときばかりは玲侑殿下が反論しない。なんということだ。

「狼波が申しておった通り、今回ばかりは断っても構わぬぞ。そなたに正式な婚約者がおらぬからと言って、そういう相手がおらぬとも限らぬしな」

「……いえ、特に、そういう関係の相手がいるわけでもないですが……」

　玲侑殿下が珍しく気遣いを見せてくださっていると思わせて、その実追い詰められているだけのような気がしてならない。その悪い予感は当たっていたようで、いつもより少しだけ機嫌が良さそうに見える玲侑殿下によって、不意に私の手首が握られたかと思うと、クっと軽く引っ張られた。

　一切身構えていなかった私は、その勢いで一歩二歩とたたらを踏み、殿下の胸元へ身を預けるような体勢になってしまう。

「ならば何も問題あるまい？　柳弦。私の魔力を受け取ってくれ」







07◆熱の奔流




　すぐさま後ろに飛び退くことで玲侑殿下から距離をとったが、一瞬でも間近に感じた体温が記憶に刻み込まれてしまい、心臓が煩うるさく騒いだまま鳴り止まなくなった。

　その後は、自分でも自分がどうしたいのか理解できぬうちに、気が付いたら魔力交わしをする方向で話が進んでしまっていた。

　今さらやめるとも言い出せない雰囲気に諦てい念ねんを抱いていると、玲侑殿下と狼波さまとの間で、今すぐここで行うべきか、出直して寝台のある部屋で行うべきかで一ひと悶もん着ちやくが起こった。私としてはどちらも選びがたいとしか言いようがなく、黙ってことの成り行きを見守るしかない。

「……では、私は扉の外をお守りしておきます」

　結局、いつも通り玲侑殿下の意見が通ったらしい。

　玲侑殿下の専属護衛官である狼波さまが、殿下の傍そばを離れることは珍しい。気を使っていただけるのはありがたいが、私と玲侑殿下を二人きりにしてしまって大丈夫なのだろうか。

「さて、今さら柳弦殿を疑うわけではないが、凶器を所持していないことを確かめるために探知魔術を使わせてもらう」

　護衛官を外して会合などが行われる際は、探知魔術を使って凶器を所持していないかどうか確かめることが義務付けられているらしい。

　私が了承すると、狼波さまは懐から手のひら大の魔法紙を取り出し、ピッと指先で弾いた。不自然な軌道を描いてから空中で留まった魔法紙に、狼波さまが人差し指を向けながら短い呪文を呟つぶやく。

「『術・探知』」

　魔法紙に狼波さまの魔力が注がれると、そこに予め描かれていた魔法陣の線をなぞるように、じわりと光が広がってゆく。そうして光の魔法陣が完成した途端、魔法紙がひとりでに私の元へ飛んできて、周囲をくるくると回りだした。

　身み動じろぎもせずにその様子を窺うかがっていると、しばらくして魔法陣の光がスッと消え入り、魔法紙はまたひとりでに狼波さまの元へと返っていった。

「これで、凶器を所持していないことが確認できた。……では、私は廊下に出ておりますので、終わったら声をおかけください。ごゆっくり」

　狼波さまが軽い足取りで部屋を出ていってしまうと、分かっていたことだが、玲侑殿下と二人きりになってしまった。途端に気まずさが増してゆき、緩衝材になってくださっていた狼波さまの存在の偉大さが身に染みる。

「柳弦、こちらへ」

　机を挟んだ向かい側の長椅子に座っていらっしゃる玲侑殿下から手招かれた。私は渋々立ち上がり、ゆっくりと歩み寄る。すると、手で隣に座るよう指示された。私は少しでも殿下から距離を取ろうと、でき得る限り端の方に腰かける。

　そんなささやかな抵抗も空むなしく、玲侑殿下の手が強く私の肩を摑つかんだかと思うと、強引に上体を引き倒されてしまった。

　気が付くと、目の前にスッと流麗な線を描く顎先のラインが見え、ドッと冷や汗が噴き出す。気のせいでなければ、今、私の頭の下にあられるのは、玲侑殿下の上じよう腿たいではあるまいか。

　何が起こったのか頭が理解を拒み、目を白黒させるだけで言葉が口から出てこない。頭が真っ白なのだから言葉が出ないのは当たり前と言えばそれまでなのだが、黙っているからと言って、私がこの状況を粛々と受け入れているわけでは決してないことを誰か分かって欲しい。

「魔力を交わすのに慣れておらぬ者だと、一時的に昏こん倒とうする場合もある。変な倒れ方をして頭を打つと事なので、魔力交わしはこの体勢で行う」

　私の精神衛生的にはいっそ頭を打つ方がマシとすら思えたが、玲侑殿下の手によって額を押さえられており、膝ひざ枕まくら状態から抜け出すことができない。

「さて、魔力を交わすには、粘膜接触が最も効率のよい方法なわけだが……この状況であれば、最も手っ取り早いのは口吸になる。この方法で構わぬか？」

　ギョッとして反射的に首を横に振ってしまった。

　玲侑殿下と口吸をするだなんて、恐れ多すぎる。そんなことをしてしまったら、玲侑殿下に思いを寄せている世の子女たち全員から恨まれるどころでは済まないだろう。

「……口吸ができぬとなると、後ろの穴から直接私の魔力を含んだ体液を流し込むことになる。本来であれば避妊の観点で容認し難いが、私たちは魔力量の差が大き過ぎるゆえ、妊娠の可能性がまずないからな。多少準備は手間だが、できぬことはない」

「…………」

　口吸の代わりに出てきた代替案を聞いてしまえば、私がどちらを選ぶかなんて決まりきっている。

「……く、口吸で、お願いいたします」

「よろしい」

　涙目になりながら苦渋の決断を告げた途端、冷たい手のひらが目ま蓋ぶたの上を覆い、突然遮られた視界に驚く間もなく唇が塞ふさがれた。

「ん……っ」

　これが私にとって人生初の口吸になるわけだが、柔らかい感触だとか、甘酸っぱい果実の味だとか、人から話を聞いて想像していたような感想を抱く余裕は微み塵じんもない。

　暴力的なまでの勢いで叩たたきつけられた熱い奔流が、口から侵入して身体中を満たしてゆく。そのせいで、私は一瞬のうちに熱で浮かされてしまった。

「……もう魔力が染まりきったのか？　膨大な魔力差があるとは言え、やけに早いな」

「ぁ……っ、」

　唇が離される僅わずかな刺激だけで、背筋にゾクゾクと震えが走る。頭の中がぼうっとした感じになって、何も考えられなくなった。

「は、ぁ、……ぁ、」

「む？　おい、柳弦……？　目の焦点が合っておらぬぞ。さすがに乱れすぎではないか？」

　誰かに話しかけられたような気もするが、何も耳に入ってこない。ただ、ただ、熱い。

「ふむ……この乱れやすさも、特殊な魔質と関係があるのかどうか……」

「ん……っ、んぅ、くる、し……」

「……非常に興味深いと言いたいところだが、検証している場合ではなさそうだな。悪いが、勝手に脱がすぞ」

　玲侑殿下の手が、全身の力が抜けきっている私の下半身へと伸び、下衣だけを器用に寛くつろげた。

　完全に勃たち上がり、先端からダラダラと透明な体液を垂れ流しているものが露あらわになる。そこに長い指が触れただけで、私は何度も気をやってしまった。

「やっ、あ、あ、あ……っ」

「こら、暴れるな。出しておかねば苦しいままだぞ」

　少しずつ動きが激しくなっていく手の動きに合わせて、何度も精を吐き出す。身体の中を暴れまわる熱が出口を求めて次々とそこへ集まっていくせいで、出しても出しても終わらなかった。

　出した瞬間だけは少し熱の影響が弱まるような気もするのだが、あっという間に熱が膨れ上がって元の状態に戻ってしまう。何度目か分からぬ吐精を迎えて息をぜいぜい荒らげながら、私はままならない己の身体が恐ろしくて涙を溢あふれさせた。

「ゃ、だ、もう、やだぁ……！　も、出せ、な……っ、」

「……うっかり多く注ぎ過ぎたか？　まったく収まる気配がないな。……ふむ、致し方ない。無理やりでも魔力を抜けば、少しは収まるだろう」

「……っ!?　ん！　んぅっ」

　ただでさえ肩で息をしている状態にもかかわらず口を塞がれてしまい、酸欠で目の前にチカチカ星が散った。

　そして、先ほどの口吸よりもいっそう深く侵入してきた舌が、私の唾だ液えきをすべて舐なめ取とろうとしているかのように、口中を這はいまわり始める。

　すると、不思議なことに、暴れまわっていた熱が徐々に口から吸い取られていくのを感じるようになった。私はその流れへ身を任せるようにして、自らの力でも熱を押し流そうと意識する。

　ある程度熱を押し流したところで、途端に身体が楽になった。ホッとして気が緩んだところで、張り詰めていた糸がプツンと切れる。──意識が、暗転する。

　気が付くと、はだけていたはずの衣服が整えられており、部屋の中に狼波さまが戻ってきていた。

「お、気が付いたか」

「……私は、意識を失ってしまっていたのでしょうか？　……申し訳ございません」

「大した時間は経っていないから大丈夫だ。それに、悪いのは無体を働いた玲侑殿下の方であられるので、気にしないように」

「無体だなどと、そのようなことは……」

　おぼろげな記憶を思い返してみるに、私が勝手に乱れすぎていただけで、玲侑殿下は……その、優しくしてくださったと思う。

　かあっと顔に熱が集まるのが分かった。

「柳弦。まだ熱が収まっていないのではないか。顔色がおかしい」
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　玲侑殿下の手が伸びてきて、私の熱くなった頰を包みこんだ。その動作があまりにも自然だったせいか、一度普通に受け入れてしまってから、だいぶ遅れてハッと身を固くする。

「そっ、そうですね、少し、熱っぽいかもしれません」

　魔力交わしのことを思い出して照れてしまっただけとは言い出しにくく、ついそんな風に誤魔化すと、玲侑殿下はことのほか深刻な表情になって視線を下げてしまわれた。

「そなたは特殊な魔質であったゆえ、他の魔力から受ける影響が大き過ぎたのかもしれぬ。負担をかけてしまったな」

「い、いえ、大丈夫です。先ほどのような抗あらがいがたい熱はもうございませんし、少しすれば落ち着くと思いますので」

　そのような殊勝な反応を返されるとは思いも寄らず、焦った私は必死で大丈夫だと主張したのだが、玲侑殿下の憂い顔は晴れなかった。この整った顔にこのような表情をされてしまうと、罪悪感がとてつもない。

「えっと……あ、検証の続きはどういたしますか？　私の魔力に殿下の魔力が混ざっているうちに、治癒術を試す必要がございますよね」

　魔力交わしの影響は半日もすればなくなってしまうはずなので、試すのならば今しかない。

　当然、玲侑殿下ならば検証を優先させると思っていたのだが、意外にも、殿下は迷うように眉まゆを顰ひそめられた。

「そなた、先ほどまで死にそうな顔で喘あえいでおったのだぞ。無理はせぬ方がよいのではないか」

　私が喘いでいたなどという恥ずかしい言葉を真顔で仰らないでいただきたいが、それを指摘すると墓穴を掘りそうなので、一いつ旦たんそのことは頭から追いやることにする。玲侑殿下が仰るように、治癒術を使わない方が良いかどうか考えた。

　……いや、せっかくあのような目に遭ってまで魔力交わしを強行したのだから、本来の目的が達成されないのは困る。何より、また後日改めて魔力交わしが必要になるような可能性は避けたい。

「いえ、治癒術は身体に負担のある術ではございませんし、今日このまま検証を終わらせるべきかと存じます」

「……分かった。では、治癒術を使う前に相性測定器を使って魔質が変わっているか確認する」

　玲侑殿下が差し出した測定器に手を伸ばすと、先ほどよりも少しだけ強く光り、魔石が色とりどりに染まった。ただし、どの色も玲侑殿下が試したときより随分と薄い。

「私の持っていた属性が万遍なく薄うつすらと混じっている状態のようだな。溢れた魔力を吸い戻したせいか、やたらと薄くなってしまったようだが……まあ、検証ができない程ではないだろう。では、治癒術を使ってみよ」

　そう言われて玲侑殿下の体調を探ると、いつもとは少し違うご様子であられることに気が付いた。普段は青褪めている顔色に少し血の気が通い、よく見ると薄ら汗をかかれていて、ほんの少しだけ呼吸が浅い。健康そうに見えるかと言うとそういうわけでもないのだが、今日の殿下はどうされたのだろう。

　……いや、これはもしかすると、魔力交わしの影響なのではなかろうか。

　気が付きたくない事実に気が付いてしまいそうだったので、私は慌てて頭に浮かんだ考えを搔かき消けし、いつも通りの内容で殿下の健康をお祈りすることにした。




　──玲侑殿下の体調がよくなりますように──。




「……あ、いつもの浮遊感がありません」

「ふむ、こちらにも治癒術がかかっておらぬ。やはり、魔質が変わるとその術は使えなくなるのか」

　そう言って考察に没頭しかけていらっしゃった玲侑殿下がハッとして、視線をこちらに向ける。

「柳弦。今日はそなたの身体にどれだけ負担がかかったか分からぬので、もう帰って休め。戸部尚書にはこちらから遣いを出しておく」

　この後また仕事に戻るのはさすがに無理があると自分でも思っていたところだったので、その申し出をありがたく受け入れ、私はまだクラクラする頭を抱えながら帰路についた。

　一人になって冷静さが戻ると、まだ身体の奥で熱がくすぶっているような気がしてくる。

　自分の身体であるはずなのに、自分でもよく分からない不安定な状態が、少し恐ろしかった。







08◆熱の対処法




「あら、お義兄さま。今日はお早いお戻りですのね」

　せっかく麗花が可愛らしい笑顔を向けてくれたのだが、何とか平気な顔をして生返事をするのが精々だった。

「お義兄さま……？　どうかされたのですか？」

「いや……少し、体調を崩したようでな」

「まあ。それで帰ってこられたのですか？　大変だわ、お医者さまが必要かしら」

　原因を知っている自分としては医者を呼ぶ必要がないことは分かりきっているのだが、未成年の女性である麗花へ事の次第を説明するわけにはいかない。私は曖あい昧まいな笑顔で誤魔化して、麗花に落ち着くよう言った。

「大したことないから、寝ておけば大丈夫だ」

「そうかしら？　でしたら、後で部屋に軽食を運ばせるよう手配だけいたしますわね」

　その申し出はありがたく受け入れることにして、これ以上詮せん索さくされないためにも、そそくさと自室へ引っ込んだ。

　そのまま燻くすぶる熱を抱えて悶もん々もんとしながら浅い眠りについたが、翌朝、目が覚めると粗相をしていた。いわゆる、夢精というやつだ。

　若い頃でもこのような経験はなかったので、戸惑いが大きい。

　使用人に片付けさせて変に体調不良を勘繰られ、父辺りに話がいってしまっては事なので、なけなしの魔力を使ってこっそり洗浄魔術をかけておいた。

　一晩経ったにもかかわらず、身体の奥で燻る熱は消えないままだ。魔力交わしの影響が残ると言われる半日は、とうに過ぎているのだが……この熱の原因は別にあるのだろうか？

　にわかに不安が湧き上がるが、事が事だけに、誰彼構わず尋ねるのもはばかられる。

　暮四刻になったら玲侑殿下に直接伺ってみるしかなさそうだ。




　結局その日は仕事も捗はかどらず、熱でぼんやりしているうちに定刻の鐘が鳴った。

「おい、柳弦。今日は例の場所に行かなくて良いのか？　もう鐘が鳴ったぞ」

「……あ。いえ、今日も行かねばなりません。向焰尚書、教えていただきありがとう存じます」

「風邪でもひいたか？　今日は様子がおかしいぞ、柳弦。今日も玲侑殿下のところへ行った後は無理せず帰ったらどうだ」

　昨日の暮れ、殿下からの遣いが突然やって来たかと思えば、私の急な帰宅を告げられ、向焰尚書は大層驚かれたらしい。また驚かせてしまうのも申し訳ないので、先に決めておいた方が良いかもしれない。

「では、体調を見て必要であれば、そのまま帰宅するようにいたします」

「そうしろ。明日からも働いてもらわなければならんからな」

　新人教育が落ち着いたおかげで一時期ほどではないが、戸部は今でも変わらず忙しい。

　これ以上迷惑をかけないためにも、この熱を早くどうにかせねばならないな。




　早足でいつもの応接室に向かったが、一足遅かったらしく、既に玲侑殿下と狼波さまの姿があった。私の方が遅くなったのはこれが初めてだ。

「お待たせしてしまい、大変申し訳ございま、せ……」

　玲侑殿下の姿をはっきり視界に収めた途端、それまで一定を保っていたはずの熱が急に膨れ上がった。息が上がり、言葉に詰まる。

「柳弦？　どうした」

「ぁ……れい、う殿、下……」

　昨日の魔力交わしをしたときとは異なり、前後不覚に陥るほどではないが、行き場を失った熱が身体の中をグルグル回って気分が悪い。

「身体が……、昨日からずっと、耐えられないことは、なかったのですが……殿下を見たら急に熱く……玲侑殿下、私の身体は、いったいどうしてしまったのでしょう？」

「……、」

　ゴクリと唾つばを飲み込んだ音は誰のものだったか。

　私は滲にじんだ視界で必死に玲侑殿下を見つめ、助けを求める。熱に浮かされた頭で、このような状況から救ってくれる相手として思い浮かんだのは、玲侑殿下だけだった。

「助けてください、玲侑殿下……」

　昨日は触れることができたはずの、人より少し低い体温が、今はひどく遠く感じる。

　助けを求めた私が無意識に手を伸ばすと、その手を取る者がいた。ひんやりと冷たい手を摑つかむ。

「魔力交わしの影響が消えていないのか？」

「分か、りませ……、けど、あの時の熱に、似ています」

　あの時は、口から魔力を吸い取っていただいたら随分と楽になったはずだ。

　形の整った薄い唇をジッと見つめる。……また、していただけぬものだろうか。

　すると、思いが通じたように唇が近付いてきた。

「……んっ、」

　舌を絡めて唾液が混じりあった瞬間、ズワッと魔力が吸われる。その心地好さにうっとり浸っていたが、すぐに取り上げられてしまった。

　離れていく唇を名残惜しく見ていると、少しだけ乱暴な指先に、濡ぬれた口元を拭ぬぐわれる。

「昨日と違って、自分の魔力を回収するだけとは訳が違うのだ。これ以上そなたの魔力を吸えば、私もこのままでは終われなくなってしまう」

　言葉の意味はあまり頭に入ってこないが、これ以上あの心地好さは手に入らないと言われていることだけは分かる。まだ、熱は収まっていないのに。

　どうすれば、またあの心地好さを与えていただけるだろう……？

「殿下……お願いします、玲侑殿下……いじわるしないで……」

　結局、私は愚直にお願いすることしかできなかった。必死で縋すがり付ついていると、私の肩を支えている玲侑殿下の手に力がこもる。

「……そなたが望んだのだからな」

　抱えられるように長椅子まで運ばれて、頭を打たないように支えられながらそっと押し倒された。

　いつ見ても惚ほれ惚ぼれしてしまう美び貌ぼうが、この角度から見ると少し違って見える。長い髪がこぼれて影をつくっているからだろうか。

「玲侑殿下……？」

　唇が降ってきたけれど、望んでいた口吸ではなく、襟元を少しはだけさせられて露わになった鎖骨の辺りに唇が触れる。

　……あれ、これは何が起こっているのだろう……。先ほど少し魔力を吸っていただけたおかげか、正気を取り戻しつつある頭に、困惑が湧き上がってくる。

　カチッと身を固くしていると、いつの間にか解かれていた帯がスルッと床へ滑り落ちた。寛げられた下衣の隙間から入り込んできた手に、私の硬くなったものがまさぐられる。

「ぁ、んっ、……ぇ？」

「……粘膜接触が効率の良い方法だと伝えただろう？　それには、こういうやり方もある」

　下衣の合わせ目から取り出されたものが、ぬるっとした温かいものに包み込まれる。もたらされた刺激は、明らかに桁けた外はずれの鮮烈さをもって、強引に快楽を引き起こした。

「あぁ……！」

　未知の快楽に愕がく然ぜんとしている内に、身体中の熱が流れ出すようにそこへ集まり、吸い取られていくのが分かった。吐精しているわけでもないのに、ずっと吐き出しているかのような快感が続く。

「あっ!?　あっ、あっ、あ……っ！」

　抗うこともできずに翻ほん弄ろうされ、どれだけの時間が経ったか分からない。気が付くと、劇物のような快感は落ち着き、ゆるゆるとした微睡まどろみのような快楽を感じるようになった。

　そうなってくると、徐々に状況を理解し始める。

「ん、……ん？　でん、か……？」

　そのとき初めて、私に快楽を与えているものの正体を把握した。

　玲侑殿下の唇が、私のものを咥くわえている。

　衝撃の事実に驚いた私が咄とつ嗟さに逃げ出そうと腰を引くと、殿下は案外と簡単に私を解放してくださった。

「……相当の魔力をこちらに移したが、身体の調子はどうだ？」

　ハッとして自分の身体に意識を巡らせると、身体中に巣食っていた熱が随分と減り、ほとんど気にならなくなっている。

　それよりも今は、元々ないに等しかった魔力が底を尽きかけている方が気にかかるくらいだった。さすがにここまで減ると、私でも魔力低下症が出そうだ。

「熱は、もう大丈夫そうですが……魔力が減りすぎてしまったようです」

　口に出して意識した途端に目め眩まいが酷くなり、寒気がしてきた。

　何となく、この状況が私の望んだ結果だということは覚えている。恐れ多くも玲侑殿下が御身自らここまでしてくださったのに、魔力低下症になるなど申し訳なさ過ぎる。

「今度は吸い過ぎたか……加減が難しいな」

　玲侑殿下が難しい顔をされながら、私の首筋に手を添える。その手をあまり冷たく感じなくなったのは、私の体温が下がっているからだろうか。

「ふむ……だが、今ので加減が何となく分かった。次はもう少しうまく注いでやろう」

「えっ……あの、これ以上、殿下にご迷惑をおかけするわけには……」

　私が弁わきまえたつもりでこれ以上の手助けを辞退すると、何かが気に障ったらしく、玲侑殿下の眉み間けんに盛大な皺しわが寄せられた。

「そなたは、これだけ私を煽あおっておいて、私に耐えよと申すのか？」

　玲侑殿下が何を求めているのか理解できず、私は焦って咄嗟に殿下の袖そでを摑んだ。これだけ私のために骨を折ってくださっているのだから、私にでき得る限りのことはさせていただきたい。

「殿下は何をお望みですか？　玲侑殿下のなさりたいようになさってください」

「ああ、言われなくともそうさせてもらうつもりだ」

　平然とそう言い切った玲侑殿下は、上体を起こしている私の肩に手を当てると再び押し倒し、中途半端に下衣が纏まとわりついたままの片足を持ち上げた。そして、もう一方の手を下衣の中に滑り込ませると、私の奥へと繫つながる場所に指先を触れさせる。

　さすがにそこまでされたら何を望まれているのか理解できてしまい、私は次にくるであろう衝撃に身構えた。

「私のやりたいようにしてよいと言ったな？」

「……はい。お望みのままに」

　また私が何か気に障ることを言ってしまったようで、玲侑殿下は不機嫌そうにフン、と小さく鼻を鳴らしたが、ここで止めるつもりはないようだ。

「『潤』」

　玲侑殿下の指先から、私の中に向かって何かがじわっと広がった。その後すぐに入ってきた指が、ねっとりと絡み付くように私の中を広げる感覚がして、先ほど中に広がったのが潤滑液のようなものであったと理解する。

　やけに短い呪文だったが、このような魔術があったのだな。魔法陣も使わないのにあそこまで呪文を短縮させるには、大量の魔力が必要なはずだ。こんな状況であるのに、妙なところで感心してしまう。

　……と、そのような余所よそ事ごとを考える余裕があったのは、ほんの僅わずかな時間だけであった。

「ぁ……っ？」

　クチュリクチュリと搔かき回まわされているそこから、ふわふわした快感を得られるようになったかと思うと、殿下の指がとある一点を掠かすめた瞬間、電撃のような衝撃が身体に走った。

「だいぶ慣れてきたようだな」

　その衝撃に意識を飛ばされてしまう直前、チュプ、という恥ずかしい水音をさせながら指が抜き取られる。そして、指と入れ替わるように押し付けられたものは、意外なほど熱を持っていた。

　玲侑殿下にもここまで熱い場所があられたのか、と妙な感慨に耽ふけっている隙をつくように、その硬く滾たぎったものがズプッと押し入ってくる。

「ぅ……っ、」

　指よりもずっと太いものに押し広げられる圧迫感はあるが、耐えられないほどではない。そのまま受け入れていると、臀でん部ぶに腰が当たり、最後まで挿入ったのだと分かった。

「……こちらは平気なのだな」

　玲侑殿下が何故かつまらなそうに呟つぶやいているが、私はそれどころではない。指でされただけであの衝撃だったのに、今この状態で少しでも動かれたら、どうなってしまうのか分からない。恐怖しかなかった。

「殿下……、玲侑殿下……、こわい、です」

　思わず本音を口に出すと、目を細めた玲侑殿下が片手を伸ばし、私の指に長い指を絡めた。その意外な行動に気をとられた瞬間を縫って、ズズッと後ろの楔くさびが動き出す。

「ひぅ……っ、」

　恐れていたよりも余程ひどい衝撃が襲ってきて、私は殿下の指をギュッと握り締めた。

「あっ！　ぁっ、ぁ、う」

　敏感な粘膜を擦こすられるだけでも十分衝撃なのに、数回抜き差しを繰り返したあと、ジワリジワリと熱が流れてきた。魔力低下症を起こしている今のうちは心地好いくらいだが、これが続くかと思うとゾッとする。

「や……っ」

「許せ。このようにすれば、どうしても漏れだすのだ」

「そん、な……っ、も、熱いの、いやぁ……」

「増えすぎないように抜いていけば問題なかろう？」

　またあの熱に侵されなければならないのかと絶望を抱いたところで、口を塞ふさがれた。無遠慮に口内へ侵入してきた舌が、入ってくるのと同じ速度で熱を奪っていく。

　それが嘗かつてない快感を私に与え、途端にフワッと夢心地になってしまう。苦しくもなく、熱に浮かされるでもない、優しい快楽に溺おぼれる。

「ん……んぅ……」

　トロトロと垂れ流しになっているものが長椅子まで伝ってしまいそうだ。

　気持ち良すぎておぼろげになった視界の中で、氷色の瞳ひとみが見えた。このような色をしていただろうか？　玲侑殿下の瞳はもっと、身体の芯しんから凍ってしまいそうな、冷たい色をしていたはずなのに。

　断続的に口吸をして、魔力の調整をしてくださっていた玲侑殿下が、唇を離して私の耳もとに顔を寄せた。

「すまぬ、受け止めてくれ」

　最後まで優しい快楽の中で、大きすぎる熱が一瞬膨れ上がったけれど、すぐに唇を奪われて熱を抜き取られる。
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　この日一番の速い流れに、意識を白く染めるほどの快感に達して背を反らし、ピュクッと飛ひ沫まつをとばした。







09◆不調の原因




「随分と長かったですね」

　いつの間にか部屋の外へ出てくださっていたらしい狼波さまが、戻ってきて早々、私たちの顔を見回してそのような感想をこぼされる。

　すぐに何の話か分かってしまって、私の顔に血が集まった。恥ずかし過ぎる。

「柳弦殿の様子が普通でないことは一目見て明らかだったので、心配になって、途中で何度も中に入ろうか迷ったのだぞ。玲侑殿下の勘気には触れたくなかったので、踏ふみ止とどまってしまったが」

「……お気遣い、ありがとう存じます」

　玲侑殿下がそのようなことを気にされるとは思えず内心首を傾げたが、自分は盛大に醜態をさらしていた自覚があるので、狼波さまに踏み止まっていただけて僥ぎよう倖こうだった。

　私はグッタリと力の入らない身体を長椅子に寄りかからせる。

　昨日のように失神こそしなかったが、やたらと身体が重く、腕ひとつ上げるのにも苦労する有り様だった。しかし、身体を苛さいなんでいた熱がスッキリ解消されたおかげで、気分は悪くない。

「柳弦殿、もう調子は戻られたのか？」

「はい、もう大丈夫のようです。ご心配おかけしてしまい申し訳ございませんでした」

「……そうか？　あまり大丈夫そうには見えぬのだが」

　謝罪の気持ちを込めて頭を下げようとしてふらついてしまい、慌てて長椅子にしがみつく。狼波さまはそんな私を見下ろして肩を竦すくめながら、玲侑殿下に視線を投げた。玲侑殿下は、もう一つ空いている長椅子があるにもかかわらず、何故かわざわざ私と同じ長椅子に座っていらっしゃる。

「柳弦殿は本当に大丈夫なのですか？」

　私の体調について、私以外へ尋ねられることには釈然としない。しかし、実際に私は自分の身体に何が起こっているのか理解できていなかったので、玲侑殿下のご意見はお聞きしたかった。

「魔力を多く注ぎ過ぎた場合の症状に見えたゆえ、魔力量を調整した。本人がもう収まったと感じておるなら、魔力の方は問題なかろう」

「魔力の方は、と申しますと？」

「急激な体温の上下を繰り返したゆえ、身体的な負荷が大きかったはずだ。これに関しては十分な休息をとる以外の対処法はなかろう」

「なるほど。では、柳弦殿は早く帰宅された方がよいですね……自力で帰れそうか？」

　狼波さまから心配げな視線を向けられ、私は頷うなずいて返した。

「少し、こちらで休ませていただければ、あとは自力で戻ります」

「……馬車で送らせる。狼波、手配せよ」

「はっ」

　玲侑殿下の命令で即座に動き出した狼波さまを止めようと、あれこれ説得を試みたがどうにも取り合っていただけず、自宅の屋敷まで馬車で送っていただくことになってしまった。

「今日はご迷惑ばかりおかけしてしまい、何と申し上げたらよいか……そればかりか、お役目すら果たせておりませんのに……」

　昨日に引き続き、今日も魔力を交わしてしまったせいで、治癒術が使えない。私でも役に立てる唯一のお役目であったのに、それすらもこなせないとなると、本格的に役立たずのお荷物ではなかろうか。さすがに気落ちしてしまう。

「……今日はもう、治癒術は必要ない」

　いつも顔色を悪くしていらっしゃるくせに、必要ないわけございませんでしょう──そう思いながら、玲侑殿下の顔色を改めて観察してみたのだが、確かに普段と比べたら随分と調子が良さそうに見える。

「本当に、いつもより顔色がよろしいですね」

　いつもは窶れたご様子のせいで、陰のある美び貌ぼうというのが相応しかったものが、今日は凛りんとした雰囲気の美人に見える。

　キョトンと目を瞬いていると、玲侑殿下に氷の瞳でジッと見つめ返された。

「魔力過多症がなくなったからな」

「そうなのですか？」

　魔力過多症は、強すぎる魔力を持って生まれた者に発症すると聞く。魔力が多すぎるのが問題なのだから、大抵の場合は定期的に魔術を使うなどして魔力を減らしておけば問題ないらしい。しかし、あまりに魔力量が桁けた外はずれである場合、魔力過多症が出なくなるまで魔力を減らすと、今度は魔力低下症になるといった塩あん梅ばいで、どうにもならなくなるという。

　玲侑殿下が魔力過多症だったとは気付かなかった。そのせいで、常に体調が悪そうにしていらっしゃったのか。

　しかし、どうして突然その魔力過多症がなくなったのだろう？

「……そなたの治癒術は、そなたの魔力自体が持つ特異性の副産物でしかないのかもしれぬな」

　そのようなことを呟いた玲侑殿下の手によって、自然な流れで顎あごをすくわれ、ちゅ、と軽く唇が触れ合った。その際、ほんの僅かに魔力が行き来する。

「な……っ!?」

「ふむ……魔力を整える、という表現が近いか？　具体的な効果は不明だが、少なくとも魔力過多症の特効薬には成り得る。ただ、治癒術と違って身体的な回復効果はないようだが」

「……く、口吸が、ですか？」

「そなたの魔力が、だ。口吸が効率の良い方法であることは間違いないがな。昨日は私の魔力を渡してそのまま回収するだけだったゆえ、気が付かなかったようだ」

　玲侑殿下は目を細めて私の唇の端を親指で撫なで、そしてまた唇が降ってくる。今度は避よけられたはずなのに、何故か私は避けることができなかった。

「私にとっては治癒術より得難いものだ。魔力が交じった状態が続くと治癒術は使えぬままになるだろうが、致し方なかろう。明日からはこちらを所望する」

　それは、明日から治癒術の代わりに毎日、魔力交わしを行うということでしょうか。そのようなことをしていたら、心臓がいくつあっても足りないと思うのだが……。

「魔力過多症は、治ったという話ではなかったのですか？」

「一時的に症状が緩和されているだけだ。現に、魔力交わしを行った直後から今に至るまでの短い時間だけでも、徐々に元の状態へ戻ってきているからな」

　いや、しかし……と、しばらく頭が現実を受け入れられないでいたが、かつてなく清すが々すがしいご様子でいらっしゃる玲侑殿下を見て、心が揺れた。

　あの顔色の悪さが今は見る影もなく、普段、魔力過多症にどれだけ苦しめられていらっしゃったのかよく分かる。私が協力することで、玲侑殿下がここまで救われるというのなら、何を躊ちゆう躇ちよすることがあるだろうか。

　……何より、予想外の展開に対する困惑が強いというだけで、自分が嫌だと思っているわけではないことは、とうに自覚している。

「……殿下の、お望みのままに」

　私が目を伏せながら呟くように告げると、それまで優しく私の顎の辺りを撫でていた指が私の頰をつまみ、そのまま軽く引っ張られた。

「な、何でしょう？」

「ふむ……そなた、何か望みはないのか」

「望み、ですか？」

「考えてみれば、私の要求ばかりを押し付けているからな。こちらからも何かしら褒美を与えねばならぬであろう。申してみよ」

　突然そのようなことを言われても困る。必死で当たり障りない答えを考えようとするが、咄とつ嗟さには思い付かない。

「……その、私は特に……。ご迷惑をおかけした罪滅ぼしのようなところもございますので、褒美など勿もつ体たいなく存じます」

「欲がないな。では、今すぐではなくて構わぬので、考えておくように」

　玲侑殿下がそう仰って、私の上に新たな頭痛の種を蒔まいたところで、馬車の用意ができたという知らせを持った狼波さまが戻っていらした。

「明日は暮四刻になる頃、戸部まで遣いを向かわせる。明日になってもまだ体調に問題があるようであれば、遣いの者にその旨を伝え、そのまま帰宅するように」

　つまり、体調に問題がなければ明日もここに来いということだ。

　殿下からの遣いに戸部をウロウロされては目立つこと必至なので、何とか断れないかと試みたものの、当たり前のように押し切られてしまった。……また驚かせてしまうであろう向焰尚書には申し訳ない。

　狼波さまが手配してくださった馬車は、王族仕様の揺れが少ない豪華な代物で、本調子ではない身体にとっては大変ありがたかった。しかし、私がその馬車から降りてくるところを目撃していた麗花にアレコレ追及されてしまい、誤魔化すのに苦労する羽目に陥るのだった。




　次の日、暮四刻の鐘が鳴ると、戸部までやって来たのは狼波さまだった。下級貴族である私の迎えが、上級貴族の狼波さまというのは、何とも恐れ多い。

「わざわざ狼波さまがいらしてくださらなくても……」

「他の者では、柳弦殿が無理に来ようとしても止められないだろうと、玲侑殿下が心配なされたのでな」

　そこまで私は信用がないのだろうかと考えて、気を失ったり、我を失って縋すがり付ついたりしていたことを思い出してしまい、反論は諦あきらめる。

「体調はどうだ？」

「一晩寝て治りました。今日はお伺いして問題ございません」

　私がふらつくこともなく、真っ直ぐ立ち上がるところを確認してから、狼波さまは頷かれる。

「そのようだな。では、さっそく──」

「少々お待ちいただけないか」

　いざ向かおうと歩き出したところで、狼波さまを呼び止めたのは、向焰尚書であった。

「向焰尚書？　どうされたのですか」

　今日は迎えが来ることを予め説明してあったので、向焰尚書が声をかけてくる理由が思い付かない。思わずお二人の間に割り入ってしまった私を見て、小さく苦笑した向焰尚書は、改めて狼波さまに向き直る。あくまで、用があるのは狼波さまに対してというわけか。

「何か用だろうか？」

「……うちの文官が、随分と世話になっているようだ。わざわざ、王族の専属護衛官が迎えに来て、体調を気遣われるなど……玲侑殿下は、何をお考えか？」

　ことのほか真剣な表情でそのようなことを問われ、私はキョトンと目を瞬く。質問の意図がよく理解できなかったのだ。

　向焰尚書には、玲侑殿下が私の使う変わった魔術に興味を持っていらっしゃるのだと説明してあった。それにしては呼び出しが長引いているせいで、不審に思われたのだろうか？

「……玲侑殿下は、ご自身の為なさりたいように為されているだけだが」

「その結果が、この体調不良か？　このように迎えを寄よ越こしたのは、ここ最近、柳弦の様子がおかしかった原因がそちらにあるからではないのか」

「えっ、ち、違います、向焰尚書。これは、」

　雲行きの怪しくなった話に、私はあたふたと否定の言葉を考える。このままここで、事の次第を詳つまびらかにされては困る。

　必死で二人を止めようとしていると、向焰尚書が苦い顔をこちらに向けた。

「……柳弦、お前の立場は弱い。強制されたら断れぬであろう？　強制召喚されるだけなら黙って見守ってやれたが、身体に不調が出るようでは、上官としてさすがに黙ってはおれぬ」

「向焰尚書……」

　日頃から目をかけてくださっていることは感謝していたが、ここまで親身に心を配ってくださるとは思わなかった。つい感動してしまう。

　しかし、これ以上追及されると困るのは、他でもない私だ。

「……強制されているわけではございません。私の意思です」

　口に出してしまうと、取り返しのつかないところへ足を踏み入れた心地がした。

　そう。今日も変わらず暮四刻の約束を遂げるのは、玲侑殿下に強制されているからではない。これは紛れもなく、自分の意思なのだ。

「……戸部尚書のご心配はもっともだろう。では、柳弦殿が万が一にも無理を強いられることがあるようなら、私が玲侑殿下をお止めすると誓う。それで納得してくれまいか」

　無理を強いる、の部分が魔力交わしを暗に指していると分かって、何とも微妙な心地になる。年下に貞操を心配される自分の状況が情けない。

　狼波さまの言葉を聞き、向焰尚書は小さく息を吐いた。玲侑殿下の護衛官である狼波さまの言葉は信用しきれないが、そこまで言われては引き下がらずを得ない、といったところか。

「分かった。時間を取らせてすまなかったな。……あと、できれば仕事に影響がない程度に抑えていただけるよう、玲侑殿下には伝えておいてくれ」

「承知した。伝えておこう」

　……待ってくれ。向焰尚書は、どこまで知っておられるのだ？

　嫌な想像にゾッとしたが、それ以上考えるのは止めておいた。これを詳らかにしてしまうと、明日から気まずい思いを抱えながら仕事をしなければならなくなってしまいそうだった。







10◆魔石の味




「そなたの魔力を使えば、魔力過多症の特効薬が作れるやもしれぬ」

　数日後──いつもの応接室で、玲侑殿下から透き通った液体の入った小瓶を手渡された。

「これは……魔石水、でしょうか？」

　その名の通り、魔石水とは、魔力を注ぐと魔石になる水である。

　要は、私の魔力を取り入れることで魔力過多症が和らぐのだから、私の魔力からできた魔石を丸薬のように服用すればよいという考えらしい。

「薬と言うには安直すぎるが……単純なものだからこそ、効き目は期待できよう」

「…………」

　片手で握り込んでしまえるほど小さな瓶に入った、ほんの数滴ほどの魔石水。それを、私はジッと見つめた。

　玲侑殿下ほどの魔力の持ち主では、想像もつかないのであろう……私のような下級貴族が、このような小さな魔石を作るのにさえ、どれだけ苦労するかということを。

　しかし、私はそれに言及することなく、小瓶の蓋ふたをキュポン、と開けた。

　玲侑殿下の魔力過多症は、私が知っているそれとは比べ物にならないほど重い。私の魔力が魔力過多症を和らげるのだと仰り、魔力を交わす度に顔色が良くなってゆく姿を見せられてしまえば、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

　そのような深い苦しみを、少しでも救えるのであれば……。

　私は魔石水を手のひらに垂らし、両手を合わせてありったけの魔力を注いだ。しばらくして手を開くと、そこに無色透明の小さな魔石が現れる。

「なるほど。魔力に属性がないと、このような見た目になるのだな」

　その言葉を聞いた私は、自らの手のひらに載った魔石を不思議な気持ちで見下ろした。

　……今の今まで、私の作る魔石が無色透明なのは、魔力が少なすぎる出来損ないゆえの産物だと思っていた。しかし、どうやら魔質が関係していたらしい。

　感慨深く感じていたところで、私が差し出した魔石をヒョイ、と指先で摘つままれた玲侑殿下が、そのままそれを自らの口へ放り入れてしまわれる。

「……ふむ、」

　玲侑殿下はモゴモゴと口を動かしながら、何かを考え込むように首を傾げられた。……これは、どういう反応であろう。

「そう言えば……学院時代に、運命の相手の魔石を食すと、とても甘くて美味なのだという噂が流行はやっていましたね」

　玲侑殿下の後ろで私たちの様子を窺うかがっていらした狼波さまから、そのような話題が持ち出された。

　それを聞いた私は、自分が学院に在籍していた頃にも同じ噂があったものだと、つい懐かしく感じてしまう。

　意中の相手が精製した魔石を何とかして味見できぬものかと、奮闘する学生の姿は珍しくなかった。もっとも、私は学院時代に誰かが作った魔石を口にしたことなど一度もなかったし、誰かに魔石を渡したこともなかったが。

「うむ……あながち、的外れな噂というわけでもなかろう。余程相性のよい魔質の持ち主が精製した魔石であれば、そこに含まれる魔力は自らの身に馴な染じみやすく、取り込む際の反発がない。それが味覚に表れたとしても不思議ではない」

「この噂には、そのような意味があったのですか？　あまりにも不味まずい魔石にばかり当たるので、てっきり単なる噂かと思っていましたが……」

「子が生せる程度に相性のよい魔質であっても、そう簡単には美味うまいとまで感じられぬであろうな。少しでも自らの持つ魔質と異なれば、取り込む際にどうしても多少の反発が出てしまうゆえ」

　……不味い魔石にばかり当たった、などとお話しされている狼波さまは、学院時代には相当の浮き名を流していらっしゃったのではなかろうか。さすが、王族の護衛官になれるだけの素質をお持ちなだけはあると感心してしまう。

　となると、それ以上の素質をお待ちの玲侑殿下は、どれほど多くの魔石を学院時代に味わわれたのであろう。

　そのような詮ないことを考え出した途端、何故だか、落ち着かない気分になってくる。

「あ、あの……！　魔石の効果は、如何いかがでしたでしょうか？」

　話の続きをどうしても聞きたくないような気がして、私は恐れ多くもお二人の会話に口を挟んでしまった。

「ああ……直接魔力を交わすほどではないが、やはり効果はあるようだ」

　玲侑殿下は会話を中断されたことなど気にされたご様子もなく、私の精製した魔石をそのように評価してくださる。

「そうですか……」

　そのことにホッと息を吐くと、気が抜けたせいだろうか、何だか頭がクラクラしてきた。

　これは、魔力低下症の一歩手前の状態だ。そのようなことは、自分でも分かっていたけれど……玲侑殿下から再び差し出された魔石水の小瓶を、私は何食わぬ顔を装い、受け取ってしまうのだった。

　もう一つくらいであれば、精製しても大丈夫かもしれない。そう甘く考えていたのだが……。

　案の定、手のひらに載せた魔石水は魔石になることなく、私はふらふらと長椅子の背もたれに身を寄り掛からせた。

「柳弦……!?」

　慌てたように伸ばされた玲侑殿下の腕に抱き留めていただきながら、今さら愚かな自分を呪っても、もう遅い。

　このような小さな魔石を一つ作るだけで限界なのだと、私にはとても言い出せなかったのだ。玲侑殿下をお救いできる、せっかくの好機なのだから、と。

「この方法は使えぬな」

　私が目を回している様子を見下ろされながら、玲侑殿下は低く呟つぶやかれた。その言葉に、私は首を振って拒絶を示す。

「……っ、いえ、日に一つくらいでしたら、私でも何とか……」

「ならぬ。そなたには、今後一切の魔石精製を禁ずる」

「しかし……」

　諦めきれない私は、思わず玲侑殿下の袖そでを強く握り締めてしまってから、皺しわになっては大変だと気が付き慌てて手を放す。その手をどうするか迷っていたところで、頭上から静かな声音が降ってきた。

「……私の命に、従えぬか」

　その言葉にハッとした私は、身体を起こすことこそできなかったけれど、胸の前で両手を組み、簡易的な臣下の礼をとる。

「滅相もございません。玲侑殿下のお言葉に従います」

「よろしい」

　玲侑殿下は私の額にかかる前髪をサラリと撫なでてから、余っていた魔石水の小瓶へと手を伸ばし、瞬く間に魔石を一つ作り上げてしまわれる。

　その七色に輝く魔石が、唐突に私の口内へ押し込まれた。

「むぐっ!?」

「貰もらった分の魔力を返してやろう。私の魔質では不味く感じるであろうが……黙って勝手に無理をした罰だ。我慢して、最後まで食すように」

　フン、と鼻を鳴らした玲侑殿下が、吐き出さないように私の口を手のひらで押さえてしまわれたので、私はおとなしく魔石を舌で転がすしかない。

　やがて、口の中で魔石が完全に溶けきってしまうと、私の魔力低下症は随分とマシになっていた。

「……あの、玲侑殿下」

「ん？」

　私が魔石を舐なめきるまでの様子を何故だかジッと見下ろしていらした玲侑殿下を、私は迷いを含んだ視線で見上げる。すると、氷の瞳ひとみと真っ直ぐ視線が交わった。

「玲侑殿下は、私の魔石を……やはり、不味いと感じられましたか？」

　つい先ほどまで、あれほど聞きたくないと感じていた言葉であるはずなのに……。

　私は、自らの口内に僅わずかな『甘味』が残っているのを感じながら……その答えを聞き出すべく、自ら問い掛けてしまっていた。

「いや……」

　玲侑殿下は、少し考えるように視線を上へ向けられる。そして、そのままこちらへ視線を戻されることなく、ポツリと味の感想を教えてくださった。

「不味いということもないのだが……驚くほどの、無味であった」

　……無味？

　その答えは、私が予想していた内の、どの答えとも違っている。そのせいで、上手く反応することができなかった。

「それ、は……やはり、不味いということでは……？」

　味のしない砂糖菓子を舌で転がすような感覚を何となく想像した私は、そう結論付けた。すると、それに答えてくださったのは玲侑殿下ではなかった。

「不味い魔石というのは、それどころではなく、本っ当に心の底から不味く感じるのだぞ？　それと比べてしまえば、味がしないというだけなら美味と言ってもよいくらいだろう」

　……狼波さまがここまで仰るほどの不味さとは、いったい、どのような味なのだろう？

「そなたがそこまで言うほどとは、どのような味がするのだ？」

　私の思っていた疑問と全く同じ言葉を発された玲侑殿下のお顔を、私は目をパチパチと瞬きながら見上げる。

「玲侑殿下も、ご存じないのですか？」

「ん？　魔石の味か？　……そう言えば、私が他人の魔石を食したのは、今日が初めてであったな」

「……初めて……？」

「誰の魔石を貰ったとしても、口に合わぬことは目に見えておったゆえ……ふむ、そう思うと、惜しいことをしたものだ。もっと、ゆっくり味わっておくべきであった」

　少しだけ目を細められた玲侑殿下が、名残惜しむ気持ちを表すように私の唇を指先で擽くすぐられる。

　……そうか。玲侑殿下にとっても、私の魔石が初めてであったか……。

　そう思うと、何だか心が浮き立ち、顔に熱が集まってくる。

　しかし、ことのほか検証好きであられる玲侑殿下が、今まで一度も試されたことがないとは少し意外に感じてしまう。私のように最初から諦あきらめているのでもなければ、一度くらいは試していても良さそうなものだが……。

　そのようなことを考え込み、ぼんやりとしていたものだから……私は、本来伝えるべきであった話を最後まで口に出すことができなかった。それは、玲侑殿下が精製してくださった魔石の味を、私がどう感じたかという話である。

　……いや。たとえ覚えていたとしても、どのみち言い出せなかったに違いない。

　──貴方あなたの魔石が、甘く、美味おいしく感じました──だなんて。

　それはまるで、学院の女学生が相手の気を引くために吐きそうな、見え透いた噓うそを聞いているかのようで……我ながら、夢見がちな言葉だとしか思えなかった。







11◆悲壮の決意




「あ……っ、」

　お腹なかの中に熱い魔力が広がった。

　その熱が全身に回るより早く、絡み合った舌から吸い取られていく。

　何度経験しても慣れそうもない強烈な快感。これをなんとかやり過ごすと、一気に脱力感が襲ってきた。

　しかし、初めてだったあの日と比べれば、少し休憩するだけで動けるようになる分、随分とマシになったと思う。

　──玲侑殿下と魔力を交わすようになって、そろそろひと月が経つ。

　相変わらず続いている暮四刻の約束。しかし、私の魔力が殿下の魔力過多症を和らげることが判明してからというもの、私は治癒術を一度も使えていない。

　大抵の日は口吸で魔力を交わす。私の魔力を扱うコツを摑つかんだと言う玲侑殿下の技巧は、もはや反則級で、それだけで私はいつもうっとりとしてしまうのだ。

　更に、玲侑殿下の魔力過多症が特に酷い日は、時折こうして身体を繫つなげていた。

　このような行為は、今日で三回目になるか……。

　相変わらず、私は魔力を与えられると我を忘れがちだ。言葉遣いが乱れたり、突拍子もない願いを口にし始めたりは日常茶飯事で、いつ玲侑殿下が堪忍袋の緒を切らしてしまわれるか、常に戦々恐々としていなければならなかった。

「柳弦、体調はどうだ？　魔力の具合は？」

　長椅子からはみ出し垂れていた私の片腕が回収され、その指先を手慰みに握ったり放されたりされる。

　大きな長椅子は二人で使っても余裕があり、最近は隣り合って座ることの方が多いくらいだった。

　──初めて身体を繫いだ次の日、暮四刻になって再びこの部屋を訪れると、長椅子が一脚入れ替えられていた。私が足を伸ばして寝転ぶことができるほどに大きく、よりいっそうフカフカになった長椅子。この長椅子が、いったい何を目的として運び込まれたのか──それについては、深く考えないようにしている。

　この長椅子に並んで腰かけるようになったのもそうだが、魔力を交わすようになってから、私たちは随分と距離が近くなったように思う。少し前まで、玲侑殿下は他人と距離を置きたがる人種かと思っていたのだが、どうやら決してそういうわけでもないらしい。

　もしかしたら、人と親しく接するのに不慣れなだけなのかもしれぬ。最近ではそう思うようになった。

　──玲侑殿下は幼い時分に両親を亡くしていらっしゃる。私はそれを、あくまでも貴族社会の常識として聞き知っているだけであり、どのような幼少期をお過ごしであったかなど詳しくは存じ上げないが……。

　寂しいのだろうか、と。

　肌を合わせていると、ふと、そんな風に感じ取ってしまうことがある。とは言え、普段の玲侑殿下を知っているだけに、口に出して申し上げるほどの自信はない。

　だが、私がお傍にいることで、少しでもその寂しさが紛れるのであれば、私は……。

「おい、柳弦？　どうした、ぼんやりとして。やはりどこか不調があるのか？」

　私はハッとして、未いまだに私の手を握って離れる様子がない玲侑殿下の指先から視線を外した。

「いえ、特に異常はございません」

「そうか」

　目を細めた玲侑殿下の表情はどことなく柔らかさを感じるもので、私は何となく照れてしまい、その顔を直視できなくなった。

　魔力過多症が沈静化されている時間が長くなってから、玲侑殿下は以前より纏まとっている空気が柔らかくなられたと思う。これが私の魔力によってもたらされたものだと思えば、誇らしく感じる一方で、少し面おも映はゆい。

　険のとれた表情や、時折見せるおっとりとした言動は、以前には見られなかったもので、より玲侑殿下の魅力を引き立てている。この調子では、年頃の子女から向けられる視線も、よりいっそう熱くなると考えて間違いないだろう。

　玲侑殿下が良い縁を見つけられる日も、そう遠くないかもしれない。となると、私とこのような関係を続けられる期間も、そう長くないに違いない──。

　ツキン、と痛む胸には、気が付かないふりをした。




　そのような日々を続けていたのだが、最近、どうも調子が悪い。

　具体的にどこが悪いというわけではないのだが、急に目め眩まいがしたり、お手ちよう水ずに立つ頻度が多くなったり、匂いのきつい食事が受け付けなくなったり、時折吐き気を催したりするのだ。

　症状の程度は日によって異なり、酷いときは仕事が手につかないこともある。

「おい、柳弦。酷い顔色になっているぞ」

「、申し訳、ございませ……、少し吐き気がするだけで、すぐに収まりますから……」

「…………」

　ここ数日は昼食後にこのような吐き気が出ることも多かったが、しばらく耐えていれば収まる。それが分かっていたので、何でもない顔をして机に向かっているつもりだったのだが、向焰尚書には気付かれてしまったようだ。

　顔を青くして口元を手で押さえている私を無言で見下ろして、向焰尚書が難しい顔を浮かべなさる。

「……なあ、柳弦、もしかしてだが……」

　とても言いにくそうに言こと葉ば尻じりを濁した向焰尚書がしばらく黙ってしまわれたので、二人の間に沈黙が続いた。それを疑問に思い、傍らに立つ向焰尚書を見上げると、視線の合った向焰尚書が意を決したように再び口を開く。

「……この前、楓蓮が一人産んだだろう？　最近のお前を見ていると、どうしてもその時のことが思い出されるのだ。なあ、柳弦、お前……もしかして、妊娠していないか？」

　思いも寄らなかったことを指摘され、私はポカンと口を開けたまま固まってしまった。

　あり得ないことだと思い込んでいたので、想像もしなかった。しかし、確かに言われてみれば、私がここ数日抱えている不調は悪阻つわりのような症状だったかもしれない……。

「……え？　で、ですが……そんなはずは……」

「もし、可能性がないとしても、不調が長引いているなら一度診てもらった方がいいことには違いないだろう？　少しでも可能性があると思うなら、尚更だ」

　私が子どもを授かるような行為をした相手は、これまでの人生において、たった一人。玲侑殿下だけだ。しかし、玲侑殿下と私とでは魔質が明らかに釣り合わず、子どもを授かるわけがない。

　妊娠の可能性など欠片かけらも存在しない……はずだ。

　であるならば、さっさと妊娠ではないと診断してもらい、向焰尚書からの疑いを杞き憂ゆうだと笑い飛ばしてしまえばよい。そう、きっと、ただの風邪か何かなのだから。

　……頭では、そう考えているはずなのに。

　どうして、私はこんなにも必死で、そのような診察を受けずに済む方法を考えているのだろう。

　どうして、聞けば安心できるはずの『妊娠ではない』という結果を、聞きたくないなどと思っているのだろう……？

「城の御殿医なら妊娠しているかどうかの診察もできる。明日がちょうど休日でよかった。私が紹介してやるから、予定を空けておけ」

　真剣な眼差しに諭されてしまえば、断り文句は思い付かなかった。

　向焰尚書と明日の予定を話し合った後は、再び通常業務に戻る。その日はなんとかそれ以上体調を悪化させることなく、仕事を終えることができた。




「柳弦？」

　ハッとして視線を上げると、玲侑殿下が訝いぶかしげな表情でこちらを見下ろしていた。

　どれだけ向焰尚書の言葉が気がかりでも、暮四刻になれば、ここへ来ざるを得ない。今日もいつも通りこの応接室へとやって来て、玲侑殿下と口吸で魔力を交わしていた。

　その最中だったのだが、物思いに耽ふけりすぎていたようだ。唇が離れたことにも気付かず呆ほうけていたせいで、変に思われてしまったらしい。

「少し考え事をしていました。申し訳ございません」

「考え事？」

　玲侑殿下が詳細を聞きたがっていることは察せられたが、話せるわけがない。

　貴方の子を授かったかもしれない、と正直に話すのか？　王族である玲侑殿下のお子を、下級貴族の私が孕はらんだと？

　勘違いも甚だしく、思い上がるのも大概にしろと言いたくなる、荒こう唐とう無む稽けいな話だ。

　……大丈夫、私は妊娠などしていない。

　殿下と結ばれるのに相応しいのは私ではなく、上級以上の貴族家の、魔力が豊富な若者に違いないのだ。

　そう、家を継ぐことすら叶かなわない私など、殿下と釣り合うはずもないのだから……。

「……ぅ、」

「おい、柳弦？」

　突然湧き上がってきた吐き気に、ギュッと固く握り締めた拳こぶしで口元を押さえた。

　玲侑殿下と会っているときに吐き気を感じたのは、これが初めてだった。

「どこか具合が悪いのか？」

「……ぃえ、大丈夫、です。……少し、昼食を食べすぎたかもしれません」

　私が咄とつ嗟さに思い付いた言い訳を聞いても、玲侑殿下は納得されていないご様子だった。しかし、体調が優れないならひとまず早く帰った方が良いということで、この場からは解放していただけた。

　……明日からの暮四刻を憂ゆう鬱うつに過ごすことにならないためにも、早く診てもらった方が良いかもしれぬ。

　そう考えれば、明日の予定に対して、少し気が楽になるような気がした。




　向焰尚書に連れられて向かった医務室には、年配の御殿医が一人で詰めていらして、私たちを迎え入れてくださった。普段から王族の診察もされているとのことなので、よほど高名な医師なのだろう。

　昨日、屋敷へ帰り着いてから改めて冷静に考えたら、わざわざ御殿医の元へ連れていってもらう必要はなかったと気が付いたのだが、すでに向焰尚書と約束をしてしまった後だったため、どうしようもなかった。

　一通り症状を聞き取った御殿医は、何らかの魔導具らしきものを取り出すと、私の付添いとして来てくださっていた向焰尚書に視線を向けた。

「こちらは旦だん那なさまですかな？」

「え!?　いいえ、向焰尚書は私の上官ですが……」

　突然何を言い出すのかと慌てて訂正すると、御殿医は一つ頷うなずき、向焰尚書に医務室から退室するよう促した。

「申し訳ないですが、ご家族以外は立ち合わぬ方がよいでしょう」

「分かりました。……柳弦、しっかり結果を聞いておけよ」

　私に向かってお小言のような台詞せりふを残して、向焰尚書は素直に医務室を退室された。

「では、こちらを摑んで──、息をゆっくり吸って──、吐いて──」

　御殿医からの指示に従って動く。魔導具で何かを測っているようだが、横で見ていても何をしているのかまったく理解できなかった。

「……はい、もう大丈夫ですよ。楽にしてください」

「はい……あの、これで何か分かったのでしょうか？」

　湧き上がる不安を必死で抑えつけながら、恐る恐る問いかける。

　そんな私に向かって御殿医はにっこり微笑ほほえみかけると、耳を疑うような結果を告げた。

「おめでとうございます。ご懐妊です」

「…………」

　驚くことすら上手くできない私の様子を見て、御殿医がスッと表情を消す。

「……もしや、お腹の子の父親を調べる必要がございますかな？」

「い、いいえ！」

　私はギョッとして咄嗟に拒否を示した。

　魔力から血縁関係を調べられることは知っている。通常の調べ方ではお腹の中にいる段階ではまだ調べられなかったはずだが、この医務室でなら、今の段階でも調べる方法があるのだろう。

　ここで、玲侑殿下の子だという診断結果が出てしまったら、大変な騒ぎになりかねない。

　王族の子が、下級貴族の腹から産まれるなど前代未聞だろう。当たり前だ、王族と下級貴族との間に子が生せるはずなどないのだから。

　……いや、本当に玲侑殿下との子なのか？　私の頭がおかしくなってしまっただけで、本当は別に父親がいるのでは？

　ゾッとして吐き気がした。心臓が痛いほど高鳴り、息が苦しくなる。

「……過呼吸ぎみですね。落ち着いて、息をして、」

　御殿医の手が、息をするたびに大きく上下している私の肩を宥なだめるように撫なで、そのまま背を支えられて寝台まで誘導される。

「はい、これ、水ですからね。落ち着いて飲んでくださいね。少し落ち着いたら、先ほどの上官の方を呼びますよ」

　これ以上何も考えられず、考えるのを止めたおかげで呼吸が少し楽になった。

　そのまま呆けていると、いつの間にか向焰尚書が目の前に立っていらした。私の顔を、心配げに覗のぞき込こんでいらっしゃる。

「おい、柳弦？　大丈夫か？」

「向焰尚書……、」

「何があった？　顔が真っ青だ」

　私が答えられないのを見て、向焰尚書の視線が御殿医の方へ向かった。

　御殿医は少し思案げに首を傾げた後、私に向かって、診断結果を開示してよいか尋ねる。

「……向焰尚書にでしたら」

　どっちみち、私の妊娠が確実なのであれば、上官である向焰尚書への報告は遅かれ早かれ必要だ。

　御殿医が私の懐妊を教えると、向焰尚書は困った表情で私を見下ろした。

「柳弦、お前、配偶者も婚約者もいなかったはずだな」

「……はい」

「その腹の子の父親は？」

「…………」

『言えません』と言えばよいのか、それとも『分かりません』と言えばよいのか。うまく判断ができず、黙り込んでしまった。しかし、それで答えは十分だったようだ。

　深く息を吐き出した向焰尚書が、自らの髪を乱暴にかき上げる。

「私に言えないような相手との子を、お前はどうするつもりだ？」

「……どうする、って……？」

「腹の子の父親と縁を結ぶことができるのか、それとも、一人でも産んで育てる覚悟があるのか。それとも……、」

　その先に続く言葉を想像して、冷水を浴びせられたような心地に陥った。

「やめてください！　育てます、一人で、育てますから……！」

　そのようにおぞましい選択肢を口に出そうとすることが信じられなくて、私は寝台から飛び起きるようにして叫んだ。

　そんな私を、向焰尚書が苦しげに顔をしかめて睨にらみ付つける。

「何のために、急せかしてまでここに連れてきたと思っている？　この医務室なら、そのための設備がある。腹の中で育ち過ぎてしまってからでは、どうしようもなくなるのだぞ」

　自分の中に宿った命を失う──。

　そのことを想像したら、この子の親が誰であるとか、どうでも良いとさえ思えてくる。

　私は、私自身のことをここまで心配してくださっている、心優しい上官の顔を見上げた。このように必死で私を守ろうとしてくださる存在が、こうして身近にいてくださる。それは、言うまでもなく幸運なことだった。

　しかし、私を守ってくださる存在はいらっしゃるけれど、私の中に宿ったばかりの小さな命を守れるのは……この子を守ることができるのは、私しかいないのだ。

「……向焰尚書が私のためを思って行動してくださったことは、よく分かりました。それでも、私にはその方法を選べません。……一人でも、この子を育てます」

　口に出したら、よりいっそう決意が固まったような気がする。

　……そうだ。この子の父親が誰にも分からなければ、何も問題ないのではないか？　天から授かった子として育てればよいのだ。私の子であることには変わらないのだから。自分の中でそのように結論を出し、多少なりとも思考が落ち着いたせいだろうか。何だか、声をあげて泣き出したい気分だった。







12◆想定外の事実




　安定期に入ってしまえば、悪阻の心配はほとんどなくなる。これから出産までの、およそ季節が一つ過ぎるほどの期間は、傍はたから妊娠が察せられることはないはずだ。

　それをいいことに、同僚どころか家族にまで、私は自身の妊娠をひた隠しにしていた。……もちろん、玲侑殿下にも。

　幸い、いつも通りに魔力を交わしても、お腹の子の魔力に気付かれることはなかった。お腹の子が私と同じ魔質を持っているからだろうか。

　……もしくは、この子が本当に玲侑殿下のお子であるのなら、殿下と同じ魔質を持っているのかもしれない。私の魔力は常に玲侑殿下の魔力で染まっているので、私の中に玲侑殿下と同じ魔力があったとしても、分からないだろうから。

　数日前から悪阻がなくなり、見た目も妊娠前と変わらないため、もしかしたら夢だったのではないかと思うことが多くなった。しかし、御殿医から十日に一度は受診するよう言い付けられており、お腹の子の様子を魔導具で確認してもらうので、そのたびに現実を突き付けられる。

　……この先、私はどうすればよいのだろうか。

　妊娠が判明してから少し時間が経ち、気持ちが落ち着いてくると、このまま周囲に黙って出産することが、賢明な判断ではないと考えるだけの余裕が出てきた。

　少なくとも家族には妊娠したことを告げ、協力を仰がねば、産まれた子を育てるのは難しいだろう。本来ならば、お腹の子の父親をはっきりさせて、然しかるべき対応をするべきなのだ。

　そのようなことは、私にも分かっている。分かっているのだが……。

　私はいったい、何をこれほどまでに恐れているのだろう？

　それを深く考えることすら恐ろしくて、私はまた逃げ出してしまうのだった。




　出産予定日まで残りひと月余りという頃になって、育児休暇を取られていた楓蓮侍郎が戸部に戻っていらっしゃった。次は私がしばらく仕事から離れざるを得なくなってしまったので、仕事を引き継ぎ直していただくためだ。

「まさか、柳弦殿がこのようにして、私の後を追うように子どもを作ってしまわれるとは思いませんでした……っと、このように、どなたが聞き耳を立てていらっしゃるか分からぬような場所で、申し上げることではありませんね。申し訳ございません」

　楓蓮侍郎はハッとした顔をして、周囲に視線を走らせながら声を潜められた。私はそれを見て、いっそう申し訳なさを募らせてしまう。

　今のところ、私の妊娠を知っている人物は限られている。まだ煮え切らない思いを抱えている私を、向焰尚書が気遣ってくださったのだ。

「ご迷惑をおかけして申し訳ございません、楓蓮侍郎……。予定より、随分と早く戻っていただくことになってしまったのですよね？」

　私が頭を下げると、楓蓮侍郎はふんわりと微笑んで、気にすることはないと仰ってくださった。

　元々柔らかい雰囲気をお持ちの方だったが、ご出産を経験されたことにより、ふわふわした雰囲気に磨きがかかっているように感じる。

「むしろ、ありがたく思っているくらいですよ。一日中、屋敷に押し込められる生活は息が詰まりますから。職場に復帰する良い口実となりました」

　おっとりとした笑顔の中に、ほんの僅わずかな陰りを見つけた気がして、私は首を傾げる。

「……お相手の方は、楓蓮侍郎が職場へ復帰されることに反対しておられるのでしょうか？」

「そうですね……本当は私を外へ出すことも嫌がっているようで、何かと私を閉じ込めようとなさるのです。本当に困った方……」

　ふう、と憂いを帯びた息を吐き出すご様子は色っぽく、楓蓮侍郎のお相手が心配する気持ちも納得できると思ってしまう。楓蓮侍郎も口では困ったと言いつつ、そこまで深刻ではなさそうで、新婚家庭の惚のろ気け話だと思っておけば良さそうだ。

「楓蓮侍郎は……ご懐妊されたあとで、お相手の方と縁を結ばれたのですよね？」

　風の噂で聞きかじっていた話を思い出し、つい気になって聞いてしまうと、楓蓮侍郎は突然の質問に不思議そうな表情を浮かべつつ、頷いて返してくださった。

「そうですよ。私たちは婚約者ですらありませんでしたので、出産前に縁結びを間に合わせるため、随分と骨を折ったものです」

「そのような相手との間に、子を身み籠ごもってしまって……、その、戸惑いはございませんでしたか？」

「もちろん、ありました。今でこそ、産まれた子どもを愛いとしく思っていますけれど……私はまだ仕事に専念するつもりでしたし、子どもは望んでいませんでしたから。正直、誰かと縁を結ぶつもりすらなかったほどなのです」

　楓蓮侍郎は事もなげに仰るけれど、私はその言葉に驚いて目を瞬いた。

「……望んでいらっしゃらなかったのですか？　縁結びも？」

「はい。まったく、これっぽっちも望んでいませんでした」

　その言葉の力強さから、深い鬱うつ憤ぷんが感じられた。

　幸せそうな新婚家庭かと思っていたけれど、どうやら、そればかりではないのかもしれない。

「では、何故、縁を結ばれたのですか？」

「子どもができたからです。それ以上でもそれ以下でもありません。だって、子どもを育てるためには必要でしょう？　ひとり親では、貴族としての地位を与えることすらできないですから」

　……貴族としての地位？　自分はそのような、子どもの具体的な将来にまでは考えが至っていなかったことに気付かされ、愕がく然ぜんとしてしまった。

「我が子のことを思うなら、たとえ相手が誰であっても、縁は結んでおくべきでしょうね。一人で育て上げるなんて、とても現実的ではないですから」

　饒じよう舌ぜつに語っていらっしゃった楓蓮侍郎はそこで話をいったん区切ると、苦い笑みを浮かべられた。

「……失礼しました。少し、感情的になってしまったようです。私も色々とあったものですから」

「いえ……私こそ、不ぶ躾しつけなことを聞いてしまい、申し訳ございませんでした」

　私の迂う闊かつな発言が、うっかり楓蓮侍郎の感情を揺らしてしまったらしい。慌てて謝罪を述べた私を、楓蓮侍郎は快く許してくださり、にこっと可愛らしく微笑まれる。

「あまり詳しくは存じませんが、柳弦殿も、何か複雑な事情を抱えているのでしょう？　私の体験談をお話しすることで、少しでもお役に立つことがあったのでしたら幸いです」

「……そうですね。大変、貴重なお話でした」

　実際に子どもを産んだ楓蓮侍郎のお言葉は、私の頭にすんなりと入ってきた。そのおかげで、ずっと躊躇ためらっていた一歩を踏み出す決心がついたようだ。

　これから産まれてくる我が子のためを思うのならば、今までのように逃げてばかりいては駄目だ。

　──正直に、お話ししよう。あの方に。




　いざ話をして、実は違いました、では話にならないということで、先に医務室で調べてもらうことにした。

　正直、冷静になって考えてみると、お腹の子の父親が玲侑殿下以外であるはずがないと分かるのだけれど、自分が心の底から納得するためには必要なことだったのだ。

「では、この薬を飲んだら、寝台の上で少し横になっていただけますかの」

　渡された器には赤い液体がなみなみと注がれている。意を決して口に含んでみると、意外にも無味無臭だったので、そのままゴクゴクと飲み干す。

　寝台の上で横になると、帯を少し緩められ、隙間から魔導具の一部を滑り込ませられた。腹回りの肌に直接、魔導具の固い質感が触れ、少しひんやりと感じる。

「少しピリッとしますでな」

　その言葉が告げられるのと同時にピリッと痺しびれるような刺激があったけれど、一瞬のことで大した痛みではなかった。

「……おお、なんと」

　魔導具を覗のぞき込こんでいた御殿医が、突然目を見開かれる。

「……まさか、あの玲侑王子のお子を、この目で見る日が来ようとは……」

「……やはり、玲侑殿下の子で間違いないのですね」

「間違いなどございませぬよ。私は何年も前から、城で王族相手に診察をさせていただいておりますゆえ、王族の魔質には詳しいのです。そして、このような魔質をお持ちの方は、国中探しても玲侑王子以外にいらっしゃいませぬ」

　ここまで断言されるのだから、確証が得られているのだろう。

　安心したような、逆に緊張してくるような……。複雑な心境になってしまった私とは対照的に、御殿医は目を煌きらめかせ、興奮したご様子で魔導具が示す結果を見つめていらっしゃった。

「……しかし、不思議なこともあるものですな。魔力が強すぎて、たとえ相手が王族並みの魔力の持ち主であっても、子を生すことは難しいと思われていた玲侑王子のお子を、いったいどのようにしてこの魔力差で……？」

「……そうだったのですか」

　魔力が並外れて強いことは知っていたけれど、まさかそこまでとは思わなかった。

　──この国では、子を生せない者同士では縁を結ぶことができない。つまり、誰とも子を生せないと見み做なされていたということは、誰とも結ばれることがないと見做されていたということになる。

　そのようなお立場であった玲侑殿下のお子を、よりにもよって、この私が……？

　ザッと血の気が引く。

　はっきりと考えていたわけではないのだが、ぼんやりとした今後の展望として、玲侑殿下の愛あい妾しようとか、可能であれば第三夫人くらいの立場として、私を庇ひ護ご下に置いてくださったらいいな、とか考えていたわけだ。それが、まさか、他にお相手が一切いらっしゃらないなど思いも寄らない。

「……貴方にも何かご事情があって、このようにずっと秘されておられたのだと思いますが……ぜひ、玲侑王子に、このお子を産んで差し上げて欲しいものです。かの王子の孤独を古くから知る私としては、そう願わずにおれませぬ」

　御殿医が親しい者を案ずる顔になり、静かな声で私に告げた。

　──玲侑殿下の孤独については、私も考えたことがある。しかしそれは、幼くして両親を亡くしているからこその、過去に原因があるものだと思っていたのだ。

　それが、まさか……。玲侑殿下もまた、私が麗花の立場を守るためにそう決意していたのと同じように、一人で生きてゆくことを覚悟していらっしゃるなど、考えにも及ばなかった。

　その孤独を、私のお腹の子が癒すことができる……？

「……しかし、私は……お腹の子は良くとも、私自身は、まったくの身分不相応で、」

「子を身籠った、その事実の前では、身分差など関係ございませぬよ」

　御殿医の仰ることは、一般論としてなら理解できる。

　下級貴族と中級貴族との間で子を生すことによって、身分違いの二人が結ばれる事例も珍しくない。さすがに、王族と下級貴族という組み合わせをこれと同列で扱ってよいとは思えないが、理屈は同じだ。

　それは分かっているのだが、どうにも心が追い着いてこない。

　今まで私は、あくまでも臣下として玲侑殿下に尽くしているのだと考えていた。しかし、このまま子を産んでしまえば、今の関係を続けるのは難しくなるだろう。それを今さらながら、はっきりと自覚した。

　この先、私たちはどのような関係になるのだろう。私は、どのような関係を望んでいるのだろう……？

　その答えを、私は既に知っているような気がした。

　私の心を固く閉ざしている蓋ふたが、ほんの僅かに揺れ、その存在を主張している。……けれど、臆おく病びような私には、その蓋を抉こじ開あけることはできなかった。

「……いえ、そうですな。ここで私があれこれと申したところで、ご納得はできますまい。玲侑王子ご自身と、直接お話しなさることをお勧めいたします」

「……はい。そのつもりです」

　一度は覚悟を決めたのだ。想定外の事実を知り、思わず動揺してしまったけれど……この程度で挫くじけていては、いつまで経っても先へは進めない。今一度、覚悟を決め直す。

「玲侑殿下の元へ、参ります」







13◆殿下のお子




　城の医務室で検査をしていただいたことによって、玲侑殿下に話をする決心が固まった。

　そのままの勢いで会えれば良かったのだが、生あい憎にくと今日は休日だ。暮四刻の約束は仕事のある日に限るため、今日のような四日に一度訪れる休息日には会うことができない。

　この日は真っ直ぐ屋敷へ帰り、次の日の暮四刻に話をすると決めた。




　翌日。いつもの応接室へ向かう道中で、この場にそぐわない衣を纏まとった集団を遠目に見つけた。この辺りに用があるのは文官と、一部の護衛官くらいなので、それ以外の人間が出入りしているのは珍しい。

　応接室へ向かうのに必ず通る道を半ば塞ふさぐように立っているせいで、私はその怪しげな集団に近寄らざるを得なかった。

　お互いの顔が判別できる程度に近付いたところで、集団の中心にいらっしゃるのが見知らぬ王族であることが分かった。貴色の帯を締めていらっしゃる。

　……参ったな、このままでは暮四刻の鐘に間に合わない。

　道を譲っていただくわけにも、集団の間をすり抜けるような真似をするわけにもいかず、途方に暮れてしまう。

　その時、集団の中の一人と目が合った。お仕着せから判断するに、王族の側そば仕づかえのようだ。

　その側仕えは、私をジッと見つめたかと思うと、サッと王族に駆け寄って何事か耳打ちをされていた。

　もしかして、道を空けてくださるのだろうか。そのような期待を抱きつつ、王族を直視しないよう俯うつむきがちになりながら、視界の端で様子を窺うかがっていた。すると、王族が周囲の取り巻きを引き連れ、何故かこちらへ向かってくるのが見えた。

　嫌な予感を覚えながら、廊下の端へ身を寄せて道を譲ろうとしたのだが……その予感は、どうも的中してしまったらしい。

「そこの下級文官、そなたが柳弦と申す者か？」

　まさかの名指しに冷や汗を滲にじませながら、ゆっくりと顔を上げると、その王族と視線が合った。

　玲侑殿下と同じ年回りに見える、男性の王族だ。玲侑殿下のように文官のお仕着せをお召しになっていらっしゃるならまだしも、一般的な貴族服を纏っている姿からは人物を特定することができない。

「……はい、柳弦は私でございますが……」

「話に聞いた通り、本当にただの下級貴族ではないか。真にそなたが玲侑の子を孕はらんだのか？」

　その言葉を聞いて、大方の話が見えた。御殿医が王族へ報告を入れたのだろう。

　つい恨み言を言いたくなるが、彼は自身の責務を果たしただけだろうから、責めることもできない。黙秘が罪に問われる可能性だって十分あり得るのだから。

　しかし、この王族の目的は何であろうか？　この物々しさは、親族の懐妊を祝いにいらっしゃった雰囲気では決してなかった。

　とは言え、噓を答えるわけにもいかないだろう。

「……はい。真のことでございます」

「にわかには信じがたい話だ……よもや、あの玲侑と手を組んで、私を次期国王の座から引ひき摺ずり下ろそうと画策しているのではあるまいな」

「……っ!?」

　突然とんでもない方向へ飛んでいった話に戦おののいて、息を吞のむ。

　取とり敢あえず、次期国王という話が出たことで、この王族が狛はく玖きゅう殿下であられるようだと分かった。しかし、寝耳に水の話を聞かされ、私の混乱は深まるばかりである。

「あやつは変わった魔術の知識をいくつも持っておるからな。他人の子を自分の子のように見せる魔術でも見つけてきたに違いない。あのようなヤブ医者の世よ迷まい言ごとに父上もすっかり騙だまされておられるが、この私はそう簡単に騙されぬぞ。どこの馬の骨の血が流れているかも分からぬ赤子を、王族に迎え入れるなど真っ平御免であるからな」

　狛玖殿下から忌々しげに睨にらみつけられる。その瞳ひとみは玲侑殿下と同じ色合いをしているが、同じ色には見えないほど色味が濃い。玲侑殿下とは対照的に、感情をよく表す瞳をしていた。心の底から私のことを……玲侑殿下のことを、憎く思っていらっしゃると伝わってくる。

　狛玖殿下は、玲侑殿下が次期国王の座を狙っていると仰るが、果たして、そのような可能性はあるのだろうか。玲侑殿下のお人柄を知っているだけに、にわかには信じられない。

　それに、他人の子を自分の子のように見せる魔術と仰るが、私は玲侑殿下以外と通じ合っていないのだから、そのような魔術は使用できないはずだ。

　……だが、それ以外の方法がないと断言できるだろうか？

　下級貴族の私が玲侑殿下との間に子を生すなど、本来であれば不可能であるはずなのだ。であるならば、狛玖殿下の仰る通り、何か意図的なものがあったとして不思議ではない。

　払ふつ拭しよくしたはずの不安が再び首をもたげ始め、私は顔を青あお褪ざめさせた。

「心当たりのありそうな顔をしているではないか？」

　そう言われて、ハッと表情を引き締める。

　まだ、狛玖殿下のお言葉が正しいと決まったわけではない。玲侑殿下が濡ぬれ衣ぎぬを着せられないようにするためにも、私がここで不用意な言動を仕出かすわけにはいかなかった。

　努めて無表情を装い、頑なに無言を貫こうとする私を見て、狛玖殿下が面白くなさそうに目を眇すがめられる。

「……ふん、まあよい。じきにその化けの皮を剝はいでやる。精々、今はその腹の中にいる、どこの誰とも知れぬ者の子を大事にしてやればよい。まともな魔力を持って産まれれば、玲侑を次期国王の座に押し上げるための大切な駒になるのだろうからな。……もっとも、下級貴族の腹から、そのような魔力の持ち主が産まれてくるとは到底思えぬが」

　そう吐き捨てたところで、狛玖殿下は言いたいことを言い散らかすことに満足したらしく、踵きびすを返して立ち去っていかれた。周囲の取り巻きもそれに続く。

　その場には私だけが残された。

　理解の範はん疇ちゆうを超えた話を聞かされたせいで、頭がぼうっとする。

　──次期国王？　玲侑殿下の画策？　子の出自を偽る魔術？

　どこまでが真実なのだろう。私は、何を信じればよいのだろうか……？

　暮四刻の鐘が、とっくに鳴ってしまったことには気が付いていた。しかし、私はそこから一歩も動けなかった。

「柳弦！」

　声が聞こえた先へパッと視線を向けると、先ほど目にしたばかりの貴色の帯が目に飛び込んできて、思わず身を固くする。

　しかし、大おお股またの早足でグイグイ近寄ってこられたかと思うと、あっと思う暇もなく手を取られ、途端にそれどころではなくなってしまう。

「れ、玲侑殿下……？」

「なかなか姿を見せぬゆえ、どこで油を売っているかと思えば……このような場所で何をしておる？」

　玲侑殿下はいつになく険しい表情で私を上から下まで検分し、眉まゆを寄せて私の肩を抱え込んだ。

「このような廊下でぼうっとするな。手先が冷たくなっておる。身体が冷えるであろう」

　玲侑殿下の腕から垂れる長い袖そでが私の肩を覆い、肩掛けのようになった。まだそこまで寒い季節ではないのだが、突然どうされたのだろう。

「えっと……？　あの、遅くなってしまい申し訳ございません……？」

「……そなた、何も自覚しておらぬな」

　肩を抱いていた腕がそのまま下に降りてきて、後ろから抱き締められるような体勢になる。玲侑殿下の手が私の腹の辺りを包み込むように、そっと添えられた。

「妊夫が身体を冷やすな。この馬鹿者」

「……えっ!?」

　ギョッとして頭だけ後ろを振り返ると、さすがに見慣れてきた氷の瞳が、予想以上に近い場所にあった。驚いて逃げ出そうとしたのだが、後ろからガッシリ抱え込まれているせいで動くことができない。

　私はつい視線を逸らしたくなったが、意を決して玲侑殿下の瞳を見つめ返す。

「……あの、もう知っておられるのですか？　私が、その……」

「私の子を孕んだのであろう？　今朝、御殿医から報告が上がってきた。それより、予定日まであとひと月余りとはどういうことだ？」

　……狛玖殿下が知っていらっしゃった時点で、気が付くべきだった。玲侑殿下のお耳にも、既に届いてしまっていると。

　私の妊娠について、あまりにも平然と口に出してしまわれた玲侑殿下を、啞あ然ぜんとして見上げる。

「……玲侑殿下のお子であると、認めてくださるのですか？」

「認めるも何も、御殿医が確信をもってそう診断されたのだ。疑いようもない事実だろう。そのようなことより、私の質問に答えなさい。何故この大事を今まで黙っていた？」

「そのようなこと、って……」

　玲侑殿下にとっては、簡単に受け入れられてしまうことなのか？　下級貴族の私が、玲侑殿下のお子を孕むことが……？

　……それはまるで、初めからそうなることを知っていたかのようではないか。

　狛玖殿下が仰った、悪意に染まった言葉の数々が頭に思い浮かぶ。

　──まさか玲侑殿下は本当に、私にお子を産ませることで、次期国王の座を得ようとお考えなのだろうか……？

「おい、どうした……震えておるのか？」

　戸惑ったような声が私の耳元で囁ささやいた。

　その擽ったさにビクっと首を竦すくめてしまうと、宥なだめるように肩が何度か撫なでられる。

「……悪かった。強く言い過ぎてしまったが、決してそなたを責めるつもりではないのだ」

　その声音が存外優しくて、混乱していた頭が少し落ち着いてくる。

　──もし、玲侑殿下が、王位を得るために私を孕ませたのだとしたら……私は、玲侑殿下の意に沿えるよう努めるだけだ。今までしてきたことと、何も変わらない。

　そう考えたら、身体の震えは収まった。

「玲侑殿下は……私がお子を産むのを、望んでおられるのですか……？」

「……っ、」

　耳元から息を吞む音が聞こえた気がして、玲侑殿下の顔色を窺うかがいたく思ったが、肩と腰にそれぞれ回された腕が私の動きを完全に阻止していて振り向くことができない。

　しばらく待っても返事がないことに不安を覚えていると、玲侑殿下の口が私の耳元に寄せられた。

「……望む」

　吐息に混じって消えてしまいそうな小さな呟つぶやきが、私の耳に直接吹き込まれた。

「……私の子を産んでくれ、柳弦」

　やはり、という考えが頭に浮かぶ。どのような方法を使ったか知る由もないが、玲侑殿下は、王位を得るためにあえて私を孕ませたのだ。

　そのことも知らず、子ができたことを私が随分と黙っていたせいで、計画が狂ってしまったと思われたのかもしれない。先ほど、報告が遅いとお怒りになられていたのも、そのせいではなかろうか。

「ご報告が遅れてしまい、誠に申し訳ございませんでした」

「その話はもうよい。子が無事に産まれてくれさえすれば……」

　狛玖殿下は、私の産む子が王位に就くための駒になる、と仰っていた。玲侑殿下は、その目的のために無事産まれて欲しいと願っていらっしゃるのだろうが……。

「あの……差支えなければ教えていただきたいのですが……お子が産まれれば、玲侑殿下が次期国王の座に就けるというのは、本当でしょうか？」

「……何故そなたがそれを知っている？」

　……ということは、やはり事実なのだろう。まだ半信半疑だった疑惑が、いよいよ真実味を帯びてくる。

　ゴクリと唾つばを飲み込んでいると、突然、玲侑殿下が私の背からスッと身体を離した。

「続きは部屋へ入ってからだ。このような、誰が聞いておるかも分からぬ場所でする話ではない」

　玲侑殿下のご提案に頷うなずき、連れ立っていつもの応接室まで向かう。このとき初めて狼波さまのお姿が視界に入った。先ほどから会話はすべて聞かれていると思うが、口を挟まれるおつもりはないようだ。

「さて、柳弦。その話は誰に聞いた？」

　向かいの長椅子に腰かけた玲侑殿下の氷の眼差しが、ジッとこちらの目を覗のぞき込こんでくる。

　真剣な声音に促され、私は戸惑いながら口を開いた。

「先ほど、狛玖殿下にお会いして……」

「……あれが動いたか」

　玲侑殿下は苦々しげな表情を浮かべて小さく悪態を吐いたあと、迷うように視線を伏せた。

　私は息を吞んで、玲侑殿下の次のお言葉を待つ。

「……それは事実だ。私がまともに子を生せると証明されれば、私の元に次期国王の地位が転がり込む」

「それは……どういう……」

「今の王族で、最も強い魔力を持っているのが、私だからだ。本来であれば、私が次期国王の第一候補であった。だが、私はその強すぎる魔力ゆえ、子を生すことができぬと見み做なされていた。子を生せぬのなら王位に就くことができぬ。そのため、候補から外されておったのだ」

　しかし、私が玲侑殿下のお子を孕んだ。

　もし、私が産む玲侑殿下のお子が、王位を継げるくらいに魔力が強かったら。もし、第一子の魔力が王位に足りなかったとしても、この先に強い魔力を持つ子が産まれてくる可能性を示すことができれば──。

「間違いなく、私の元には継承権が戻ってくるであろうな」

「……産まれる子どもの、魔力量次第なのですね」

　そのとき、日頃は努めて忘れたふりをしている苦い感情が、堰せきを切ってあふれ出すのを感じた。

　──物心ついてからも定期的に行われていた魔力測定。跡継ぎにはなれぬと告げられた日。突然連れられてきた見知らぬ赤子を跡継ぎに据えると言われた日。学院で馬鹿にされ続けた日々。簡単な魔術ひとつ使えず苦労する毎日──。

　魔力量の少なさを理由に、今まで多くのことを諦あきらめてきた。故に、自分は何をしても駄目な出来損ないだと思いながら、ずっと育ってきたのだ。

　成人して戸部の文官となると、この世には魔力を必要としない仕事も存在していると知り、いくらか自尊心を取り戻したが……それでも、根っこの部分は何も変わっていない。私には自信がなかった。私など、何もできない落ちこぼれだという意識が、ちっとも変わっていないのだ。

　そして、今……魔力量という柵さくが、私に更なる責め苦を与えようとしている。

『……もっとも、下級貴族の腹から、そのような魔力の持ち主が産まれてくるとは到底思えぬが』

　嘲あざ笑わらうような声音が、何度も、何度も、耳の中で反響して聞こえるようだった。

　もし、私の産む子が、私の魔力量を継いでしまったら……玲侑殿下は、お子をどうされるおつもりだろう。それを想像すると恐ろしく、震える手をギュッと握り締める。

　しかし、いくら恐ろしくとも、もう後戻りはできない。恐怖を身の内へと押し込み、無理やり心を閉ざすことしかできなかった。







14◆すれ違いの行方




「しかし、相変わらずあれは余計なことばかり仕出かしてくれる男だな……まあ、今回の件に関しては、どのみち説明する必要があったゆえ、一向に構わぬが。私の立場については、そなたの今後の身の振り方に関わってくる話だからな」

「私の身の振り方ですか？」

　玲侑殿下が王位継承権を持つかどうかという話が、私の身の振り方にどう影響するというのだろう？

　何となく、無関係でいられないことは、さすがに自覚しているのだが……具体的なことがまったく理解できていなくて、私は首を傾げた。

「何を他人ひとごとのような顔をしておる？　私が王位に就けば、そなたは王配となるのだぞ」

　思考回路ごと全身がピシッと凍り付き、目を見開いたまま玲侑殿下を凝視する。

「何をそのように驚いておるのだ。そなたが私の子を産める唯一の配偶者になるのだから、もし私が王位を継ぐのであれば、そなたが王配の扱いになるのは当たり前のことであろう」

　玲侑殿下が事もなげに仰るので、本当にそれが当たり前のように聞こえるが、そのようなはずはない。

　下級貴族の私が王配──次期国王の第一夫人になるなど、馬鹿げた話だ。愛あい妾しようですら恐れ多いと思うのに。

「……じ、辞退、させていただく、わけには……」

「辞退？……私が継承権を捨てるということか？」

　……何故そのような話になってしまうのだ!?

　私がギョッと目を剝むくのに構わず、玲侑殿下は事もなげに続けた。

「この国では魔力絶対主義的な考え方が強いゆえ、周囲を納得させるのに骨を折るであろうな」

「いえ、私は、そのような意味で申したわけでは……」

「では、何を辞退すると言うのだ？」

「……玲侑殿下が王位に就かれようが、就かれまいが、そもそも私などが第一夫人になることは分不相応と存じます。私が第一夫人とならずに、玲侑殿下が王位に就かれる道はございませんでしょうか？……例えば、別に相応しい第一夫人をお立てになった上で、私が産むお子を養子にとられるとか……」

　私がそのようにご提案した途端、玲侑殿下の纏まとう空気が急に冷たくなった。身体の芯しんまで凍ってしまいそうな雰囲気に、思わず身震いする。

「……それが、そなたの望みか？」

　玲侑殿下のご様子を見て、このまま返事をするべきではないという嫌な予感はした。しかし、このときの私には、これ以外の答えを返しようがなかった。

「……はい。第一夫人の地位は、謹んで辞退させてくださいませ」

　玲侑殿下の纏う空気を恐ろしく思っているせいだろうか。語尾がみっともなく震えてしまった私の言葉が、静まり返った部屋に響いて、消える。

　長い沈黙が落ちた。

「……許せぬ」

　それは、あまりにも小さい呟きであった。まったく聞き取ることができず、少しでもそのお声を拾おうと身を乗り出す。

　そうして前方へ傾いた私の身体を更に引き寄せるようにして、予兆もなく伸びてきた腕に手首を摑つかまれ、強く引っ張られた。私はその勢いのまま、机の上に乗り上げてしまう。

「わ……っ、」

　その体勢に驚いて足元を確認しようとしたところで肩を押され、視界がグルっと回転した。何が起こったか理解できず、呆ぼう然ぜんとして天井を見上げていると、視界いっぱいに玲侑殿下のお顔が映り込む。

　そして、肩を机に押し付けられたまま、強引に口付けられた。

「……んぅ、っ」

　今までで一番速い流れで押し流されてきた魔力が、あっという間に許容量を超えると、私は一瞬で熱に溺おぼれてしまった。

　視界が霞かすみ、それまでの会話の内容も、目の前にいるお方の存在も、何もかもが真っ白に塗りつぶされる。

「玲侑殿下！　乱暴な真似は……」

「煩い。そなたは外へ出ておれ、狼波」

　遠くで言い争う声がしていたような気もしたが、定かではない。熱くて、何も、考えられない。

「ゃ、ぁ……っ」

　今にも意識を飛ばしそうになったところで、溢あふれかえっていた魔力が、今度は物もの凄すごい勢いで唇から放出された。

　ハッと意識が戻る。しかし、身体にはまだ多くの熱が残っている状態だった。

「……れ、玲侑殿下？」

　私の上に覆いかぶさっていた頭が、ゆっくりと離れてゆく。その途中で、怖いくらいの無表情がチラリと見えた。いつになく温度を感じさせない氷の瞳ひとみには、何も映っていない。

　そして、玲侑殿下は無言を貫かれたまま、私の下衣を性急に剝はぎ取とってしまわれる。

「お待ちくださいっ、殿下、どうしてこのような……っ」

　私が制止の声を上げても、玲侑殿下は一切止まる気配をお見せにならない。

　下半身だけ露出させられた私の両足が押さえつけられ、肩まで付きそうなほどに膝ひざを折り曲げられた。恥部が無防備に晒さらされる体勢であることに気が付いて、私の顔にサッと朱が混じる。

「『縛』」

　玲侑殿下が一言で呪文を唱えると、私の両膝は高く掲げられたまま動かなくなった。

　私の足を押さえつける必要がなくなり、両手が自由になった玲侑殿下の指が、ここ数か月で快楽を覚え始めたばかりの私の穴に触れる。

「『潤』」

　魔術の力で一瞬のうちに受け入れる準備が整ったそこへ、玲侑殿下の長い指が入ってくる。

　強引に事を進めている割に、中を傷付けないよう、そっと侵入してきた指が私の弱い部分にピタリと狙いを定めた。そのまま擦られる刺激を想像して身構えていたのだが、私の身を襲ったのは予想外の衝撃で、堪えられず嬌きよう声せいを張り上げてしまう。

「あぁ……っ!?」

　玲侑殿下の指先が急に熱を持ったかと思うと、ジンジンと痺しびれるような快感が私の弱い部分を襲う。

「や……っ、なに、これ……っ？」

「指先から魔力を流しておるのだ。一度に流せる量は多くないが、工夫次第ではこのような使い方もできる」

　もう片方の手が上半身に伸びてきたかと思うと、服の隙間から入り込んできて、私の胸の飾りを摘まむ。その指先からも、同じように熱い刺激がもたらされた。

「ひぅ……っ」

　刺激が強すぎて、頭が混乱する。熱の中には確かに快感が存在しているのに、それよりも苦しさが勝ってしまって、上手く感じることができない。

　ここ最近は穏やかな快感を得られるばかりになっていた普段の魔力交わしとは、明らかに違っている。その落差に頭も身体も追い着かず、溺れてしまいそうだ。

「……苦しそうだな」

「ん、ぅ、くる、し……っ」

　ビクビクと身体を震わせるたびに息を詰まらせているせいで、呼吸もままならない。魔力があふれ出す前に呼吸困難で気を失いそうだ。

「……止めて欲しいか？」

　私の肩口に薄く歯形をつけていらっしゃった玲侑殿下が、そのまま耳元で囁ささやいた。

　私は一も二もなく頷うなずいて、早くこの刺激を止めていただけるよう懇願する。身体は熱過ぎるくらいに興奮しているはずなのに、出すこともできない刺激を与えられるのは苦しくて、これ以上続けられたら気が狂いそうだった。

「やめて、ほし、です……っ」

「…………私と縁を結ぶことを許可するのなら、止めてやる」

　……縁を……結ぶ、許可……？

　あまりの苦しさに、私の頭がおかしくなったのかと思った。それくらい、予想もしていなかった言葉だったのだ。

　驚きすぎて、身体を支配していたはずの刺激が一瞬で遠くなる。

「……それほどまでに嫌か？」

　返事ができなかったことを勘違いされたらしく、玲侑殿下が顔を歪ゆがませて私を見下ろす。

　まったく話についていけないのだが……要するに、殿下が私に何かを望まれて、それを私が拒否していると勘違いされているということか？　であるならば、私の答えは決まりきっている。

「あ、の……玲侑殿下は、どうされたいとお考えなのですが？　私はどうすればよろしいのでしょう……？」

　私は本気で分からなくて尋ねているのだが、玲侑殿下は何を言っているのかと言いたげなご様子で、私を見下ろした。

「そなたは何を聞いておったのだ？　……出産が無事終わったら私の伴はん侶りよとなり、将来、私が王位に就くならそなたが王配となれ。それが私の望みだ」

「かしこまりました。玲侑殿下のお心のままに従います」

　私が躊ちゆう躇ちよなく受け入れると、玲侑殿下は目を見開いて口を閉ざしてしまわれた。

「玲侑殿下？」

　気が付くと、私の身体を苛さいなんでいた責め苦が消えていた。

　不思議に思って玲侑殿下を見上げると、凍えそうな雰囲気が消え、いつも通りの殿下に戻っている。いや、いつも通りというか……なんというか、不ふ貞て腐くされていらっしゃるような……？

「……先ほど、あれほど嫌がっていたのは何だったのだ」

「え？」

「辞退すると申しておったではないか。私の第一夫人にはなりたくないと」

「確かに、第一夫人は恐れ多いと思っておりますが……玲侑殿下ご自身が望まれていらっしゃるのであれば、それこそ私が拒むことではございません。私は殿下に従います」

　玲侑殿下は物言いたげに私を見て、やがて諦あきらめたように深く息を吐いた。

　どうしてそのように憂えたご様子なのだろう？

「……縁結び自体を拒んでおるわけではなかったのか」

　眉み間けんを指先で押さえた玲侑殿下が、唸うなるように溢したお言葉を聞いて、私は目を瞬いた。

「まさか。叶かなうことならば、第二夫人か第三夫人くらいにしていただけないものか、と考えていたくらいなのですよ。私がこの子を無事に産んで、育てるためには、玲侑殿下のお力添えがどうしても必要ですから」

「……そうか。第一夫人の立場が問題だったか」

　私こそ、最初からそう申し上げていたはずですが、と詰なじりたくなったところをグッと堪こらえる。

　何故、このように話が食い違ってしまうのだろう。思い返してみると、玲侑殿下とは出会った当初から、このように話が嚙かみあわない場面が何度もあったように思う。……やはり、私には貴族としての常識が足りないのかもしれない。

　麗花と一緒に教育を受け直した方がよいかもしれぬ、と真剣に考え始めていると、ふっと両足の動きを縛り付けていた力がなくなった。

　身体が柔らかい方なので大した負担ではなかったが、いつまでも肌を晒したまま膝を高く上げる体勢をとっているのが恥ずかしかったので、足を下ろすことができてホッとする。

「悪かったな。頭に血が上っていたとは言え、このような魔術は使うべきではなかった」

　玲侑殿下が悔いるように目を伏せ、私の腰の辺りをスルリと撫なでた。まだ熱が燻くすぶっているせいで、そんな僅わずかな接触だけでもゾクゾクと背筋が震える。

「償いをさせて欲しい」

　優しい声が降ってきて、ぽやっとしているうちに、声音と同じくらい優しい口付が降ってきた。ふわり、ふわりと緩やかに魔力が行き来し、たちまち夢心地になる。

「ふ、ぁ……」

　口吸で十分過ぎるほど蕩とろけさせられたところで、玲侑殿下の口が私の屹きつ立りつを咥くわえ込こんだ。舌に敏感な場所をなぞられながら、口吸と同じように魔力が吸われたり流れ込んだりすると、あっという間に限界を迎えてしまう。

「あ……っ」

　顔を上げられた玲侑殿下の喉のどがゴクリと動いたのを見て、私の出したモノを飲み込まれてしまったのだと察した。私は顔を真っ赤に染め、涙目になる。

　私が呆然としているうちに、玲侑殿下は私の下衣を拾い上げ、丁寧に着せ付けてくださった。玲侑殿下にこのようなことをさせるなど恐れ多いことだが、気が付いたときには終わっていたので致し方ない。

　最後に帯を締め直してくださったあと、仕上げとばかりに、ちゅ、と私の額へ唇が触れた。

「無理をさせたな。お腹の子に影響がないといいが……」

　玲侑殿下の手のひらが私のお腹に乗せられる。魔力を流されたわけでもないのに、じんわりと温かく感じるような気がした。

　それが心地よくて、もう少しこのままでいて欲しいと思っていたのだが、玲侑殿下の手はすぐに離れていってしまう。その手を名残惜しく見つめながら、私は頭に思い浮かんだ言葉をそのまま口に出した。

「……お腹の子の実の親同士であれば、妊娠中に魔力を交わしても特に問題がないと聞いたことがございます。玲侑殿下の魔力を受ける分には、大丈夫なのではないでしょうか？」

「……それは、もっと私と魔力を交わしたい、というおねだりか？」

　予想外な方向へ話を持っていかれそうな雰囲気に、慌てて玲侑殿下の表情を覗のぞき込こむ。玲侑殿下は僅かに唇の端を歪め、悪戯いたずらな表情を浮かべていらっしゃった。

「冗談だ。さすがに今日はこれ以上せぬ」

　その言葉から不穏なものを感じてしまう。それは、つまり、今日以外にはこれ以上のことをするつもり、ということではなかろうか。

　望まれたら拒否できないであろう自分の姿が、容易に想像できてしまうのだが……。

　しかし、それは決して、嫌な想像ではなかった。







15◆縁結びの誓い




　その後、魔力と身体が落ち着くまで長椅子に横たわっていた私は、しばらくして戻っていらっしゃった狼波さまから突然謝罪を受けた。向焰尚書との約束があったにもかかわらず、玲侑殿下の狼ろう藉ぜきを止められなかったことを心苦しく思っていらっしゃるらしい。

　私は元々、狼波さまが玲侑殿下を止められるとは思っていなかったので特に気にしていないと告げ、向焰尚書に告げ口しないことを約束しておいた。

　狼波さまは微妙な表情をされていたが、それ以上は食い下がられず、もう一つ謝らなければならないと言って話を続けられた。

　なんでも、縁結びは子どもが産まれる前に急がなければならないが、本来は縁結びと同時に行うはずの式典が、出産後に子どもの魔力量を確認してからの準備になるらしい。

　……式典？

「王族の縁結びなのだから、式典は必ひつ須すだ。それがただの王族なのか、次期国王なのかで必要な準備が異なるので、お二人の式典はどうしても先伸ばしになってしまう。申し訳ない」

　狼波さまの説明から、私の一存で開催を断れるようなものではないことが察せられ、青あお褪ざめる。

　私自身は参加したことがないので詳しくないが、王族の縁結びを祝う式典と言えば、国中の貴族家当主が集められて行われる大規模なものだったはずだ。そのような場所に私が主役の一人として出席すると考えると、いっそ、いつまででも延期していただけた方が有難い。

「私などが式典に出てしまって、大丈夫でしょうか……」

「式典など、酒を飲みながら似たような話を延々と聞き流しておればすぐ終わる。そのような、何か月先に行うかも決まっていない予定を心配するより、そなたには今すぐやらねばならぬことがあるだろう。体調が落ち着いたのであれば、さっさと縁を結びに行くぞ」

　そう言って立ち上がった玲侑殿下が、私に向かって『浮雲』と唱え、物の重さを軽くするための魔術を使う。玲侑殿下の腕がスルッと膝の裏に滑り込んできたかと思うと、私の身体が抱き上げられていた。

「ぅわっ!?」

「煩い。耳元で喚わめくな」

「玲侑殿下、私が運びましょうか？」

　狼波さまからの申し出はサラッと無視してしまわれて、玲侑殿下は私を抱えたまま大おお股またで歩き出した。

「じ、自分で歩きます、下ろしてください！」

「そなたの足に負担をかけたのは私の責任であるゆえ、私が運ぶ。浮雲の魔術を使ったので問題ない」

　狼波さまが開けてくださった扉を潜り、迷いのない足取りで廊下を突き進んでしまわれる。

　誰かに見られたらと思うと気が気でなかったが、城の奥へ奥へと進んでいるらしく、誰ともすれ違うことはなかった。尚書台よりも奥にあるのは、いくつかの特別な施設と、王族の居住区だけだ。

「どこへ向かわれているのでしょうか？」

「縁を結びに行くと言ったであろう」

　キョトンとして、息遣いが聞こえるほどに近い玲侑殿下のお顔を見上げる。

「祭殿ですか？　しかし、暮四刻の鐘が鳴って随分経ちますし、もう閉まっているのでは？」

「王族の縁結びを見届ける役目は祭司ではなく、現国王陛下がお持ちである。故に、私たちが向かう場所は祭殿ではなく、王の執務室だ」

　私たち一般の貴族が縁結びの誓いを行う場所が祭殿であり、それを見届けるのが祭司の役目である。

　しかし、祭司はあくまでも国王陛下の代理人という立場だ。つまり、貴族たちは二つの家が縁付く誓いを、祭司を通して国王陛下へ捧ささげていることになる。

　国王陛下の親族である王族が、わざわざ祭司を通さずに国王陛下の御前で誓いを捧げるのは、考えてみれば当然だったが、それは、つまり……。

「……これから国王陛下の御前に出るということですか!?」

「両親を亡くしている私にとっては、陛下が親代わりのようなものであるゆえ、縁結びの挨あい拶さつも同時に済ませることができる。手間がなくて良かったな」

　良くない。断じて、良くないぞ。私の心の準備という点において、何も良くない。

　しかし、そのような私の主張が玲侑殿下に通じるわけがなく、あっという間に目的地へと辿たどり着ついてしまう。ここまでの道程には何人もの護衛官が立っていたが、声をかけられることすらなかった。

「せめて、部屋へ入る前に下ろしてくださいっ」

　抱えられたまま御前に出るなど、とんでもない。玲侑殿下は憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべられたが、割とすんなり解放してくださった。

　足が床に着いた瞬間、少しふらついてしまう。しかし、すぐに玲侑殿下が支えてくださったおかげで転ばずに済んだ。

　そのまま腰に腕を回された状態で、狼波さまが入室の許可をとる様子を見ていた。すぐに許可を頂けたようだ。

　私は入室を躊躇していたが、腰に回された玲侑殿下の腕に半ば連行されるような勢いで、王の執務室へ足を踏み入れさせられた。

「玲侑さまと、その婚約者であられる柳弦さまがいらっしゃいました」

　扉の近くに立っていた側仕えが告げた言葉にギョッとするが、そちらへ視線を向ける暇もない。

　部屋の一番奥に設しつらえられた立派な執務机に鎮座されていらっしゃるのが、この柚国を統べる現国王であらせられる、珠しゅ然ぜん陛下であることはすぐに察せられた。

「お初にお目にかかります。尚書省戸部所属の柳弦と申します」

　ふらつく身体でなんとか見苦しくない最敬礼をとることができ、ホッとしていると、顔を上げることを許可された。

「そなたが柳弦か。聞いていた通り、可愛らしい子だな」

　……ん？　可愛らしい？　……聞き間違いか？

　ポカン、として珠然陛下を見上げ、跪ひざまずいたまま立ち上がることをスッカリ忘れていると、玲侑殿下の腕が両脇に差し込まれて無理やり立たされた。そのまま回された腕から垂れる長い袖そでで、視界を遮られる。

「叔父上、あまりジロジロ見ないでいただきたい」

「お主の伴はん侶りよとなる人物だぞ？　見ないわけにいかぬであろう」

「では、言い方を変える。変な目で私の伴侶を見るな」

　クツクツと喉の奥で笑う声が聞こえてきて、お二人が気の置けない関係でいらっしゃるということが窺うかがえる。

「あ、あの……？」

「ああ、すまなかった。このような反応をする甥おいが珍しくて、ついな。……これ、玲侑。もうからかったりせぬので、その袖をどけなさい」

　渋々といった様子で袖が下ろされると、ご尊顔に皺しわを刻まれながら、優しげに微笑むお姿が見えた。

　私が想像していたのとは随分異なるお人柄のようで、正直、戸惑いを隠しきれない。しかし、その分、緊張は解けたように感じる。

「柳弦」

「はい」

　落ち着いた声音に呼び掛けられ、私も落ち着いた気持ちで答えることができた。玲侑殿下が隣に居てくださるおかげで心強いのかもしれないが。

「縁結びの誓いを聞く前に、私からそなたに聞きたいことがある。しばし時間を貰もらえるだろうか？」

「もちろんでございます、陛下。何なりとお聞きくださいませ」

　私が快く受け入れると、珠然陛下は部屋に最低限の護衛官だけを残し、人払いされた。

　本来であれば、このような謁見を行うより前に、あれこれと取り調べられていて不思議ではないのだ。何かしら問われる覚悟はできていた。

　……いや、既に裏では色々と調べられている可能性の方が高いだろう。そう考えると、我が家に疚やましいことはないはずだが、少し心配になってくる。今は父を信じておくしかあるまいが……。

　私がそんな余計なことにまで思考を飛ばしているうちに、珠然陛下が真剣な表情をお浮かべになり、私を見つめていらっしゃることに気が付いた。

　私も慌てて気を引き締め直し、珠然陛下と向き合う。

「……玲侑は、前国王陛下であられた兄上の忘れ形見だ。兄夫婦亡き後は、私が後見人として見守ってきた……私にとって、実の息子同然の存在である」

　王族の動向や血縁関係については、貴族社会の一般常識として、差し障りない範囲で一通りは聞き知っている。ただ、国王が代替わりしたのがもう何年も前のことなので、私より若い世代にとっては、あまりピンとこない話ではあるだろう。

　……そういえば、御殿医が玲侑殿下のことを玲侑『王子』と呼んでいたのは、前国王時代の名残だろうか。あのくらいの世代にとっては、まだ記憶に新しい出来事かもしれない。

　しかし、珠然陛下がそこまで玲侑殿下に目をかけていたとは存じ上げなかった。

　にわかに、私などが玲侑殿下の伴侶となることが申し訳なく思えてくる。大事な息子同然である玲侑殿下の伴侶が私みたいな下級貴族で、珠然陛下はガッカリされていらっしゃらないだろうか。

「私は、玲侑が子を生して、王位を継ぐことができるならば、それは大変喜ばしいことだと思っておる。だが、それ以上に重要な願いもあるのだ」

「それ以上に、でございますか……？」

　王位を継ぐのが玲侑殿下であっても良いというお考えを聞いて、驚いた。実の息子であられる狛玖殿下を次期国王に据えたいとお考えかと思っていたのだが。

　しかし、その話以上に重要な願いとは、いったい何であろうか。私が首を傾げていると、珠然陛下は重々しく頷うなずいて続きをお話しくださった。

「さよう……私は息子同然である玲侑に、何より、幸せに生きて欲しいのだ」

　その声音と表情には、純粋に息子を心配する親の情が滲にじんでいて、私は強こわ張ばっていた心が温かくなるのを感じた。

　父からの愛情を受けて育ってきた私にとって馴な染じみ深く、どれだけ身分差があっても変わらず理解できる感情だった。私は無意識のうちに自分のお腹をそっと擦さする。

「そのためには、共に人生を歩んでくれる者が必要だと考えておる。……柳弦。そなたはこの先ずっと、玲侑を支え、共に歩んでゆくと誓えるか？」

「私は……」

　隣に立つ玲侑殿下へチラリと視線を向ける。

　先ほどから口を挟むことなく、私たちの会話を黙ってお聞きになられている玲侑殿下は、今何を感じていらっしゃるのだろう？　少し視線を下げた無表情からは、お心を読み取ることができない。

　──突然、これから私が玲侑殿下を支え、共に歩んでいけるかと問われても、そのような自分の姿は現実味が無さすぎて上手く想像できなかった。伴侶となることすら、つい今しがた決心したところなのだから。

　正直なところ……私の玲侑殿下に対する思いは、出会った頃から今に至るまで、何も変わっていないのだ。

「……陛下が仰るような覚悟ができているとは、言い難いかもしれません。しかし、初めてお会いしたときから今までずっと、私は、玲侑殿下が心安らかに過ごされることを願ってきました。その思いは、この先私たちの関係が変わったとしても消えることはないでしょう」

　私が正直にそう告げると、珠然陛下は少し意外そうな表情をされた。しかし、すぐに笑顔を向けてくださる。

「素直な言葉を聞けて安心した。そなたにならば、玲侑を任せられる」

「……勿もつ体たいなきお言葉に存じます」

　任せられると断言されてしまうのも、それはそれで精神的重圧を感じるのだが、拒否されるよりは良かったと思っておくべきだろうか。私が内心微妙な思いを抱えていると、それまで黙って話を聞いておられた玲侑殿下が一歩前へ進み出て、私と珠然陛下の間に立たれた。

「叔父上がご納得されたのであれば、もう話は十分であろう。さっさと縁結びの誓いをさせろ」

「……そのせっかちな性格は誰に似たのだ？」

　やれやれ、と言いたげな雰囲気でおもむろに立ち上がった珠然陛下が、スッと右手を振ると、次の瞬間にはその手に二本の組くみ紐ひもが握られていた。そのうち一本は芥から子し色いろで、縁結びの儀式でよく目にするものだった。もう一本は、貴色がふんだんに使われた珍しいものだ。組紐自体が光を放っているようにも見え、大層美しい。

「では、玲侑、柳弦。誓いの言葉を」

「私、玲侑は、柳弦と末永くまで縁を結び、この身朽ちるまで共にあることを誓う」

　誓いの言葉は短く、定型文なので、貴族ならば誰でも諳そらんじられるものだ。とは言え、玲侑殿下の口からそのような言葉がスラスラ出てきたことを意外に感じ、私は玲侑殿下を凝視してしまった。

　そのせいで誓いの言葉が不自然に途切れてしまい、玲侑殿下からジロリと睨にらまれる。私は慌てて続きを口にした。

「私、柳弦は、玲侑殿下と末永くまで縁を結び、この身朽ちるまで共にあることを誓います」

　……まさか、私がこの言葉を口にする日が来るとは思わなかった。

　ドタバタとした状況に流されるまま流されていたせいで、感じる暇もなかった感慨が一気に押し寄せ、胸が詰まる。

「よろしい。──では、この縁結びを承認し……柳弦？」

　珠然陛下が儀式の流れに沿って謳うたい上げていた祝詞を切り、私の名前を呼んだ。どうしたのであろう、と顔を上げると、隣に立つ玲侑殿下も驚いたご様子で私を見つめていらっしゃった。

「え？　あ、あの……」

　二人の王族に見つめられ、オロオロと視線を彷徨さまよわせている私の顔に、玲侑殿下の手が伸びてきた。そっと触れた指先が、私の頰に伝っていたものを払う。

「柳弦、そなた、何故涙を流しておる……？」

「……涙……？」

　まったく自覚していなかったので驚いてしまい、自分でも頰を触ってみると、確かにそこは涙で濡ぬれていた。

　慌てて袖そで口ぐちで拭ぬぐっていると、玲侑殿下の低い声が聞こえた。それは、温度を感じさせない声音であった。

「……柳弦。そのように……涙を流すほど、この縁結びが嫌か」

「ち、違います！」

　そのように勘違いされるとは思ってもおらず、私はつい、珠然陛下の御前であることも忘れて玲侑殿下に縋すがり付つく。

「違うのです、玲侑殿下。私は……私は、まさか誓いの言葉を自分で口にする日が来るとは思ってもおらず、その、嬉うれしくて……」

「……嬉しくて？」

　疑わしげなご様子で私を見下ろす玲侑殿下を必死で見つめながら何度も頷いていると、ポン、と頭の上に軽い衝撃を感じた。

　すぐに離れていく玲侑殿下の手を見て、頭を軽く叩たたかれた……良く言えば、撫なでられたようだと悟る。

「紛らわしいことをするな、馬鹿者」

「は、はい……申し訳ございません」

　……だって、私はずっと、一人で生きてゆくものと覚悟していたのだ。その私が、降って湧いたように与えられたこの状況に、驚いて泣いてしまうくらいは許して欲しい。

　たとえ、想おもい合あった結果ではなく、玲侑殿下を王位に就けるためだけの縁結びだとしても──。

　そのような物思いに耽ふけってぼうっとしていたところで、玲侑殿下から視線を向けられていることに気が付き、慌てて隣に並び直す。

　すると、珠然陛下が生暖かい笑顔でこちらを見ていらっしゃることに気が付いてしまった。居たたまれない……。

「コホン……では、改めて──この縁結びを承認し、二つの分かたれた縁を、ここに結ぶ」

　珠然陛下が言い終わると同時に、陛下が手に握っておられた二本の組紐が宙へ浮かび、組紐同士が結い上がってゆく。きれいに結い上がってしまうと、組紐はキラキラと光りながら、空気へ溶けるように消え入った。
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　そして、後には一組の指輪が残された。私と玲侑殿下、それぞれの手に収まった指輪を、私たちはお互いの指にはめ合う。

「ここに、縁結びが成された」







16◆祝福の言葉




　縁結びをしたその足で、私の家族にも挨あい拶さつをすると言い出した玲侑殿下を引き留めきれなかった。家族に何一つ告げていなかった自分が圧倒的に悪いのだが、突然王族である玲侑殿下が屋敷までいらっしゃったら、父上と麗花はさぞかし驚くであろう。

「柳弦が私の子を孕はらんだので、私の伴はん侶りよとして迎え入れることとなった。家長であるそなたに許可をいただきたい」

　一般的な下級貴族並みの内装しか調えられていない我が家に、玲侑殿下のきらびやかなお姿は大変不釣り合いだ。城で過ごしているときよりもいっそう、立場の差を実感してしまう。

　そう感じているのは私だけではないようで、我が家の応接室に集まった父の旬じゅん柊しゅうと、義妹の麗花は、呆ぼう然ぜんとして玲侑殿下のお姿を眺めていた。

「……玲侑殿下が息子を伴侶にと望まれて、それを息子も受け入れているのでしたら、私に否やはございません。どうぞ息子をよろしくお願い申し上げます」

　私に似て一見は凡庸な人柄であるのに、思い切りの良さと決断力には一際長たけている父が、私の表情を注意深く観察して強引な縁結びではないことを悟ると、快諾して即座に頭を下げた。

　まあ、今さら反対されたところで、もう縁結びは済ませてしまったのだからどうしようもないのだが。

「最近、私を避けているようだったから何かおかしいと思っていたら、こういうことだったのか、柳弦」

　父上は呆あきれた顔になって私を叱った。

　私は人の顔色を見ても体調くらいしか読み取れないが、父は顔色から感情を読み取るのが得意だ。こういうときは話が早くて助かるが、疚しいことがあるとすぐに悟られてしまうので、妊娠が発覚してからは顔を合わせないよう露骨に逃げ回っていた。

「……申し訳ございません、父上」

「お前が納得して決めた縁結びならば、事後承諾だろうが何だろうが、反対はしないがね。それにしても、こちらへの報告を後回しにするほど縁結びを急いだようだが、お腹の子はいつ産まれてくるのだ？」

　とても言い出しにくい雰囲気を感じながら、もうひと月ほどで予定日がくると伝えると、案の定、父上は呆れ返った表情になって更に私を叱りつけた。

「お前はいつも自分一人で何とかしようとする癖を直しなさい。どうせ手が回らなくなるのだから、余計に周囲へ迷惑をかけることになる」

「はい……肝に銘じます」

「まったく……せめて、もう少し早く泣きついて来ればよいものを、変に堪え性があるからタチが悪い。……残りひと月では、大した準備もしてやれぬではないか」

「必要な物はこちらで整える。心配は無用だ」

　玲侑殿下が静かな声で、父上のお説教に割り込んでくださった。父上は玲侑殿下へ視線を向けると、苦い表情を浮かべる。

「ご迷惑をおかけして大変申し訳ございません、玲侑殿下。……重ね重ねご面倒をおかけいたしますが、私の息子には何かと一人で抱え込むきらいがございます。この先、息子を伴侶とされる殿下には、よくよく注意していただければ幸いです」

「ふむ……心に留めておこう」

「父上……」

　何も今そのようなことを、よりにもよって玲侑殿下に向かって申し上げなくとも……。私は大変気まずい思いをしながら、父上がこれ以上余計なことを口に出さないよう祈るしかなかった。

「……お義兄さまとご縁を結ばれるということは、玲侑殿下もわたくしのお義兄さまになられるということかしら？」

　話が一段落した頃を見計らって、麗花が顔を輝かせながら華やいだ声を上げた。その様子はとても可愛らしく、私の参ってしまっていた精神が浄化されるのを感じる。

　すぐに肯定して麗花を喜ばせてあげたかったが、私が勝手に返事をするわけにもいかず、隣の席に座していらっしゃる玲侑殿下の表情を窺うかがう。

　私たち兄きよう妹だいの視線を受けた玲侑殿下は少したじろいだご様子であったが、頷いて返してくださった。

「まあ、素晴らしいですわ。わたくし、お義兄さまから恋人を紹介していただくのが夢でしたの。恋人どころか、伴侶になられていらっしゃることには驚いてしまいましたけれど。きっと、これから産まれてくるお子さまも、とっても可愛らしいでしょうね。楽しみですわ」

「……そうか」

　玲侑殿下は、麗花の勢いに完全に圧おされているご様子だ。女子どもが苦手でいらっしゃるのかもしれない。

　私は小さく苦笑をこぼしながら、しかしせっかくご機嫌な麗花を止めるのもかわいそうで、せめて会話に参加して差し上げることにした。

「良かったな、麗花。ずっと玲侑殿下に憧あこがれていただろう？」

「そうなのか？」

　私の言葉に反応した玲侑殿下が麗花に視線を向けると、麗花は顔を赤らめ、私を軽く睨んだ。うちの妹は恥ずかしがっている姿も可愛らしい。

「もう、お義兄さまったらお喋しやべりなのですから……」

「何だ、本当のことではないか。あれだけ騒いでいただろう？　『美の女神がお創りになられたかのような美び貌ぼう』だと言って」

「あれは……他の方からお聞きした言葉を、そのままお話ししただけですのよ。実際にこうしてお会いして、噓はひとつもなかったと分かりましたけれど……。でも、お義兄さまも教えてくださったではないですか」

「ん？　何をだ？」

　麗花が、少し悪戯な含みのある笑みを浮かべる。

「玲侑殿下は周囲から人気を集めそうな、とても整ったお顔立ちをされていらっしゃる、と。わたくし、お義兄さまからそのお話をお聞きして、一度でいいからお会いしてみたいという気持ちが膨れ上がりましたもの」

「ら、麗花……」

　……そうだ。麗花をからかおうとすると、こうやって何倍にもなって返ってくるのだ。何故、私はこのような場で不用意な発言をしてしまったのだろう。

　ギギギ、と音が出そうなたどたどしさで隣を振り向く。すると、玲侑殿下は口元を手で覆い隠されながら、私に視線を注いでいた。隙間から覗のぞく肌が赤く色付いて見えるのは、私の目の錯覚か。

「玲侑殿下……？」

「……そなた、私のことをそのように……いや、この話はもうよい」

「そ、そうですね。止めましょう、このような話は」

　お互いに益のない話題だと判断した私たちが話を打ち切って視線を前に戻すと、父上がニヨニヨと生暖かい笑みを浮かべてこちらを見ていた。

「仲がよいご様子で、安心いたしました。玲侑殿下、柳弦を何卒よろしくお願いいたしますね」

「……ああ。確かに、承った」

「それから、柳弦。この度は本当におめでとう。幸せにおなりなさい」

「おめでとうございます、お義兄さま」

　父上は最後にニコッと含みのない笑顔でそう言って、私の門出を祝福してくれた。麗花もそれに続けてお祝いの言葉をくれる。

「……はい、父上。それから麗花も。ありがとう存じます」

　──こうして、家族への報告会は、紆う余よ曲きよく折せつありながらも無事に幕を下ろしたのであった。




　次の日、私は仕事の合間を縫って、向焰尚書に個人的なお話をさせていただく時間を頂ちよう戴だいした。

「……やはり、玲侑殿下のお子だったか」

「気が付かれていらっしゃったのですか？」

　私が目を見開くと、向焰尚書は前髪をかき上げながら深く息を吐かれた。

「まさか、とは思っていた。お前と玲侑殿下では、魔力差があり過ぎて確信は持てなかったがな」

「……私もいまだに半信半疑なのですよ」

　声を小さくして呟つぶやくと、向焰尚書は私の頭をポン、と叩いた。

「そのような指輪をはめながら、何を今さらグダグダと申しておる」

　そっと縁結びの指輪に触れる。指先には確かに固い感触が触れたけれど、それでも夢を見ているような心地は払ふつ拭しよくできなかった。

「……不安なのだと思います。私の産む子が、玲侑殿下に相応しいお子として産まれるかどうか……」

　これまで誰にも告げていなかった、自分の胸に巣食う暗い影の存在を、初めて口に出した。向焰尚書が、事情を知っている存在の中で最も第三者に近い立場であられるから、話すことができたのかもしれない。

　今はまだ、お腹の子の魔力量が判別できないので、伴侶という立場をいただいているが……もし私に似た魔力の子が産まれてしまったら、どうなるのだろう。王位に押し上げる力がないと分かってからも、玲侑殿下は私を伴侶と呼び続けてくださるだろうか……？

　私が吐露した言葉を聞いて、向焰尚書は虚を衝つかれた表情になった。

「……お前、王族に相応しい子を産むつもりなのか？　お前にそのような野心があったとは意外だな」

「……野心？」

「王族らしい子を願うということは、自分の子を将来的には国王にしたいということだろう？　大胆なことを考えるものだ」

「えっ!?　ち、違います。私は、ただ、玲侑殿下のお望みを叶かなえて差し上げたくて……」

「玲侑殿下の願い？　お前が王族らしい子を産むことが？　それはまた……随分と無茶を仰る」

　第三者である向焰尚書にそう評されるのを聞くと、確かに違和感があるように感じた。

『尚書令は確かに厳しいお方だが、下に理不尽を押し付けるようなことはなさらない』

　向焰尚書から、この言葉を聞いたのは、いつのことだっただろうか。玲侑殿下のお人柄に触れた今なら、その言葉が間違っていないと分かる。

　割とご自分の要求を強硬に通してしまわれるところがおありだが、本当に不可能と思うようなことは仰らないのだ。その玲侑殿下が、私にこのような無茶を要求されるだろうか……。

　そもそも、私は玲侑殿下ご本人から、王族に相応しい子を産んで欲しいという言葉を聞いたのだったか……？

　いや、私は確かに、玲侑殿下の口から説明を聞いたはずだ。子の魔力量が必要だと。

　それに、珠然陛下だって、玲侑殿下に王位を継いで欲しいと仰っていたのだから……。

「おい、柳弦？　どうした、ぼうっとして」

「いえ……そうですね。私も、あまりに無茶な話だと思いまして」

　私が下手な笑みを浮かべて誤魔化すと、向焰尚書は訝いぶかしげにしつつも、それ以上追及してくることはなかった。

「ま、そんなに産まれてくる子の魔力量が気になるなら、産まれてから少なくとも半年間は休みをやるから、せめて、じっくり魔力を注いでやるといい。ただ、無理はするなよ」

「……お気遣いいただき、ありがとう存じます。ご迷惑をおかけいたします」

　産まれてから半年の間に親から与えられる魔力が足りないと、極端に魔力が弱く育つ危険性がある。ただし、どれだけ熱心に注いだとしても、持って生まれた魔力量より増えることはない。

　産まれてすぐ片方の親を失っている私は、身をもって知っていることだった。それについては言及することを避け、私は苦笑して頭を下げる。

　向焰尚書が仰る通り、私にできることは、産まれた子どもに必要な魔力を注いでやることだけだ。今からこのように思い悩んでいても、何ができるわけでもない。

　こうして、私は諸もろ々もろの不安を抱えたまま──ついに、出産予定日を迎えた。







17◆賜し命めいの泉




　賜命の泉という場所がある。

　その泉の水は魔力で染まりやすい性質を持っており、本来は三日三晩かけて行わなければならない出産を、たった一昼夜で終わらせることのできる場所だ。

　玲侑殿下の伴はん侶りよになったことで、新しく住む部屋を城内に整える必要があり、ここ数日は忙しい日々を過ごしていた。その慌ただしさの中で、とうとう出産予定日を迎えた私は、玲侑殿下と共に賜命の泉まで足を運んだ。

「城に賜命の泉があったとは、存じませんでした」

　一見すると、広めな浴室のように見える。白色で統一された石造りの壁に囲まれたその部屋は、王族が使うことを想定して作られているだけあって、至る所に装飾が彫り込まれており大変美しい。その華美な雰囲気に、思わず気後れしてしまうほどだ。

「そのようなところで呆ほうけていないで、さっさと泉に浸つかりなさい」

　玲侑殿下に急かされ、私は浴着に身を包んだままの姿で泉の水に身を浸した。座っても肩まで浸からない程度の深さだ。水温は冷たくも熱くも感じない。

　私の後を追うように、玲侑殿下が泉の中まで入っていらっしゃった。

「……玲侑殿下が泉に浸かる必要はないのでは？」

「必要はないが、浸かってはならぬという決まりもなかろう。要は、この水を私たちの魔力で満たし続けてさえおればよいのだ」

　一般的に、母親側は全身で泉に浸かるが、父親側は泉の縁から手先を浸すだけだと聞く。勝手に手順を変えてしまって、本当に大丈夫なのだろうか。

　私が逡しゆん巡じゆんするのも構わず隣に座してしまわれた玲侑殿下の手によって、私は腰を抱え上げられた。玲侑殿下の膝ひざ上うえに向かい合わせで乗り上げる。浮力も合わさって不安定になった上体を支えるため、私は目の前にある肩へ縋すがり付ついてしまった。

「っわ、……な、何を……」

「そなたには、出産で使うための魔力が足りぬやもしれぬ。魔力低下を起こして途中で倒れられると厄介なので、私がこうして抱えておく必要があるのだ」

　さも当然と言わんばかりの顔をされ、私は抵抗する勢いを削そがれてしまう。

「……し、しかし、さすがにこの体勢は……泉の水みず嵩かさが足りないのではございませんか？」

　元々は胸元まであったはずの水位が、抱き上げられたことによって臍へその辺りまで下がってしまっている。

　身体を浸す必要があると聞いたのに、これで大丈夫なのだろうか……？　不安に感じながら水面を見下ろしていたせいで、不意打ちで伸びてきた腕に気が付くことができなかった。

「ここが浸かってさえいれば問題ない」

「ひゃっ!?」

　ここ、と言いながら玲侑殿下が触れたのは、私の秘部であった。そのまま指が怪しい動きをし始めて、私はゾワリと背筋を震わせる。

「こ、このようなことをする必要は……」

「必要はないが、してはならぬ決まりがあるわけではない」

　先ほど聞いたばかりの言い分を繰り返し、玲侑殿下は私にあれこれと悪戯を仕掛け始められた。胸の飾りを擽られ、舌が首筋を滑り、臀でん部ぶを柔やわく揉もまれる。その合間を縫うように、口吸で少しずつ魔力を与えられた。私が身体を震わせるたび、チャプ、チャプ、と小さな水音が耳を震わせる。

　泉の水は、とっくに私たちの魔力で染まっていた。

「……そろそろか」

　玲侑殿下の呟きに反応して薄く目を開けた、次の瞬間。

「ぅぐ……っ、」

　内臓を押し上げるような圧迫感を腹部に感じ、グワッとすごい勢いで魔力が吸われる。

　勢いは凄すごかったが、実際に吸われた魔力の量は大したことがなかったようだ。幸い、魔力低下症まで至ることはなかった。

　しかし、吸われた魔力を原動力として動き出した何かが、腹の中を這はいずってゆく圧倒的な不快感が、私の全身を硬直させる。

「あ、あ、あ、」

　私は玲侑殿下の首元に縋り付きながら、その衝撃に必死で堪えていた。

　しばらくして、腰の骨を押し広げるような激痛のあと、固い感触がズルッと滑り落ちるように私の後孔を通り、外へ出ていくのが分かった。

「ああぁ……っ」

　あまりの衝撃に身体を折り曲げた私の頭が泉へと沈む前に、身体を支えられ、顔を固い胸板に押し付けられる。

「よくやった。あとはこの魔石を一晩この泉に浸しておくだけだ」

　玲侑殿下の手には、複雑な色をした拳こぶし大の魔石が握られていた。産まれる瞬間こそ目にしていなかったが、それが私の産んだ新しい命だとすぐに悟る。

　玲侑殿下が、そっと魔石を専用の籠かごへ入れ、泉に浮かべてくださった。

　この後は、泉の水が常に私たちの魔力で満たされているよう、魔力を流し続ける必要がある。と言っても、身体に負担となるほどの魔力は必要なく、常に泉の水に触れていることで、普段の日常生活で気付かぬうちに漏れ出ているような微量な魔力を溶かし込んでいくだけで十分らしい。

「これで、気兼ねなく味わえる」

「……んっ」

　玲侑殿下の胸にグテっと身を預けていた私の顎あごが掬すくわれ、深く口を吸われる。失った以上の魔力が供給され、目め眩まいがした。

「も、むり、です……っ」

「そなたは、そうして力を抜いておるとよい」

　涙目になった私が遠慮なくグッタリしているのをよそに、玲侑殿下は私のお腹の辺りへ手を当てると、何やら呪文を唱え出した。いつもは省略した呪文ばかりを使う玲侑殿下が、こうして長々と呪文を唱えていらっしゃるところは初めて拝見する。すべての呪文が唱えられ、最後に術名が述べられることによって、魔術が発動した。

「『治癒』」

　ズキズキと残っていた出産の痛みが消え去った。まだ少しの違和感と、腰の重おも怠だるさが完全にはなくならないが、これだけでも随分と身体が楽に感じる。

　傷を癒す魔術だったのだろう。初めて見た。とても難易度が高く、擦かすり傷きずを治すだけでも凄すさまじく魔力を消費するため、使われることが滅多にないのだ。

「痛みはどうだ？」

「……随分と良くなりました。ありがとう存じます。しかし、このような大魔術を使っていただくなど、大変心苦しく感じてしまうのですが……」

「これは私のために使ったのだ。そなたが気に病む必要はない」

「玲侑殿下のため？」

　首を傾げている私の腰が摑つかまれ、上に引っ張り上げられた。身体に力が入らなくとも、水の浮力で簡単に持ち上がってしまう。私は自分の上体を支えるため、再び玲侑殿下に縋り付いた。今度は、玲侑殿下の頭を抱えるように腕を回してしまう。

「っ、申し訳、ございませ、」

「よい、そのまま腕を回しておれ」

　潤、と聞き慣れた呪文が聞こえてきて、私はしがみ付く腕に力を込めた。まさか、このまま、ここでなさるつもりだろうか……？

　その予感は正しかったようで、玲侑殿下の指がゆっくりと私の中へと沈められていく。

　とっくに私の身体は玲侑殿下の魔力で満たされていたせいで、意識した途端に熱く火照り、快感を追い始めた。

「ふ、ぁ……っ」

「ああ、既に蕩とろけておるのか。これなら慣らす必要もないな」

　指よりも太いものが入っていく感覚は、少しの息苦しさと、圧倒的な充足感をもたらした。

　玲侑殿下の首筋に顔を埋うずめるようにして、その衝撃を受け止める。耳元に熱い吐息を感じた。

「ふ、……っ、これは、いつもより……」

　玲侑殿下が少し上擦った声音で呟つぶやく。私の腰を摑む力が僅わずかに強くなった。

　そのまま緩やかに突き上げられているうちに、私はいつの間にか気をやっていた。漂った白濁が、泉の水に紛れて消える。恐らく魔力の一部として溶け込んでしまったのだろう。

　間を空けず、玲侑殿下の熱が私の中で広がった。受け止めきれずに溢あふれた魔力も泉に溶けてしまったので、いつものように口吸で魔力を回収していただく必要はなさそうだった。

　しかし、玲侑殿下の唇によって、私の唇が塞ふさがれてしまう。思考をぼんやりと霞かすませながら、このまま普段の調子で吸われたらむしろ魔力低下症になってしまうと心配していたのだが、触れ合った唇から魔力が交わされることはなかった。

　魔力の行き来が伴わない口吸は初めてかもしれない。魔力を交わさなくとも、信じられないくらい心地好い……。私はうっとりと目を瞑つぶり、その口吸に酔いしれた。




　それから、どれくらいの時間が経っただろう。

　うとうと微睡んでいたところで肩を揺らされ、ハッと目を開ける。

「……玲侑殿下？」

　枕代わりにしていたのが玲侑殿下の胸板であると気が付き、私は慌てて身を起こした。微睡んでいるうちに、身体の怠さはほとんど気にならなくなっている。

「申し訳ございません、私……」

「見ろ、柳弦」

　私の謝罪を遮り、玲侑殿下が魔石を入れていた籠を引き寄せられた。

　そこには、玉のような赤子がスヤスヤと眠っている。

「魔力が満ち、ようやく人の姿が顕現したようだ」

「……この子が……、」

　眠っているので瞳ひとみの色は分からないが、髪の色は完全に玲侑殿下とお揃そろいだ。産まれたばかりでまだ顔立ちがはっきりしておらず、少し分かりにくいが、下がり気味になった眉まゆの辺りから私の血を感じなくもない。
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　一目見て、私が産んだ子だと分かった。

　私はパシャパシャと水音を立てながら、膝ひざ立だちで水の中を這い、赤子の収まった籠に近寄る。そっと手を差し入れて、その小さな命を抱き上げた。

　赤子はよく眠っているようで抱き上げられても目を覚まさなかったが、私が胸に抱くと、私の羽織っている浴着の端をギュッと握り締めてくる。

「……私の子だ」

　無条件に湧き上がってくる喜びを嚙かみ締しめ、宝物を仕舞い込むような心地で我が子を抱えている私の肩を、玲侑殿下が後ろから抱き寄せてくださった。

「ああ、私たちの子だ」

　玲侑殿下もまた、私と同じ気持ちで子どもの誕生を喜んでくださっていることが伝わってきた。

　ただ、ただ、我が子への愛おしさで胸がいっぱいになる。




　後日、その子は俐り瑛えいと名付けられた。

　玲侑殿下そっくりの瞳を持つ男の子だった。







18◆三人での生活




「まだ起きておったのか」

　俐瑛の寝顔から視線を上げると、扉に手をかけた玲侑殿下が、こちらを呆あきれた表情で見下ろしていらっしゃった。

「つい先ほど、俐瑛が寝てくれたところなのです。寝る前の魔力供給で目が冴さえてしまったようで」

「夜半と明け方の供給もあるのだから、そなたも早く寝台に入りなさい。そのうち倒れるぞ」

　私は魔力量の少なさを補うため、人よりも頻繁に魔力を供給しなければならない。そのため、睡眠時間が削られるのは致し方ないことだった。

　しかし、休職して子育てに専念している私よりも、尚書令の仕事を続けながら夜中の魔力供給をこなしている玲侑殿下のお身体の方が、余程心配だ。俐瑛が産まれてから、魔力交わしを始める前の顔色へ少しずつ戻っていらっしゃるように見える。




　──玲侑殿下がぐっすりお休みになられて、寝不足が少しでも解消されますように──。




　ふわっと、慣れ親しんだ浮遊感を感じた。

　俐瑛を産んでから、魔力が染まった状態でも治癒術を使えるようになったのだ。理由は分からない。

　出産後になって使えることが判明してからというもの、いつも顔色を悪くしていらっしゃる玲侑殿下にはもちろん、俐瑛に対しても頻繁に使っている。

　俐瑛相手だと、不調がなさそうに見えても治癒術が発動するのだ。すくすくと育って欲しいと願う親の愛情が強いからかもしれない。

　治癒術をかけると泣き止んでくれることも多く、便利に使わせてもらっていた。何より、魔力を消費しないところが最高だ。

「治癒術もよいが、私にはこちらの方が効く」

　いつの間にか真横へお立ちになられていた玲侑殿下が、椅子に腰かけている私の高さに合わせて腰を折られた。唇が触れ合い、ゆったりとした流れで魔力が交わされてゆく。

「……ん、」

　唇が離された時には、すっかり蕩けてしまっていた。潤んだ視界で玲侑殿下を見つめる。

「寝室へ向かうぞ」

「……はい」

　縁を結んでふた月、帰る部屋を共にしてひと月が経とうとしているが、未だに寝室を同じくすることには慣れない。

　一応、お互い別々の寝室も用意してあるのだが、俐瑛の魔力供給に都合がよいと言って、同じ寝室で眠ることを玲侑殿下が望まれたので、私はそれに従っている。

　夫婦向けの寝台はあの長椅子よりもずっと広く、玲侑殿下と並んで眠ってもたっぷり余裕があった。玲侑殿下のお隣で眠るのは恐れ多く、私はいつも距離をおいて眠ろうとするのだが、朝になって目が覚めると腕に抱き込まれていることが珍しくない。

　玲侑殿下が私の存在を疎ましく思われていないご様子なので、最近は私も少しずつ慣れてきたように思う。

「……ぁ、」

　指が夜着の隙間に入り込み、素肌をなぞった。その指から戯れに微弱な魔力を流されると、その刺激は擽ったさと快感の狭はざ間まで揺れる。

　私の身体が妊娠可能になる産後十日を過ぎた頃から、私たちは挿入の伴う魔力交わしを行っていなかった。俐瑛の魔力供給が終わっていないこの時期に、新たな命が芽生えると事だからだ。

　避妊する魔術はあるのだが、その魔術の効果が続く間は魔力が交わせなくなる。それでは本末転倒なので、私たちの間では一度も使ったことがなかった。

　その代わりのように、取り入れられる行為があった。しかし、私はこの行為が苦手だ。何故ならば……。

「……ふ、ダラダラと漏れだしておるぞ」

　私の興奮しきったものから溢れだした透明な液を舐なめ取とりながら、玲侑殿下が楽しげな声で囁ささやかれる。私は耳を塞ぎたい気持ちになりながら、目の前で硬くそそり勃っているものを懸命に舌で愛あい撫ぶしていた。

　挿入の代わりとして行われるようになった、お互いのものを口で愛撫し合うこの行為は、私にとって難易度が非常に高い。

　敏感な場所を刺激されながら、魔力がぐるぐると互いを行き来する。それだけでは済まされず、恥ずかしいところを間近で見つめられながら、恥ずかしい言葉が飛んでくるのを聞いていなくてはならないのだ。

　私は毎回あっという間に訳が分からなくなってしまって、玲侑殿下が達するところまで奉仕できた例ためしがない。

「ふ、ぁ、まって、んぐ……っ、」

　どれだけ大きく口を開いてもすべては入りきらないそれを、口に咥くわえておくことすら難しくなってくる。私は、せめてもと両手を添え、頰擦りするように顔を寄せているしかできなくなった。

　そのまま頭が真っ白になり──気が付くと、玲侑殿下の喉のどがコクリと鳴らされていた。また、私だけ達してしまったようだ。

　強烈な脱力感に抗い、玲侑殿下のものを引き続き愛撫しようとするのだが、すぐに取り上げられてしまう。

「夜も遅いゆえ、もう眠りなさい」

　玲侑殿下がサッと夜着を整えてくださり、少しひんやりとした手のひらに目元を覆われてしまえば、急激な眠気に襲われて抵抗できなくなる。今度こそ、最後までさせていただきたかったのだが……。




　泣き声で目が覚めた。

　バッと身を起こして周囲を見回すと、隣に眠っていたはずの姿がない。慌てて隣の子ども部屋へ向かうと、困りきった表情になられた玲侑殿下が、泣き叫ぶ俐瑛を抱き上げていた。

「俐瑛？　玲侑殿下……？」

　私がパタパタと駆け寄ると、玲侑殿下は俐瑛を私の腕へ渡してくださる。私の腕に収まった途端、俐瑛は泣き叫ぶのを止めたけれど、まだグズグズと鼻を鳴らしていた。

「俐瑛が夜泣きしましたか？」

　玲侑殿下の安眠を邪魔したのであれば申し訳ないな、と思いながら俐瑛をあやしつつ問いかけると、玲侑殿下は気まずげに視線を逸らした。

「いや……そなたがよく眠っておったゆえ、私一人で魔力を供給しようとしていたのだ。しかし、途中で俐瑛を起こしてしまってな。せっかくよく眠っていたのだが」

　そう言われて初めて、供給の時間を過ぎていることに気が付いた。私は背筋を冷やし、まだぐすっている俐瑛の額に手を当てると、慌てて魔力を供給する。

　ただでさえ、今の供給量で魔力が足りているか不安に思っていたところなのだ。予定していた時間を寝過ごすなど、大失態もいいところだった。

　私はありったけの魔力を手のひらに集中させる。生後半年頃までの赤子は、血を分けた両親の魔力であれば、どれだけでも額から吸収してしまえるらしい。

「……おい、やり過ぎだ」

　玲侑殿下が止めてくださった時には少し遅かったようで、私は目め眩まいを感じて足元をふらつかせた。すぐに支えてくださったので事なきを得たが、危うく俐瑛を抱いたまま転倒するところだった。

「も、申し訳ございません……っ」

「そなたは何をやっておるのだ？　そのように無理をしなくとも、俐瑛の魔力は十分に足りているぞ」

「……そうでしょうか……」

　玲侑殿下のお言葉でも信用しきれず、私は不安でざわめく心を落ち着かせることができなかった。

　……玲侑殿下の魔力は十分であろうが、私の魔力だけ足りていない可能性が高いのではないかと思ってしまう。

　通常、魔力量が釣り合っていない二人の間には子どもが産まれないため、両親とも健在であるのに供給量が極端に偏る事態は滅多に起こらない。故に、そこまで世間では意識されていないのだが……ひとり親しか持たない子どもが魔力に乏しく育つのは、純粋に供給量が少ないことだけでなく、片方の親の魔力に極端に偏ってしまうことも原因らしい。

　玲侑殿下は私の供給量に上手く合わせてくださっているが、元の魔力量が違いすぎるので、ほんの僅わずかな誤差が深刻な偏りを生み出しかねない。

　そこで、少しでも多くの魔力を俐瑛に与えてやるため、私は玲侑殿下の倍に近い頻度で供給することになっている。その大事な供給時間を欠かすことなどできないのだ。

「供給を終えたのなら、さっさと寝台へ戻るぞ。俐瑛も眠そうだ」

　ハッとして腕に抱えた俐瑛を見下ろすと、つい先ほどまで泣き喚いていたのが噓のように、うとうと目を閉じかけている。起こさないようにそっと赤子用の寝台へ寝かせると、玲侑殿下から促されるまま夫婦の寝室へ戻った。

　……明け方の供給は、絶対寝過ごさないようにしよう。

　そう思うと、身体は睡眠を欲しているはずなのに眠気が訪れず、私はまんじりともせず夜を明かした。




「子育て、大変そうですね。柳弦殿」

　仕事の関係で部屋まで訪れてくださった楓蓮侍郎が、私の顔を覗のぞき込こんで心配そうな表情を浮かべられた。

「大変、ということもございませんが……少し寝不足なのは否めないかもしれません」

「柳弦殿は一晩に二度も魔力供給をしているのでしょう？　私は一度で良かったのですが、それだけでも大変でしたよ」

　私は苦笑で返事を誤魔化しつつ、手渡された書類を一枚ずつ確認していった。何年も私が担当していた雑務で、決して難しい内容ではないのだが、私ではないと分からない部分が多少存在するのだ。

「……ああ、ここは国家予算の算出書と照らし合わせる必要があります。該当箇所は……申し訳ございません。さすがに対象が多すぎて、実物を見なければ思い出せそうもありません」

「そうですか……困りましたね。国家予算となりますと、持ち出すことができません。かと言って、私が一から探す時間を捻ねん出しゆつすることも難しいですし……」

　ということで、明日、私が直接戸部へ向かって必要な書類を探すことになった。魔力供給の合間を縫った数刻程度なら、俐瑛を側仕えに預けていっても問題ないはずだ。

　申し訳なさそうにしていらっしゃる楓蓮侍郎には、気にしないで欲しいと笑いかけておく。

「しかし、本当に玲侑殿下と似ていらして、美しい赤子ですね」

　揺れる籠かごに入れられてご機嫌な様子の俐瑛を見下ろし、楓蓮侍郎は笑みを浮かべられた。

　まだ言葉も話さないような赤子に向かって『美しい』という表現は珍しいが、それを否定しきれない雰囲気が俐瑛にはあった。

　きっと、幼い頃の玲侑殿下もこのように美しいお子であったのだろう。まったく同じ色をした髪と、瞳ひとみ。……もういっそ、私に似たところなど一つもなければよいとさえ思ってしまう。

「このまま、魔力も玲侑殿下に似てくれるとよいのですが」

「魔力ですか？」

　私が余程思い詰めた顔をしていたせいか、楓蓮侍郎は不思議そうに首を傾げられた。

「多いに越したことはないでしょうけれど、そればかりが子どもにとっての幸せだとは、私は思いませんよ。柳弦殿がこうして、たくさんの愛情を注いで育てていらっしゃるのですから、それだけで十分だと私は思います」

「……ありがとう存じます」

　子にとっての幸せ、と言われると耳が痛い。

　私は、玲侑殿下が望まれるから、その意にそぐわなければ今の関係が崩れてしまうと恐れ、俐瑛の魔力供給に対して必要以上に神経質となっている。すべては、俐瑛のためではなく、自分のためなのだ。

　そう考えると俐瑛に申し訳ない気持ちもあるのだが……結局、私は言い様のない恐怖に突き動かされ、いつも少し多めの魔力を注いでしまう。玲侑殿下がお仕事でいらっしゃらない、昼の時間帯は特に……。

「それでは、私はそろそろお暇いとまします。柳弦殿、くれぐれも、あまり無理はしないようお気をつけくださいね。体調を崩してしまいますと、半年の期間が過ぎても仕事へ復帰できなくなりますよ。そうしたら、向焰尚書も私も、とても困りますからね」

　最後に冗談混じりでそのようなことを告げ、楓蓮侍郎は戸部へ戻っていかれた。

　明日は、久しぶりの外出になりそうだ。同じ城の中とは言え、いい気分転換になるかもしれない。用件はただの仕事だが、少し楽しみだった。







19◆最後の言葉




　お昼の魔力供給を終えてから、側仕えに俐瑛を預け、戸部へ向かって歩き出した。城の一番奥に位置している王族の居住区内に部屋を設えたので、同じ城の中とは言え、戸部まではそこそこ距離がある。

「柳弦？　一人で来たのか」

　向焰尚書の反応がよく理解できず、首を傾げる。誰かと一緒に来る約束はしていなかったはずだ。

　よく分かっていない顔をした私を見て、呆あきれた表情になった向焰尚書が、その言葉の理由を教えてくださった。

「お前は王族の伴はん侶りよになったのだろう。一人で出歩いて大丈夫なのか？」

　言われてみると、玲侑殿下はいつも護衛官の狼波さまを伴っていらっしゃるし、狛玖殿下は数えきれない人数をゾロゾロ引き連れていらっしゃった。王族が一人で出歩くことは滅多にないのだろう。

　しかし、私にそれが当てはまるかと言うと、少し違う気がする。

「確かに、私は玲侑殿下の伴侶となりましたし、私の産んだ俐瑛は王族になるかもしれませんが……私自身が王族になったわけではございませんから」

「そりゃあ、王族と、王族の伴侶とでは立場が違うと言われれば、その通りだが」

　王族の伴侶となっても、元の立場から変わるわけではない。当然だ。生まれ持った魔力量が変わるわけではないのだから。

　柚国の貴族社会は魔力量で上下関係が決まっている。上下関係が入れ替わるほどの魔力差で縁結びが成り立つことは滅多にないので、私のような立場は稀まれだが、皆無ではないのだ。そして、私のように身分差のある縁結びが行われたとしても、それを理由に上下関係が入れ替わることはない。

　まあ、これが国王陛下の配偶者──王配ともなると、背負うべき役目もあって色々と大変らしいが……。

「玲侑殿下はお前の一人歩きを許可されたのか？」

「え？　……いえ、許可は特に頂いておりませんが？」

「……ということは、何も言わずにここまで来たということか」

　表情を険しくされる理由が分からず、私はキョトンと目を瞬いた。

「部屋から出ることは禁止されていませんし、戸部へ来るのに許可が必要とは考えもしませんでした」

「……屋敷で赤子の世話をしていると思っていた伴侶が、何も言わずに出掛けたと知ったら、普通、心配すると思わないか」

　物分かりの悪い子どもの相手をするように言い含められても、あまりピンとこなかった。私が勝手に出歩くと、玲侑殿下は心配されるだろうか？

「……もし、そうだとしても、行き先と帰りの予定は側仕えに伝えてありますので、大事にはならないと思います」

「まあ、お前が良いと言うなら、これ以上はもう何も言うまい」

　結局、向焰尚書が何を気に掛けられていたのか、よく理解できなかった。

　モヤモヤする気持ちを抱えながら、私は本来の目的である、国家予算関係の書類が納められている資料室への入室許可を向焰尚書から頂き、楓蓮侍郎の元へと向かう。

　目的の書類はすぐに見つかり、私は予定より少し早いくらいの時間に帰路へつくことができた。

　戸部を出てすぐ、どこかで見た覚えのある文官が廊下の対面から歩いてくるのが見えた。中級貴族の帯を締めていらっしゃる。戸部に用があるならここを通りすぎるだろうと思い、道を譲ったのだが、その中級文官は何故か私の目の前で立ち止まられた。

　不思議に思って顔を上げたところで、その文官をどこで見たのか思い出す。尚書台付きの文官だ。最も末席に着き、訪問者の対応をしてくださっていた。

「ああ、柳弦殿。すれ違いにならず幸運でした。殿下が柳弦殿をお呼びです」

　予想外なことを告げられ、私は内心飛び上がらんばかりに驚いた。

　向焰尚書から、玲侑殿下に何の報告もせず出歩いたことを咎とがめられたばかりである。貴族の常識がそうであるならば、私が勝手に出歩いたことに気が付かれた玲侑殿下から、何らかの叱責を受けるかもしれない。

「分かりました。すぐに向かいます」

「殿下は三の棟にいらっしゃいます。なるべく早くお伺いください」

　尚書台でも、いつもの応接室でもなく、三の棟と言われたことに違和感を覚えはしたが、そこまで深く考えることはしなかった。顔見知りの文官が仰るのだから、間違いはないと考えたのだ。

　私は尚書台付きの文官に感謝を告げ、早足で目的地へ向かう。三の棟は、尚書台へ向かうための方角とは正反対の位置にあるが、ここからそう遠くない。急いで向かえば、数分で着くだろう。

　以前は御史台が設置されていた建物らしいが、数年前に御史台が城の外へ置かれるようになってから、使う者がいなくなった。それが三の棟である。

　城の一部であるため掃除は行き届いているのだが、人の気配がないので少し気味が悪く、私は今までここに近寄ったことはなかった。

　本当に、このようなところに玲侑殿下がいらっしゃるのだろうか……？

　にわかに不安が湧き上がってくる。しかし、尚書台付きの文官が、噓を言うとも思えない。

　そこまで広い建物ではないので、三の棟へ足を踏み入れてすぐ、奥の部屋に人の気配があることに気が付いた。

「玲侑殿下？」

　恐る恐る扉を開ける。その扉の先にあったのは、玲侑殿下のお姿ではなかった。

「──遅かったではないか、待ちくたびれたぞ。下級貴族ごときが王族である私をこのような場所で待たせるとは、やはり立場が理解できていないのではないか？」

「狛玖殿下……？」

　何故、狛玖殿下がここに？　私は、玲侑殿下が呼んでいると聞いて、ここまで──。

　ハッとして、先ほど、中級文官から告げられた言葉を思い出した。

『殿下』がお呼びです、と言われただけだった。一言も、玲侑殿下のお名前は聞いていなかったのだ。

　しかし、尚書台付きの文官が言う『殿下』が、まさか尚書令であらせられる玲侑殿下ではなく、狛玖殿下のことを指すとは夢にも思わない。

　嵌はめられたのだ、ということが即座に理解できた。

　ゴクリ、自分が唾つばを飲み込む音が、やけに大きく響いて聞こえる。

「……私をお呼びいただいたのは、狛玖殿下でございますか？　突然、どのようなご用件でしたでしょう」

「頭が高いぞ、下級文官。王族に対する礼儀はどうした？　恥知らずの噓つきは常識すら知らぬのか」

　騙だまし討うちのように呼び出しておいて、礼儀がなっていないのはどちらかと憤る気持ちを抑え、私は膝ひざをついて最高礼をとった。

　その私の後頭部を、ガッと強い衝撃が襲う。

「ぅ……っ、」

「下級貴族など、そうして地に這はっているのが似合いだ。貴様が産んだ、あの気味が悪い赤子もな」

　俐瑛の存在を話に出され、私は身体を固くした。私が多少の理不尽を被るだけならまだしも、俐瑛にまで害が及ぶことだけは、何とか回避しなければならない。

「……何がお望みですか？　私がどのようにすれば、狛玖殿下はご満足いただけますか」

　ただ、私の頭を踏みつけるためだけに、わざわざこのような場所まで呼び出したとは考えにくい。何か目的があるはずだ。

　そう思って問いかけると、狛玖殿下は忌々しそうに私を見下ろした。

「生意気な口を聞きおる。……言われなくとも分かるだろう。玲侑と瓜うり二ふたつに見せかけた、あの気味の悪い赤子の正体を、陛下にご説明差し上げろ。王族の血など一滴も引いていないとな」

「それは……」

　口で言うだけならできなくないが、私がそれを言い張ったとして、誰が信じるだろう？　むしろ、俐瑛が玲侑殿下のお子ではないという証拠の方がないのだから、ただの妄言として片付けられるのが落ちだ。

　私が何と返事をして良いものか戸惑っていると、狛玖殿下が苛いら立だたしげに私の腹を蹴けり上あげた。

「ぐ、ぁ……っ」

「拒否するのであれば、無理やり奪ってやるまでだ」

　そう言い放った狛玖殿下が私の髪を乱暴に摑つかみ、強制的に頭を上げさせられる。

「く……っ、」

「今は魔力供給の時期であろう？　聞いたぞ。そなた、普通よりも倍の回数は供給せねば、満足に魔力を与えられないのだって？」

　ニヤリと口の端を上げた狛玖殿下が、私に顔を近付けてくる。

　嫌な予感に、私は逃げ出そうと足をバタつかせた。髪がブチブチと何本か抜ける音は聞こえたが、狛玖殿下の手から逃れることに成功する。

　しかし、扉へ向かって走り出そうとしたところ、狛玖殿下を守る護衛官からすぐに捕らえられてしまった。

「馬鹿な男だ。素直に従っておれば、まだ悲惨な目に遭わず済んだものを」

　私を押さえ付けているのとは別の護衛官が、緊縛の呪文を唱えた。私の両手、両足が、それぞれ纏まとめて縛り上げられたように動かなくなる。

「フン、無様だな」

　床に転がっている私を見下ろして鼻を鳴らした狛玖殿下が、ゆっくりと近付いてくる。私はどうすることもできず、その様子を眺めているしかなかった。

　狛玖殿下の手が再び私の髪を摑み、頭を持ち上げられる。

「知っているか？　他人の魔力が混じれば、その魔力が完全に消えるまで、赤子に魔力供給をすることができなくなる。たった半日のことでも、貴様には大きかろう？」

「……っ、や、め……っ」

　狛玖殿下は知らないようだが、最悪なことに、私の魔質は普通と異なる。玲侑殿下と魔力を交わしてからというもの、私から玲侑殿下の魔力が完全に消えたことは一度もなかった。

　それは、一日と空けずに魔力を交わしていたからかもしれないし、そもそも一日以上が経っても元に戻らないのかもしれない。それが二日なのか、ひと月なのか、それとも一生なのか……分からない。

　そのような長い期間、俐瑛に魔力を与えられなければ……王族に相応しい魔力量を持つかどうか以前に、貴族として欠陥を抱えることになるかもしれなかった。……私のように。

　迫りくる狛玖殿下から少しでも逃れようと顔を背けるが、首を絞めるように無理やり顎あごを固定されてしまう。もう、息遣いを感じるほどに、顔が近い。

「私と魔力を交わせられること、光栄に思え」

　そして、唇が触れてしまった。

　濁流のように注がれた魔力が、私の身体を一瞬で食い殺してゆく。

　私の身に適応した魔力量を覚えられる前の玲侑殿下が、あれでも最初から相当手加減してくださっていたと身に染みた。熱いと感じる暇もなく、私の身体が限界を迎える。

「──柳弦！」

　意識がスコンと落ちる直前……私を呼ぶ、聞き慣れた声が聞こえた気がした。でも、きっと願望が生み出した幻聴だ。

　だって、このような場所に、玲侑殿下がいらっしゃるはずがない──私などを、助けに来てくださるはずがない。

　魔力過多で熱いはずなのに、何故か身体の芯しんから凍えるように寒い。血が巡っていないような気がする。私は、このまま死ぬのだろうか。

　……死ぬくらいなら、いっそ伝えてしまえば良かった。恐れ多過ぎて、ずっと、自分の中で考えることすら避けていた言葉。伝えても、貴方を困らせるだけかもしれないけれど。

「れ、ぅでん、か……お慕い、して、おりま……す、」

　最後の力を振り絞り、声帯を震わせる。──私の意識は、そこで途絶えた。







20◆私の願い




　チャプ、という小さな水音で目が覚めた。

　意識が覚かく醒せいしても、身体中が怠くて首を動かすことすらままならない。視線だけで周囲を窺うかがうと、ここが賜命の泉であることに気が付いた。

　何故、私は泉の中に沈んでいるのだろう。頭が支えられているので呼吸に問題はないが、一歩間違えれば眠ったまま溺でき死ししてしまいそうだ。

「……目が覚めたか」

　のろのろと、声の聞こえた方へ視線を向けると、氷の瞳ひとみが私を見下ろしていた。そこでやっと、私の頭を支えてくださっているのが、玲侑殿下であることを認識する。

「わた、しは……」

　声が嗄しわがれてしまって、まともに喋しやべることができなかった。それでも、私の言いたいことを悟ってくださった玲侑殿下が、この状況を説明してくださる。

「そなたは、無理やり流し込まれた魔力のせいで死にかけておったのだ。早急な処置が必要であったが、狛玖の魔力が混じっている状態で私が吸収するわけにもいかぬゆえ、この泉に連れてきた。この泉の水なら、余分な魔力を溶かすことができる」

　……そうだ。私は、狛玖殿下から強制的に魔力を交わされて……。

　そこまで思い出したところで、ようやく頭がしっかり覚醒した。

「りえ、ぃ、の供、給……！」

「私が代わりにしておるので、多少魔力に乏しく育ったとしても健康上は問題ない。そのために、私はこうして必死で我慢しておるのだ。できるなら今すぐにでも、そなたの魔力を書き換えてしまいたいのだが……」

　低い声で唸うなるように言葉を吐き出す玲侑殿下の、悔しそうに歪ゆがんだ表情を気にする余裕もなく、私は俐瑛のことを思って血の気が引いた。

　私だけでなく、玲侑殿下までもが半日近く魔力供給をできなくなってしまえば、俐瑛の身にどこまでの不都合が降りかかるか知れない。

　しかし、私の魔力を供給できぬ状態がこのまま続くようであれば、結局、俐瑛の将来に陰りが生まれることは免れまい。

　居ても立ってもいられない焦燥感に突き動かされ、私はなけなしの力を振り絞って身を起こそうとした。しかし、身体を支えようとして泉の底についた腕は力が入らず、すぐにズルッと身体が傾いてしまう。

　頭が泉へと沈む前に、玲侑殿下が私の両脇に腕を差し入れ、泉から身体を引き上げてくださった。

「何をしておるのだ、馬鹿者。魔力は多少落ち着いたが、一度強い負担に晒さらされた身体の方は、まだ回復しておらぬのだぞ」

「しか、し……俐瑛の、魔力が……」

　私が混乱に濁った目で見上げると、玲侑殿下から静かな眼差しで見つめ返された。その瞳を見ていると、自然と心が落ち着いてくるような気がする。

　そうして見つめ合っていたが、しばらくして、玲侑殿下がゆっくりと口を開かれた。穏やかな声音が私を包み込む。

「……たとえ魔力が弱く育っても、命に関わるわけではない。私は、俐瑛が健やかに育ってくれさえすれば、それで満足だ。……そなたは、違うのか？　王族たり得る子が産まれず、私が国王になれぬのであれば、もう用無しと切り捨てるのか？」

　私の真意を読み取るべく、氷の瞳がジッとこちらの目を覗のぞき込こんでくる。その瞳から、玲侑殿下もまた同じように不安を抱いていると伝わってきて、私は世界がひっくり返るような衝撃を覚えた。

　──私の抱く思いなど、玲侑殿下は些さ末まつなものと切り捨ててしまわれるに違いない──ずっと、そのように思い込んでいた。しかし、そうではないのだとしたら……私は、とんでもない思い違いをしていたことになる。

　あまりにも現実味がないように感じてしまい、思考が、視界が、おぼろげな輪郭しか摑めなくなる。そんな夢うつつの中、玲侑殿下がジッとこちらを見つめ、私の答えを待っていらっしゃることに気が付いた。私は、ただでさえ嗄かれた声を更に掠かすれさせながら、何とか言葉を絞り出す。

「私は……玲侑殿下が、王位を望まれていらっしゃると思って……」

「私が？　まさか。そのような面倒を自ら進んで抱え込みたいと望むはずがなかろう。まあ、どうしても逃れられぬ事態になるようであれば、致し方ないとは思っているが」

　私は目を見開いて、苦々しい表情の玲侑殿下を凝視した。

「……それでは、私が俐瑛を産むことを、玲侑殿下は望まれていなかったのですか……？」

　少しは喋りやすくなってきた喉のどで、動揺を隠しきれない震えた声音を絞り出すと、私を支える腕の力がにわかに強くなった。

「そなたは今まで何を聞いておったのだ？　以前、私は、望むと言っただろう。私の子を、そなたに産んで欲しいと」

「はい、お聞きしました……けれど、それは玲侑殿下が王位に就くために必要だったからではなかったのですか？　王位を望まれないのでしたら、どうして子を望まれたのでしょう……？」

　玲侑殿下はカッと顔を赤らめて私から視線を逸らし、口を二度ほど開きかけたが何を仰るでもなく、しばらくして大変不機嫌そうな表情になって私を睨にらみ付つけた。

「そなたは、私に言わせるため、わざとそうして分からぬふりをしておるのではあるまいな」

「……どういう意味でしょうか？　私は、何か玲侑殿下のご不興を買うようなことをしてしまったでしょうか」

　私が心底から何も分かっていないことをご理解いただけたようで、玲侑殿下は身体中の空気をすべて吐き出すような、深いため息を落とされた。

　どうして急に機嫌を損ねてしまわれたか分からず、オロオロと視線を彷徨さまよわせていた私の両頰が、玲侑殿下の両手に捕らえられる。強制的に視線が交わった。

　無意識に、そのまま口吸されることを望んでしまった。しかし、今は魔力が少しでも混じるといけないので口吸はできないのだと思い出し、期待してしまったことが恥ずかしくなる。

　少し火照った私の頰をからかうように親指で擦り、玲侑殿下は苦笑を浮かべられた。

「はっきりと口に出さなかった私も悪かった。そなたが時折、あり得ぬほど抜けているところがあると、分かっていたはずだったのだが」

　あり得ぬほど抜けている、とは酷い言い草だ。しかし、否定しきれないと思ってしまう自分が悲しい。これでは、一回り以上歳の離れた妹から、いつまで経っても心配されるのも頷うなずける。

　思わず微妙な表情を浮かべてしまったところで、玲侑殿下の顔が近付いてきて、額に唇が触れた。そのまま降りてきた唇が、私の耳元で止まる。

「これ以上そなたに想定外の行動をされると、私の身が保もたぬ。故に、そなたが要らぬ邪推をしないよう、はっきりと言葉にする決心が付いた。一度しか言わぬゆえ、よく聞いておくように」

　そこまで長々と前置きをされると、いったい何を言われるものか、不安が膨らんでくる。身を固くしている私を腕で抱え込んだ玲侑殿下は、私の耳の中へ直接言葉を吹き込むようにして、囁ささやいた。

「柳弦。私は、そなたを……愛しておる。故に、そなたと俐瑛が私の傍で生きていてくれるだけで、私は、幸せなのだ」

　あり得ないと思っていた言葉を聞かされ、私は何も考えられず、そのまま固まっているしかできなかった。その間に、玲侑殿下の唇が私の耳に悪戯を始めてしまう。そのせいで更に思考が阻害され、私は涙目になって玲侑殿下の衣をギュッと摑つかみ、胸元に縋すがり付ついた。

「あの、その……私は、えっと……」

「私のことを慕っておるのだろう？　その言葉はもう聞いた」

「……えっ!?」

　パッと顔を上げると、少し耳を赤くした玲侑殿下が意地悪に微笑み、私を見下ろしていた。

「狛玖の元からそなたを救い出したとき、意識を失う直前に、そなたが言った言葉だ。よもや、忘れたとは言わせぬぞ」

　……残念ながら、身に覚えがあった。幻覚だと思い込んでいた玲侑殿下に向かって、最後にどうしても伝えたいと思った言葉を告げたのだ。まさか、本人に聞かれていたとは夢にも思わない。

「……ご不敬を申し上げましたこと、お許しください」

「っ、そなたはまた、そうやって……私の言葉を聞いていたか？　私に、あのような言葉を二度も三度も言わせるつもりか？」

　刺とげ々とげしい口調で詰られているうちに、先ほど玲侑殿下から告げられた言葉の意味が、ようやく脳まで到達してくるのを感じた。

　──そうか。私たちは、互いに想い合っていたのか。

　スコン、と。胸につかえていた色々なものが、一気に吹き飛んだ。このように晴れ晴れとした気持ちになるのは、いつ以来だろう。

　ずっと──あの日、初めての暮四刻、私の価値を認めてくださったあの瞬間から──とっくに芽生えていたこの感情に、自分でも気が付かないふりをしてきた。どうせ手に入らないと分かりきったものを望み続けるのは、とてもつらいことだと知っていたから。
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　しかし、諦あきらめる必要は、なかったのだな。

「……ずっと、お慕いしておりました。玲侑殿下。私を伴はん侶りよにしてくださって、俐瑛を授けてくださって、ありがとう存じます」

「……だから、もう聞いたと言うのに」

　言葉を告げた私よりも、聞いている玲侑殿下の方が照れているご様子なのが面白くて、私は声を上げて笑った。それを珍しげに見つめられて、私は今まで玲侑殿下の前で、このように笑ったことがなかったことに気が付いた。ずっと、玲侑殿下の前では緊張しっぱなしだったからな。

「し、失礼いたしました」

「いや……」

　玲侑殿下は珍しく穏やかに微笑まれ、私の頰を指先で擽った。

「そなたの笑った顔は良いな。もっと笑ってくれ」

　私から言われると照れるくせに、自分ではそのような殺し文句を仰ってしまうなど、あまりにズルい。真っ赤に染まった顔を俯うつむけて隠した私の後頭部に、玲侑殿下がそっと顔を寄せられる。

「これからも、私の隣でずっと笑っていてくれ、柳弦」

「……はい、玲侑殿下。私も、玲侑殿下が隣で笑っていてくださると、とても嬉うれしいです」

　玲侑殿下が微笑まれると、その瞳の中の氷が蕩とろけて温かな光を宿す。その光景に見み惚とれてしまったことが、今まで何度もあったと思い出す。

　──玲侑殿下の瞳が温かな光を宿しているところを、この先もずっと、隣で見ていられますように──。

　その願いは、治癒術のように意味のある祈りとして神に捧ささげられることはなかった。しかし、それで構わない。玲侑殿下の氷の瞳を溶かすのは、他でもない、私の役目なのだから。







◆エピローグ




　私の伴侶は、やたらと自己評価が低い。そのことをはっきりと認識したのは、やっとのことで想いが通じ合った後……最近になってからのことである。

「本当に、私などが玲侑殿下の伴侶でよろしいのでしょうか……」

　この期に及んで、いまだにそのようなことをウジウジと悩んでいる姿を見ていると、ひどく不思議な気分になる。この男は、自分がどれだけ私に影響を与えているのか、まったく自覚がないのだろうか。

　柳弦から影響を受けているのは、私だけではない。戸部尚書や戸部侍郎は下級文官相手とは思えぬほど過剰に目をかけているようであったし、家族からも随分と愛されているようであった。私の護衛官である狼波や、叔父である珠然陛下もまた、すぐに柳弦を気に入っていた。

　誰にでも分け隔てなく心を砕き、慈悲深く、魔力こそ弱いが文官としての能力には一際優れている。

　それなのに、何故、これほどまでに自信なげなのか。──その原因が、魔力量に対して並々ならぬ劣等感を抱いているからだということは、すぐに想像がついた。

　唯一の実子であった自分が家を継げず、養子である義妹が継ぐことになった生い立ちが、柳弦の自信を根こそぎ奪ってしまったのであろう。

　変な諦め癖があったり、不意に与えられた言葉や機会に一々大おお袈げ裟さな反応を示したりするのも、その劣等感が原因だと思われる。

　そのような男であるゆえ、俐瑛が元気であるならそれで良いと伝えた魔力供給についても、あれから何度も蒸し返しては、申し訳なさそうに眉まゆを下げている。その表情も嫌いではないが、できれば笑顔を見ていたいものだ。




　結局、柳弦の魔力から、狛玖の痕こん跡せきが消えることはなかった。一度私の魔力ですべて塗り替えてしまえれば解決するのだが……少しでも狛玖の魔力がこちらに移ると、半日以上、俐瑛に魔力を供給できなくなってしまう。

　故に、私は今すぐにでも柳弦を押し倒してしまいたいところを、俐瑛への魔力供給が必要なくなる生後半年の魔力測定の日まで、待たなければならなかった。

　それを考えるたび、あの忌々しい従弟いとこを、この世から消し去ってやりたいという衝動を抑えるのに苦労する。叔父上から懇願されてしまったゆえ、実行するつもりはないが。

　──あの日。柳弦が狛玖の罠わなに捕らえられた日。

　出産から日が浅く、精神的に不安定なところがある柳弦を下手に刺激しないよう、私は本人には知らせず影の護衛を付けていた。故に、柳弦が戸部へ向かったことは把握していた。

　その護衛から、尚書台付きの文官から不審な接触があったという報告はあった。しかし、普段の言動から疑わしい人物という認識がなかったゆえ、すぐには動かなかった。まさか、狛玖から脅され、あのような愚かな真似を働くとは思ってもいなかったのだ。

　引き続き柳弦の後を追っていた護衛から、狛玖との接触を聞かされた私は即座に部屋を飛び出した。相手が王族では、柳弦に付けている護衛では太刀打ちできない。

　結局、私は間に合わず、柳弦を危険な目に遭わせてしまった。あの時の身を焦がすような後悔の念は、一生忘れることができないだろう。今後は何があっても柳弦を守り抜くと心に決める出来事であった。

　そして、命を脅かすほど溢あふれかえっていた魔力を賜命の泉に溶かした後、身体をグッタリさせた柳弦を寝室へと運び、健やかな寝息をたて始める様子を見守ってから……私は、とある目的のために暗躍を始めた。

　その目的とは、あの憎き狛玖を、廃嫡にすること。

　それは造作もない片手間仕事だった。狛玖の母親の実家がこれまで溜ため込こんでいた不正に、狛玖自身が積み重ねていた悪事、それらを詳らかにしてゆくだけで良かった。

　実の子可愛さに叔父上が泣きついてきたゆえ、命だけは助けてやったが……やろうと思えば、この世から存在を消し去るのも難しいことではなかったのだ。

　……だが、もう終わった話だ。あのようなくだらない男の存在は、もう忘れてしまおう。




　そして、やっとのことで、この待ち望んだ日が訪れた。俐瑛の魔力測定日である。

　この日は、朝から柳弦の顔色が悪かった。

「俐瑛の魔力が弱いようなことがあれば、すべて私の責任です。そうであったら、どう償えばよいか……」

　そのように心配せずとも、日に日に私そっくりに育つ息子が、柳弦のような魔力量であるはずがないと思うのだが……オロオロとしている柳弦が可愛らしかったので、何も言わずにおいた。

　俐瑛は、もう少し柳弦に似たところがあれば良かったと思わずにいられないほど、私そっくりだ。……次の子は、柳弦に似た子が産まれて欲しいものだ。私は密ひそかにそう願っていた。

「そなたには、他に心配しておくべきことがある」

　私がボソッと呟つぶやくのを聞き留めた柳弦は、不思議そうにコテッと首を傾げると私を見上げた。

「俐瑛の魔力測定よりも心配しなければならないことがあるのですか？　……式典の準備についてでしょうか」

　私はそれに曖あい昧まいな返事をしておいて、ついっと視線を逸らした。

　……今日までずっと我慢し続けてきた私の劣情を、どうやら甘く見ているようだな。




「素晴らしい魔力量です。このまま育てば、玲侑王子に匹敵する魔力へと成長するでしょう」

　俐瑛の魔力量について、御殿医からそんな言葉を聞いても、素直に喜ぶことはできなかった。

　私はこの強大すぎる魔力量のせいで、魔力過多症に苛さいなまれてきた。幸運にも、柳弦に出会うことで救われたが、俐瑛にも同じ苦労を負わせてしまうと思うと心苦しい。

　柳弦も私の魔力過多症については知っているので、不安そうに俐瑛を抱き締めていたが、それでも魔力が弱すぎると言われなかったことにはホッとしているようだった。

　……私たちが気にかけてやれば、きっと俐瑛は大丈夫だ。

　柳弦の治癒術があれば、俐瑛が魔力過多症を発症したとしても、幾分か楽にしてやれるだろう。

　柳弦は、俐瑛を産んでから私の魔力が混ざったままでも治癒術を使えるようになっていたが、狛玖の魔力が混ざってから再び使えなくなってしまったようだ。しかし、私の魔力で塗り替えてやれば、また使えるようになる可能性は高いと見ている。

　それに、私がこれから更に柳弦の魔力について研究すれば、魔力過多症の特効薬を作れる可能性もある。……いや、俐瑛のためにも、何とかして特効薬を完成させねばならないな。

　私は生来の研究好きな血が騒ぐのを感じながら、このような気力に溢れた日々を送れる幸せに感謝した。すべては、柳弦の存在があってこそだ。

「狼波、俐瑛を頼む。部屋で待機している側仕えに預けておいてくれ」

　柳弦の腕から取り上げた我が子を、後ろで控えていた狼波の腕に託した。

「は、……あの、俐瑛さまをお預りするのは構いませんが……玲侑殿下たちは、これからどちらに？」

「野暮なことを聞くな、狼波。御殿医、隣の部屋を借りるぞ。今は誰も使っておらぬであろう」

　本来は急病人を寝かせておくための部屋だが、有無を言わせず拝借し、呆ぼう然ぜんとしている柳弦を抱えて無理やり連れ込んだ。

「ちょ……っ、玲侑殿下!?　突然、何を……っ？」

　半ば放り投げる勢いで寝台に押し倒した柳弦の衣を剝はぎ取とり、素肌に口付けていると、ようやく状況を理解し始めた柳弦がバタバタと足を暴れさせた。

　これくらいの抵抗は可愛いものだ。スルッと腰を撫なでてやると、ピクッと身体を震わせた柳弦は途端におとなしくなった。

「ずっと我慢しておったのだ。そなたを私の魔力で染め直させてくれ」

　焦げ茶の瞳ひとみを見つめて懇願すると、トロンと熱の籠こもった目が私を見つめ返してきて、私は堪たまらず唇を奪った。

「……んっ、」

　柳弦の身体に負担をかけぬよう、慎重に魔力を流し込む。代わりのように私の元まで流れ込んでくる少量の魔力に、別の男のものが混じっていると思うと胸くそ悪いが、柳弦の中に残ったままにしておく方が余程気分が悪い。

　柳弦の繊細な許容量から溢れさせないよう、注意深く、少しずつ私の魔力で満たしてゆく。

「ふ、あ……、」

　そうしてでき上がった私だけの柳弦に満足し、私はようやく口を離した。唾だ液えきが糸を引いて離れていくところを、柳弦が名残惜しげに見つめている。

「は、ぁ……玲侑、でん、か……あつい……」

　必死でおねだりを始めた柳弦の姿にほくそ笑み、これから私の欲望を受け入れることになる場所を丁寧に解ほぐす。

「あ、あ……早、く……っも、我慢でき、な」

　熱に煽あおられているのは、私も同じだ。それなのに、愛する伴はん侶りよからこのように求められ、堪えられるはずがなかった。

　それでも何とか理性を振り絞り、柳弦の中を傷付けないよう、ゆっくり私の欲望を埋めてゆく。ギュウギュウと締め付けられる快感を堪能し、私は満ち足りた息を吐き出した。

　中を味わい尽くすように、ゆるゆると抜き差しするのに合わせ、魔力を交わす。久しぶりの充足感を得て、限界はあっという間に訪れた。

「柳弦……っ」

「ん……っ、」

　自分の魔力の塊を柳弦の中に吐き出しながら、柳弦の口から思う存分、魔力を吸い取る。透き通った空気のような柳弦の魔力が私を満たすと、普段から私の身体に不調をもたらしている悪素のようなものが、きれいに洗い流されてゆくような心地好さを感じた。

「玲侑、殿下……」

　私の名前を呼んだ柳弦がこちらへ伸ばしてきた手を取り、指を絡め合う。目が合うと、柳弦が柔らかい焦げ茶の瞳を綻ほころばせ、幸せそうに微笑んだ。

「久しぶりに、玲侑殿下の魔力を感じられて、嬉うれしいです。ありがとう存じます」

　……そのような可愛らしいことを言う伴侶のせいで、落ち着きかけていた欲望が、ムクムクと膨れ上がるのを感じる。自分の中で硬度を増してゆく存在に気が付き、目を見開いている柳弦に構う暇もなく、私は愛しい人の唇を再び自分の唇で塞ふさいでしまうのだった。




　──そのひと月後、私と柳弦の縁結びを祝う式典が催された。

　次期国王となることが確約された私の縁結びを祝う式典であるゆえ、それはもう豪華で、集められた招待客は多く、次々と貴族家の当主が私たちの元へ挨あい拶さつに訪れた。

　しかし、いつまで経っても口癖のように「恐れ多い」とばかり口に出していた柳弦の顔色が悪いのは、何もこの式典が派手すぎることだけが原因ではない。

「……ぅ、」

「おや、柳弦殿は少し顔色が悪くありませんか？」

　大して食事も口にしていないくせに、食べたものを吐き出しそうに口元へ手を当てた柳弦を見て、ちょうど挨拶に来ていた貴族の一人が心配そうに声をかける。

　返事どころではなさそうな柳弦の代わりに、私が貴族への対応を引き受け、体調不良の理由を述べた。

「心配は不要だ。これは……悪阻であるゆえ」

　前日になって柳弦の妊娠が発覚し、式典の日取りを改めようとした私に否やを唱えたのは、他でもない柳弦自身だった。

　このような柳弦の体調を気遣って、今日は早めに部屋へ下がる予定であることを謝罪すると、それまで縁結びの祝辞を口実に話しかけてきていた貴族たちが、今度は揃そろって懐妊の祝辞を口にし始めた。まだまだ部屋へは帰れなそうな気配に、こっそりと息を吐き出してしまう。

　しかし、こうして大勢から祝われるのも、決して悪いものではない。……そう思えるようになったのも、柳弦という、誰かに自慢して回りたいと思うほど愛しい伴侶を手に入れたからこそであろう。

　──ずっと私の心に巣食っていた冷たい氷は、すっかり溶かされ、もう元に戻ることはない……。

　その幸せな予感を嚙かみ締しめた私は、柳弦と出会ってから初めて感じるようになった、温かく穏やかな気持ちで、そっと最愛の伴侶を抱き寄せるのだった。
















番外◆『特別な魔法薬』玲侑視点










　生後半年の魔力測定で、二人目の息子である瑠る果かには、王族としての魔力が足りないことが分かった。

　その結果を聞いた柳りゆう弦げんは自分のせいだと言って落ち込んでいたが、上級貴族並みの魔力はあるのだから十分だろうと私は思っている。将来、どこぞの貴族家に降嫁する可能性が高いと考えれば、それだけは惜しいと思ってしまうが。

　私にとっては、どちらに転んでも構わぬと思っている測定結果よりも、ようやく魔力供給が終わったという事実の方が重要だった。供給期間中に次の子を妊娠したりせぬよう、ずっと我慢していたのだから。

　しかし、その日の夜になってさっそく愛しの伴はん侶りよを押し倒してみると、何故か今までにない勢いで抵抗された。

「困ります！　玲れい侑う殿下……！」

「何が困ると言うのだ？　私たちは夫婦なのだから、魔力を交わし合うのは当たり前ではないか」

　隙をついて唇を奪い、チョロチョロと魔力を流し込んでやれば途端に目を潤ませるのだから、本気で嫌がっておるわけでもあるまい。そのまま押せば流せるだろうとは思ったが、先ほどの抵抗があまりに必死な様子であったのが気になり、話を聞いてやることにした。

　私が尋ねると、柳弦はヒシッと私の袖そで口ぐちに縋すがり付ついてくる。

「このまま致してしまえば、すぐに新しい子を生してしまいます。これでは、いつまで経っても戸部に戻れぬではございませんか」

「……そなたが仕事を続ける必要はないと思うが」

　私の口をついて出た言葉を聞いた柳弦が、怒るでも詰ってくるでもなく、ただこちらを悲しい目で見上げてきた。それを見て、自分の失言に気が付く。

「……私は……向こう焰えん尚書や楓ふう蓮れん侍郎に、今まで散々お世話になってきたご恩をお返しするためにも、まだ戸部で仕事を続けていたく存じます……我わが儘ままを申してしまい、申し訳ございません」

「いや……辞めるのを強制するつもりで言ったのではない。そなたの好きにするとよい」

　平民の女性であれば、縁結びや出産を機に仕事を辞める者も多いと聞く。しかし、家の雑事のほとんどを使用人に任せて生活している貴族は、縁結びや出産を理由に仕事を辞めるということはしない。

　土地持ちの貴族家に嫁ぎ、領地経営を手伝うような場合はある。しかし、柳弦の場合は、私の伴侶になったからと言って、今すぐ職を辞してまで取り組まねばならぬ責務が発生するわけでもない。将来、王配となるための勉強は必要であろうが、働きながら学ぶので十分事足りるだろう。

　そのような立場の柳弦に向かって「仕事を辞めろ」と言うのは、貴族としての矜きよう持じを傷付ける暴言であった。だが、今さら後悔の念に駆られても、一度口に出した言葉はもう戻らない。

　黙り込んでしまった柳弦を見下ろし、私は小さく息を吐き出した。すっかり、魔力を交わすような雰囲気ではなくなってしまったな……。

　致し方なく、この日は柳弦をただ腕の中に抱え込んで眠るだけで夜を明かした。それだけでも悪くはないのだが、瑠果の魔力測定が終わるのを心待ちにしていただけに、落胆は大きかった。




　次の休日、私は朝から研究室に籠こもっていた。魔法陣や魔法薬を作成したり、新しい魔術を構築したりするための部屋だ。

　そして、寝食を忘れて一日中この部屋に籠り続けた私は、とある新しい魔法薬の作成に成功した。その魔法薬とは──。

「これが、避妊の魔法薬ですか……？」

　柳弦が疑わしげな表情で、薄紅色の液体で満たされた小瓶をつまみ上げた。

　これまで避妊と言えば、お互いの魔力が交じり合わないようにする魔術を使う方法しかなかった。一方、この魔法薬は、魔力を交ぜ合わせたうえで子種を授けても一時的に妊娠しなくなるという、画期的な薬である。

「……怪しげな色をしていますが、身体に害はないのでしょうか」

「私がそなたに害を与えるような物を作るわけがなかろう。少なくとも、身体に悪影響を与えるような物は一切入っておらん」

「玲侑殿下がご自身で作られたのですか？」

　私が首肯するのを見て、驚いた顔をした柳弦はしばらく口を噤つぐみ、ジッと手元の小瓶を見下ろしていた。私はその様子を観察しながら、当初は黙っていようかと思っていた事実を口に出すことに決めた。騙だますようなことをして、愛想を尽かされては堪ったものではないと思い直したのだ。

「……ただ、避妊の効果は理論上のものに過ぎぬ。この薬の効果を試した者は、まだ誰もおらぬからな」

　私が正直にこの魔法薬の欠点を述べると、柳弦は苦笑して瓶の蓋ふたを開けた。

「玲侑殿下が、せっかく私のために作ってくださったのですから。この薬を試すのに、私以上の適任はいませんでしょう」

　そう言って、柳弦が魔法薬を一思いに呷あおる。空になった小瓶が、コトリと机の上に置かれた。

「……では、寝室へ連れて行ってくださいますか？　玲侑殿下」

　私はゴクリと唾つばを飲み込むと、差し出された手を取り、そのまま腰を抱き寄せた。逸はやる気持ちを抑えながら、二人で足早に寝室へと向かう。




「あ……っ」

　いつもと同じように口吸で魔力を流すと、柳弦がビクンと大きく身体を揺らした。その過剰な反応に、私は思わず唇を離してしまう。

「どうした？」

「……魔力の、流れが……いつもより、速いような……」

　その言葉を聞いて、私には思い当たるものがあった。

「魔法薬の副作用かもしれぬ。体内で魔力が固まって魔石を作ろうとするのを防ぐ薬であるからな。固まらないということは、つまり、サラサラと流れやすくなるということだ」

　それが、まさかこのような副次効果を生むとは想定外であったが──私は口の端を持ち上げた。

　絶句している柳弦の唇を強引に塞ふさぎなおし、細かく強弱をつけながら魔力を流し込んでゆく。

「ん───っ!!」

　柳弦はグッと背筋を反らし、ビクビクと身体を震わせた。

　その動きを見た私が、そっと柳弦の下衣に手を差し入れてみると、そこはしとどに濡ぬれていた。どうやら、今の魔力で達してしまったらしい。

「……ゃ、ぁ」

　濡れそぼったものをグチュグチュと弄もてあそんでやると、柳弦は、いやいやと首を振った。だが、一度達したはずのそこは、まだ足りぬと言いたげに硬く勃ちあがったままだ。

「……注ぐだけでなく、吸収する方の魔力も流れが速くなるか、試しておくか？」

　下衣を剝はぎ取とりながら私が呟つぶやいた言葉を聞き、何をされるか察したらしい柳弦が、身を捻ねじって逃げ出そうとする。うつ伏せになった柳弦の、ほとんど脱がされた下衣の隙間から可愛らしい双丘が見え、私は思わずそこに舌を這はわせた。

「ひゃ……っ!?」

「そう言えば、こちらを舐なめてやったことはなかったな。丁度良い、こちらで試してみるか」

　柳弦の腰を後ろから抱えて固定すると、奥の窄つぼまりに舌を伸ばした。男のここは勝手に濡れることがないゆえ、このまま魔力を交わすには都合が悪い。私は尖とがらせた舌をできるだけ奥へ押し入れながら、舌の先に魔力を集め、その喋しやべりにくい状態のまま『潤』と唱えた。

　魔力で生み出した潤滑液が、唾だ液えきのように舌先から滴り落ちてゆく。舌では浅い部分までしか入らないせいで、ほとんどの潤滑液が入口から溢あふれてきてしまった。

　私は溢れた分を補うため、いつもより多めに魔力を使ってそこを濡らしてゆく。それと同時に、柳弦の魔力と混ざり始めた潤滑液を舌でかき混ぜた。

　そのまま啜すするように魔力を吸い上げてみると、確かにいつもより吸いやすいように感じる。ただ、私にとっては大した差ではなく、柳弦ほどの過剰な反応は起きなかった。

　奥まで十分に潤う頃には、柳弦は下衣ごと下半身をベッタリ濡らしていた。その仕上がりに満足した私が顔を上げると、髪の隙間から覗のぞく耳が真っ赤に染まっているのが見え、後ろ姿でも柳弦が今どのような表情をしているのか察しがつく。

「……も、はやく、ぃれて……」

　顔を寝台に押し付けたまま、くぐもった声で懇願されてしまえば、私にはそれ以上堪えることなどできなかった。

　蕩とろけきったそこへ、私の限界まで滾たぎったものを後ろから突き入れる。

「あぁ……っ」

　クンっと背中を反り返らせた柳弦の頭を捕まえ、横を向かせて唇を食はんだ。深く口付けるのは難しい体勢だが、与え過ぎた魔力を回収するための口吸ならこれで十分だ。

　いつもとは違う獣のような交わりに、私は腰の動きを速めたまま止められなくなった。柳弦は途中から喘あえぐこともできなくなり、ダラダラと白濁を吐き出しながら揺さぶられている。

「っく──、」

　柳弦の中を隅々まで私の魔力で満たす──その充足感を久しぶりに感じることができた私は、満足の息を吐き出しながら、ゆっくりと自分のものを抜き取った。途端にペタリと崩れ落ちた身体を仰あお向むけにひっくり返してやると、ぜいぜいと肩で息をしている柳弦は、ギリギリのところで意識を保っていた。

「……すまぬ。抑えが利かなかった」

　宥なだめるように肩を撫なでてやりながら、魔力を交わさない口付を髪や顔の上にいくつも落としていると、少しして呼吸が落ち着いてきた柳弦が、私の鼻先に口付を返してくれた。

「……私だって、ずっと我慢していたのですよ。久しぶりに交わることができて嬉うれしく思っているのは、私も同じです」

　頰を赤らめて控えめに微笑む姿があまりにも扇情的過ぎて、私の頭がクラリと揺れる。それ以上、手を出さずに堪えたことを讃たたえて欲しいと思うほどだった。

　──こうして、私たちの寝室には避妊の魔法薬が常備されるようになったのだった。
















番外◆『それぞれの道①』瑠果視点










　ぼくは、瑠る果か。柚ゆ国の王族として生まれた。先日、五歳の誕生日を迎えたばかりになる。

　ぼくは王族だけど、魔力が足りないせいで王さまにはなれないらしい。母上からは「私に似てしまったばっかりに、ごめんね」って謝られたこともあるけれど、ぼくはそんなに気にしていない。

　王さまにはなれなくても、普通の上級貴族くらいの魔力はあるから別に困らないだろうって、父上が仰っていたから。それに、もしぼくに魔力がたくさんあったとしても、将来王さまになるのは、ぼくなんかより俐り瑛えい兄上の方がずっとふさわしいと思う。

　俐瑛兄上はすごい。ぼくと一つしか歳が違わないのに、なんでもぼくより上手にできる。魔力だって、国で一番すごいって言われている父上と同じくらい、俐瑛兄上もすごいんだって。

「私なんかより、瑠果の方がすごいよ」

　ある日、ぼくがいつも思っている通りに俐瑛兄上を褒めると、兄上はそんな風にぼくのことを褒め返してくれた。でも、ぼくの方がすごいところって、何だろう？

　考えてみたけれど、何も思いつかなかった。勉強も、運動も、魔力も、ぼくは俐瑛兄上に勝てたことなんて一度もない。生まれた日は一年も違わないのに。

「ぼくのすごいところって、どこでしょうか？」

　考えても分からなかったぼくが正直に尋ねると、俐瑛兄上は優しく微笑みながら僕の頭を撫なでてくれた。

「そうだな、たくさんあって何から言おうか迷うけど……まず、その素直な性格かな？　それから、その瞳ひとみ」

「瞳？」

　ぼくの瞳の色は、母上と同じ、こげ茶色。なんの面白味もない地味な色だ。父上とお揃そろいである、俐瑛兄上の透き通った青色の方が、ぼくは綺き麗れいだと思うんだけど……。

　ぼくが心に思った通りの言葉を伝えると、俐瑛兄上はぼくの頰を両手で持って、ぼくの瞳を間近から覗のぞき込こんできた。

「瑠果の瞳には、私の姿がよく映るからね。私のお気に入りなんだ」

「……兄上のお姿が映るところが、よいところですか？」

　ぼくは兄上の仰ることがよく分からなくて、首を傾げた。

　……それって、つまり、ぼくの瞳ではなくて兄上のお姿が優れているということだろうか？　それなら、納得だ。兄上はぼくよりもずっと背が高くて、かっこいいのだから。

　ぼくは無理やりそう結論付けた。やっぱり、ぼくなんかより、俐瑛兄上の方がすごいのだ、と。




　そんなやり取りがあった、数日後。

「瑠果。こちらへ」

　大好きな父上に手招かれ、ぼくはパアッと顔を輝かせて父上の元へ駆け寄った。そんなぼくを、父上はすんなりと受け止め、そのお膝ひざの上に抱え上げてくださる。

「また少し大きくなったのではないか？　ますます柳りゆう弦げんに似てきたようだ」

　そう言って嬉うれしそうに笑った父上が、ぼくの頰にちゅ、と唇をくっつけた。

「父上、瑠果を放してください」

　後ろから俐瑛兄上の硬い声音が聞こえてきたけれど、父上はぼくをお膝に抱いたまま放そうとしなかった。ぼくも、お仕事でいつも忙しい父上とふれあえる数少ない機会を逃したくなくて、自分から降りようとは思わなかった。

　でも、俐瑛兄上も、父上のお膝に座りたいとお思いなのかもしれない。

「俐瑛兄上、父上のお膝はもう一つありますよ。一緒に座りましょう」

　父上に背中を向けて座り直したぼくは、俐瑛兄上に向かって声をかける。しかし、兄上は怖い顔のまま、首を横に振ってどこかへ行ってしまった。

「……俐瑛兄上は、ぼくが父上のお膝を取ってしまったせいで、怒ってしまわれたのでしょうか……」

　俐瑛兄上の後ろ姿を眺めながら、落ち込んでしまったぼくはそんな言葉を呟つぶやいたのだけど、父上は笑うだけで何も答えてくださらない。

「玲れい侑う殿下、あんまり俐瑛をからかい過ぎないでください。それから、瑠果。俐瑛が機嫌を悪くしたのは、お前のせいじゃないから、気にしなくて大丈夫だ」

　父上の隣に座っていた母上が、父上を窘たしなめてから、ぼくを慰めてくださった。

「俐瑛兄上が怒っていたのは、父上のせいだったのですか？」

「いや、瑠果が可愛すぎるせいだな」

　訳が分からなくなって目をパチクリしているぼくの頭を、父上がグルグルと撫でまわしてくる。

「玲侑殿下、瑠果が目を回していますから、そろそろお放しください」

　そんな父上を窘めながら、母上がぼくを父上のお膝から回収してしまった。父上のお膝からは離れてしまったけれど、今度は母上のお膝の上に収まることができて、ぼくはご満悦だ。普段から忙しくてあんまり会えないのは、父上も母上も同じなのだ。

　それから、いつの間にか仲直りしたらしい両親が、お外で遊んでおいでと言ってぼくを追い出した。いつものことなので、しょうがなく、ぼくは護衛官を伴って俐瑛兄上を探しに出かける。

　いつも遊んでいるお庭を歩いていると、俐瑛兄上の護衛官見習いである汐せき鷹ようを見つけた。汐鷹はぼくたちとそんなに歳が離れていないので、護衛官というよりは遊び相手みたいなものだったけど、将来は王族の護衛官として立派に働くため、今のうちから訓練しているんだって。父上の護衛官である狼ろう波はが前にそう教えてくれた。ちなみに、汐鷹と狼波は親しん戚せきらしい。

　その汐鷹がここに居るということは、俐瑛兄上もこの近くにいらっしゃるはずだった。しかし、何故かお姿は見えない。

「汐鷹、俐瑛兄上はどちらに？」

「ああ、瑠果殿下」

　汐鷹は声をかけながら近寄ってきたぼくの姿を見て、ホッとした表情になった。どうしたんだろう？

「俐瑛殿下が、ここに入ったきり、出てきてくださらないのです。私はもう、ここを潜れる大きさではありませんから、追いかけることもできなくて……」

　汐鷹が指差したのは、ぼくと俐瑛兄上とで作った秘密基地だった。蔓つるに棘とげがビッシリ生えた魔法植物で小さな入口を作ってあるので、身体が大きくなりすぎると中に入れなくなってしまうのだ。この植物に魔術をかけた俐瑛兄上以外には、この入口を広げることができない。

　もう随分と前にここで遊んだっきり、最近はここへ足を運ぶことも少なくなっていた。前は汐鷹も中に入れたのだけど、俐瑛兄上よりも年上の汐鷹は、いつの間にかここに入れないくらい大きくなっていたようだ。

　まだまだ余裕で中に入れそうなぼくは、汐鷹の長身を見上げた。俐瑛兄上も、汐鷹も、背が高くて羨うらやましい。

「瑠果殿下、中に入って、俐瑛殿下を連れ戻していただけませんか？」

「うーん……ぼく、父上と母上から、しばらくお外で遊んでいいって言われてるんだ。中で、俐瑛兄上と遊んでいてはだめ？」

　ぼくが期待を込めて見つめると、汐鷹は困った表情を浮かべたけれど、駄目とは言わなかった。

「護衛の目が届かないところにお二人でいらっしゃるなど、本当は良くないのですが……。俐瑛殿下と瑠果殿下がご一緒にここへ入ることを許されるのも、今だけですからね。少しの時間だけとお約束いただけるのでしたら、構いませんよ」

「俐瑛兄上は大きくなっても、ご自分で入口を広げられるのに、どうして入れなくなるの？」

　俐瑛兄上とぼくがここに入れなくなる理由が理解できなくて、ぼくは首を傾げた。

「それは……いくら血の繫つながったご兄弟と言えども、二人きりになるのは、」

「汐鷹、くだらないことを瑠果の耳に入れるな」

　突然聞こえた声に秘密基地の入口へ視線を向けると、俐瑛兄上が魔法植物の蔓が絡まった隙間から顔を覗かせていた。

「俐瑛兄上！」

　ぼくは汐鷹が途中まで話していた内容をスッカリ忘れ、ようやく見つけることができた俐瑛兄上の元へ駆け寄った。

「俐瑛兄上、まだぼくを怒っていますか？」

「瑠果を？　どうして、私が瑠果を怒るんだ？」

「え？　だって、父上が……」

　……あれ？　父上と母上は、俐瑛兄上が怒っている理由を何と仰っていたんだっけ？

「……どうしてかは、分からないですけど、でも、俐瑛兄上は怒っていらっしゃいましたよね？」

「怒っていたという訳でもないが……まあ、気分は悪かったよ」

「それはどうしてですか？」

　ぼくが尋ねても、俐瑛兄上はすぐに返事をくださらなかった。

「……やっぱり、ぼくのせいですか？」

　ぼくが泣きそうになりながら俯うつむくと、俐瑛兄上がぼくの前に屈かがんで視線を合わせてくれた。

「瑠果のせいではないよ。……私が悪いのだ」

　そう言ってぼくの頭を撫でてくれた俐瑛兄上がなんだか悲しそうに見えて、ぼくは兄上に抱きついた。

「兄上、怒っていらっしゃらないのでしたら、ぼくと一緒に秘密基地で遊びましょう！　父上たちも、汐鷹も、少しの時間なら遊んでもよいと言って許してくれたのですよ」

「……ああ、そうだな。久しぶりに二人だけで過ごそう」

　ぼくは大好きな兄上と遊べるのが嬉しく、喜び勇んで秘密基地の入口を潜り抜けた。

　だから、その後ろで、兄上と汐鷹がどんな会話を交わしていたのか──ぼくの耳には、ほとんど聞こえていなかった。




　　　　◆




「俐瑛殿下……」

　眉まゆ根ねを寄せた汐鷹が、瑠果を追いかけようと足を踏み出した俐瑛の後ろ姿を呼び止めた。それを無視してしまうかと思われた俐瑛は、しかし、その場で振り返ると、冷たい氷の瞳で汐鷹を睨にらんだ。

　汐鷹は幼おさな馴な染じみのように育った年下の俐瑛から向けられた鋭い眼光に、思わず息を吞のむ。

「……汐鷹。私と瑠果は同じ両親の血を引き継いでいるが、魔力は釣り合っておらぬ。故に、普通の王族や貴族の兄弟と同じ扱いをする必要はない」

　それは、恐ろしいくらいに静かな声音だった。まるで、何かを必死で押し殺しているかのような……。

　汐鷹は息が苦しくなるような見えない圧力を感じながら、喘あえぐように言葉を吐き出した。

「しかし、俐瑛殿下のお気持ちは……」

「……気持ち？　そのようなものに、何の意味があるというのだ？　人生のすべてが魔力で左右されてしまう、この国で」

　自じ嘲ちようのような、ほの暗い笑みを浮かべる様子は、五年余りしか生きていない幼子とは到底思えぬ姿であった。

　俐瑛は、この歳にして、すべてを悟っていた。自分に奇跡は起こらないということを。

　何故ならば、俐瑛が唯一愛するひとは、自分と釣り合う魔力も、俐瑛の母親のような奇跡の魔力も持っていない。どう足あ搔がいたとしても、自分たちが結ばれる未来は訪れないのだ。

「……私と魔力の釣り合う者など、国中を探しても現れぬ。私の両親のような、奇跡でも起こらぬ限りな。なれば、せめて……兄弟との触れ合いくらいは、許されてもよいと思わぬか？　なあ、汐鷹」

　その無表情から、ただならぬ激情を感じた気がして……汐鷹は、それ以上何も言えなくなってしまうのだった。

　魔力さえ釣り合えば兄弟でも番えてしまうこの国では、魔力の釣り合う兄弟同士は年頃になると距離を離されてしまうことが多い。いくら許されるからと言って、血が近すぎる交わりは、あまり歓迎されることではないからだ。

　しかし、俐瑛と瑠果の魔力は釣り合わない。ならば、せめて、遠ざけないで欲しい。俐瑛は願った。

　──残り少ない、私たちが共に過ごせる時間を。私があの子を見つめていられる日々を。どうか、私から奪わないで──。
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「父上、母上。私、好きな人ができました。次の誕生日で私が成人を迎えるのを機に、縁結びをお許しいただきたく存じます」

　久しぶりに家族四人が揃そろった食卓に、炎爆の大魔術もかくやと言わんばかりの衝撃をもたらす発言が落とされた。

　その発言に驚いて言葉も出ない有り様であるのは、どうやら私だけではなかったらしい。父上も、母上も、ポカンと口を開けていらっしゃる。

　一方、当の本人だけがケロッとした顔で、「今度お相手を連れてまいります」などと宣のたまっていた。

「……瑠る果か、順を追って話しなさい。突然、縁結びなどと言われても、私も玲れい侑う殿下も対応できない」

　ため息を一つ落とされた母上が、冷静な態度で瑠果を窘たしなめた。

　こと、瑠果に関する話であれば、この場で最も頼りになるのは母上に違いない。普段であれば誰よりも頼りになるはずの父上は、瑠果を溺でき愛あいし過ぎていて冷静な対応が取れると思えなかった。そして、それは私も同様である。

　今も既に、感情に揺さぶられた魔力が身のうちで暴れ回り、頭痛が酷くなってきている。父上特製の薬で抑えているとは言え、魔力過多症が完全になくなることはない。不調を悪化させないためには、自力で魔力制御を覚えるしかなかった。しかし、感情が荒ぶると、その魔力制御がどうしても甘くなってしまうのだ。

「順を追ってと仰られましても、何からお話しすればよいか……」

「お相手はどのような方なのだ？　そもそも、そのように急いで縁結びをする必要があるのか？　……もしかして、瑠果、お前、」

　ハッとして、その場の視線が瑠果に集まった。しかし、本人ばかりは状況を理解できていないらしく、キョトンとした顔をしている。

　母上が、頭の痛そうな表情でこめかみを押さえながら、ゆっくりと続きを口に出した。

「……妊娠、しているわけでは、ないのだな？」

「えっ？　し、していませんよ！　妊娠なんて……！」

　ギョッと目を見開いた瑠果が首を横に振ったおかげで、この場にいる全員の緊張が一時的に緩んだ。

　もし、ここで頷うなずかれていたら……私は、まだ顔も知らない瑠果の相手を、どのようにしてしまっていたか分からない。

　それから、瑠果はたどたどしく、相手がどのような人物で、何故いきなり縁結びの話が出たのかを語った。

　相手は五つ年上の上級貴族。土地持ちの貴族だが、両親に不幸があり、若くして領主となっている。縁結びを急ぐのは、早く正式な伴はん侶りよとなって、向こうの領地経営を手伝いたいと思っているかららしい。

　瑠果は、相手のことを誠実で優しい人柄だと評価しているが……正直、疑わしいものだと思う。領地経営に苦労している若領主が、王族の子である瑠果を利用しようとしているのではないか……どうしても、そのように邪推してしまう。

　見た目の割にしっかりしたところのある弟だが、他人に甘い母譲りの性格が、その目を曇らせている可能性は否定できないだろう。

　母上似のおっとりした雰囲気に、王族特有の優美さが加わった人好きのする容姿を持つ瑠果は、ここ数年、縁談が後を絶たないほどであった。しかし、これまで浮いた話の一つもなく、恋愛ごとには消極的だったはずだ。

　私は瑠果と頻繁に顔を合わせていたが、恋人の存在など一度も匂わされたことがなかった。にもかかわらず、急にこのような話を持ち出してくるなど、違和感しかないではないか。

「……今、ここで返事はできぬ。許可を出すかどうか決めるのは、実際にその男と会ってからだ」

　相手の男を疑わしく感じているのは、父上も同じであったらしい。安易に許可を出されず済んだことに、一先ひとまずは胸むねを撫なで下おろす。

「……会えば、必ずご理解いただけると存じます。彼は、本当に私を愛してくれていますから」

　縁結びを反対されそうな雰囲気に、取り乱すだろうかと思われた瑠果は、意外にも静かな口調で一言だけ告げると、後は黙って食事に集中し始めた。その様子を見て、私は瑠果の本気を悟る。

　──いつかは訪れるだろうと覚悟していた瞬間が、想像していたよりも、ずっと早く来てしまったようだ。

　その事実が私にはまだ受け入れ難く、ざわつく心を落ち着かせることができない。堪えきれなくなった私は、思わず、その場を中座してしまった。

「俐り瑛えい殿下……！」

　足早に部屋から遠ざかる私を、護衛官の汐せき鷹ようが追いかけてくる。私は汐鷹が追い着いてくるのを待つことなく、足を進めた。私と汐鷹は上背が変わらぬので、走らない程度に急ごうとすると、進む速さはほとんど同じになる。

　──幼い頃は、このように抑えきれない感情が暴れ出しそうになるたび、城の中庭へ向かったものだった。蔓つるに棘とげが生えた魔法植物で覆われたそこは、私と瑠果だけの世界だった。

　しかし、もうあの場所は失われてしまった。元々、幼少期にだけ許された時間だったのだ。私が婚約者を探し始める年頃になると、あの小さな入口を潜ることは禁じられた。

　それでも、こうして同じ城で暮らしていられることが、私の心を慰めてくれていたのだが……それも、もう長くは続かないらしい。

「俐瑛殿下！」

　強い力で肩を摑つかまれ、私は歩みを止めた。

　追い着かれたことを不思議に思って振り返ると、私の肩を摑んだ汐鷹は、僅わずかに息を荒くしていた。どうやら、わざわざ走って追いかけてきたらしい。

「……有事以外で城の中を走ると、またそなたの母親に叱られるぞ」

　城の中で幼少期を過ごした私たちは、この廊下を走り回っては、教育係であった汐鷹の母親に叱られていた。そのことを揶や揄ゆすると、汐鷹は一瞬嫌そうな表情を浮かべたが、緩く首を振る。

「構いません。今が、その有事ですから」

「……今、この状況の、どこが有事だ？　賊が入り込んだとでも言うつもりか？　それにしては、随分と静かだが」

　フン、と鼻を鳴らして顔を逸らしたが、汐鷹は引くつもりがないようだ。私の肩を摑む力が強くなる。

「……有事ですよ。私にとっては」

　幼い頃──私たちの年齢差による体格差が、もっと明確であったとき──そうしていたように、汐鷹は私の頭を包み込むように撫でた。

「今、ご自分がどのようなお顔をなさっているか、ご自覚されておりませんか？　私には、とても黙って見ていることなどできません」

　思いも寄らなかった言葉に、私は自分の顔を手で隠しながら、汐鷹を睨にらみつける。

「放っておけ」

「嫌です。そう言って、貴方は何度私を巻き込んできましたか？　ここで放っておくくらいなら、最初から関わっておいた方がずっとマシな結果になると、身をもって知っておりますので」

　……これだから、幼い頃からの付き合いというのは嫌なのだ。

　私は、羨せん望ぼうの眼差しを向けてくれる瑠果の前でだけは、優秀な兄を装ってきた。しかし、それ以外では色々と無茶をやらかしたものだった。小さな事件は数え切れず、学院や下町で大立ち回りを演じたこともあったし、色遊びも随分やった。そして、そのほとんどすべてに付き合ってきたのが、この汐鷹だった。

　その事実を思い返してしまえば、私は反論の語気を弱めざるを得ない。

「……部屋に籠こもるだけだ。そなたに、迷惑をかけるような事態にはせぬ」

「殿下は先ほど、皆さまに何も告げず席を立たれましたよね？　心配した瑠果殿下が訪ねていらっしゃった場合、貴方の部屋の扉をお守りする私は、どうすればよろしいですか？　何も迷惑をおかけにならないと仰るくらいですから、快くお招きして構わないということですよね？」

　言外に、幼おさな馴な染じみとは言え身分が上である王族の訪おとないを断らせるつもりか？　と詰られ、今度こそ私は二の句を継げなくなった。私が黙り込んでいると、汐鷹が困った弟分を心配する兄貴分の顔になり、私の目を真っ直ぐ見つめてくる。

「俐瑛殿下。……私では、貴方の憂いを払うことができませんか？」

　その言葉の意味を、私は違たがわずに理解した。

　私が心を乱れさせてしまうのは、これが初めてではない。その原因のほとんどは、弟の瑠果に因るものだった。けれど、そのたびに私の心を静めてくれたのは、瑠果ではなく、目の前のこの男だったのだ。

　私は何も返事をせず、ただ、汐鷹を自分の部屋へ招き入れた。




「……は、ぁ、」

　熱い息と一緒に、内側から身を苛さいなんでいる魔力も吐き出してしまえれば、どんなに良かったか。

　私は大して魔力も与えられていないのに、身体の昂たかぶりを抑えることができなくなっていた。

　この男は、私の扱いが上手い。それは機嫌の取り方一つを挙げてもそうであったし、今のような魔力交わしの場面においても、その巧みさは垣間見られる。

　私は元々の魔力量が多過ぎるため、他人に魔力を注がれることが嫌いだ。ただでさえ多いのに、これ以上増えては堪ったものではないからな。そのため、注がれるよりも抜かれる方が好みだった。

　魔力を注ぐことなら誰にでもできるが、他人の魔力を抜くには技術が要る。この技術が、汐鷹は人よりも巧みなのだ。

「……ふ、」

　口からズズっと魔力を抜き取られ、その代わりにほんの僅かな汐鷹の魔力が返された。その心地好さに、じわじわと身体が熱く火照りだす。

　一般的に、魔力は与えられた分と同じ量を返すのが礼儀である。余所でこれと同じ行為をしたら、顰ひん蹙しゆくものだろう。それを分かっていて、汐鷹はいつも私が満たされるまで、魔力を吸い上げてくれるのだ。

「まだ、足りませんか？」

　汐鷹が熱に浮かされた目で、私を射抜いた。私の魔力をこれだけ吸っているのだから、興奮を覚えるのは当たり前だ。しかし、汐鷹は私が許すまで、いつだって必死で熱を飼い殺そうとする。

　汐鷹は普段から忠実な護衛官だったが、この堪え忍ぶ顔を見るにつけ、この男の忠誠心を改めて思い知らされる。

　……私のような愚かな主あるじを持ってしまったばかりに、かわいそうな男だ。今まで何度、私の尻しり拭ぬぐいに奔走させたか知れない。今も、このように身を呈してまで主の機嫌を取らねばならぬのだから……王族の護衛官というのも損な役回りだ。

「……もう、魔力はよい。……挿れろ」

　私の言葉を聞き、まるで餌を目の前に許しを待っていた犬畜生のように、汐鷹が私の身体に喰くらい付ついた。口吸の合間に十分慣らされていた私の後孔に、汐鷹の欲望が沈み込む。

「……ぅ、」

　どれだけ念入りに解しても、最初のこの瞬間だけは、いつも僅かばかりの鈍痛を伴う。しかし、私はこの痛みが嫌いではなかった。私が他人と繫つながりを得られるのは、唯一、この生殖的には何の意味も持たない行為をしている瞬間だけだったから。




　私の婚約者探しが始まって、もう何年も経つ。しかし、案の定、私と魔質の合うような相手は誰一人として現れなかった。

　種の存続という理から外れた私に、生きている意味などあるだろうか？　私は、自身が持つ魔力の特異さを知ったときから、そのような疑問をずっと抱え続けている。

　私は、生きている意味が欲しい。……幼い日の私は、それを与えてくれる存在こそ、弟の瑠果であると盲信していた。私と同じ血を引いて生まれながら、至って普通の子どもとして育ってゆく姿が、私の中の絶望に光をもたらしてくれたからだ。

　しかし、瑠果は私だけの光ではなかった。今ではもう、私の瑠果を思う気持ちが、恋愛感情ではなかったということも分かっている。瑠果は、私の憧あこがれであり、それ以上でもそれ以下でもなかった。

　……ならば、私だけの光はどこにある？

「──っ、」

　私が声もなく達したのを悟った汐鷹が、動きを止める。そして、私の息が整ったのを確認してから、そっと後ろのものを抜き去った。今まで、汐鷹が私の中で達したことは一度もない。

　理由を尋ねたことはなかった。私に余計な魔力を流さないためかもしれないし、単純に避妊のためかもしれない。……もっとも、私と汐鷹との間に子が生される可能性は、万が一にも有り得なかったが。

　汐鷹が自身の手で事務的に欲望を処理しているのを横目に、私は自らの乱れた衣を手早く整える。身体の中で燻くすぶっていた魔力が落ち着いたおかげで、頭の中が平時の冷静さを取り戻してゆく。

「面倒をかけたな、汐鷹」

「……いえ、」

　何かを言いたげに口を開きかけた汐鷹は、しかし何も口には出さず、視線を伏せた。

　その無表情を見ていたら、ふと、私の心に浮かんだものがあった。──もし、私と汐鷹の魔力が釣り合っていたならば──そんな、他愛もない想像だった。

　このように詮無いことを考えたのは、これが初めてだ。もしかしたら、瑠果に恋人ができたと聞き、私の中で何かしらの変化があったのかもしれない。このような心境の変化が起こったことにも驚いたが、何よりも……。

　──もし魔力が釣り合えば、私はきっと、この男を自分のものにしていただろう。

　そのようなことを、一瞬でも考えた自分自身に、驚きよう愕がくした。

　……いや、ずっと気付かぬふりをしていただけだったのかもしれない。私に生きる意味を与えてくれているのが、本当は、誰であるのかを。

　私は眩まぶしいものを見るように目を細め、今まで見飽きるほど一緒にいたはずの姿を、ジッと見つめた。

「……せめて、」

　せめて、王位を継ぐことのできる父上の子が、私以外にもあれば……私は、王位継承権を今すぐにでも捨てて、自由の身になれただろう。しかし、現実はそう甘くない。

　私が後継者たり得る可能性がある以上、私の婚約者探しが早々に諦あきらめられることはない。母上のような魔質を持つ者が、他にも存在する可能性を否定しきれないからだ。

　しかし、もし、王位を継ぐことのできる程よい魔力を持った弟きよう妹だいが他にいれば、無理をしてまで私の婚約者を探そうとすることはなかったはずだ。そう思うと、父上たちには今からでも、もう一人くらい頑張っていただけぬものかと期待してしまうのだが……まあ、さすがに、もう良い歳であられるので無理も申せぬ。

　それに、新しい弟妹など望まなくとも、このまま時が経てば、いつかは私の婚約者探しが諦められる日も訪れる。そうすれば……その先には、汐鷹と今のような関係を続けてゆく未来が存在しているかもしれなかった。

　──たとえ、縁を結ぶ日が永遠に訪れない関係だとしても。

「俐瑛殿下？　今、何か仰いましたか？」

「……いや、何もない。気にするな」

　私が性懲りもなく巻き込もうとしていることなど一切勘づいていなそうな汐鷹に、私は自分が描いている将来の展望を何一つ話さなかった。

　──もし、何年先になるか分からぬその時に、この男が私を見捨てていなければ……私は、何と言って、共に生きて欲しいと乞こい願ねがうだろう？

　そのような未来を思い浮かべていると、瑠果のことを思って抱え込んでいた気き鬱うつが、少しは晴れるような気がした。
















番外◆『それぞれの道③』柳弦視点










　三人目の子どもを産んだ。初めての女の子だった。




　瑠る果かを産んだ後に玲れい侑う殿下が開発してくださった避妊の魔法薬は、効果絶大であった。

　しばらくして、俐り瑛えいと瑠果の子育てが一段落した頃には、もう一人くらい欲しいという気持ちが湧かないでもなかったが……結局そのままズルズルと時期を逃し続け、気が付けば新しく子どもを拵こしらえるような歳ではなくなっていた。

　──その油断がいけなかったのだろう。

　次男の瑠果が成人と同時に婿へ行った、その直後、息つく暇もない妊娠判明であった。

　もう産めぬというほどの歳ではなかったが、高齢出産に当たるため、万全を期しての出産となった。しかし、そのような周囲の心配を余所に、三人目の我が子──珱えい鈴りんは、何の問題もなく元気に産まれてきた。

　そして、生後半年の魔力測定で、珱鈴の魔力は多過ぎず少な過ぎず、王位継承者として相応しいことが判明した。

　それだけであれば純粋に喜ばしいと思えたのだが……問題はその後だ。

　なんと、珱鈴の測定結果を聞いた俐瑛が、早々に王位継承権を捨てると宣言し、城の外に住まいを移してしまったのだ。余程、長年続いた婚約者探しに辟へき易えきしていたらしい。

　今は、護衛官の汐せき鷹ようと二人、仲良く暮らしているとのことだ。私はあの二人がそのような関係であったことを知らず、初めに聞いたときは大層驚いたものだが、俐瑛が幸せならそれで良いと思っている。

　俐瑛は尚書台で働いているので、いつでも会いに行けるというのも大きい。瑠果のときはあんなにも強く反対していた玲侑殿下も、俐瑛の決断に対してはあっさり認めていらっしゃった。

　珱鈴の話に紛れて流してしまったが、瑠果の縁結びについても今一度触れておこう。

　結局、あれから色々と波乱もあったけれど、度重なる会合の末にお相手の人柄が認められ、無事に送り出すことができた。

　私自身は、相手が悪い人間ではないと見極めた時点で送り出すつもりでいたのだが……玲侑殿下と俐瑛を説得するのには随分と骨を折った。まあ、骨を折っていたのは私ではなく、瑠果なのだが。




「急に寂しくなってしまったな」

　少し前まで瑠果が座っていたはずの席を見て、玲侑殿下が呟つぶやかれる。

　昔よりも感情を素直に表へ出されるようになってきた玲侑殿下のご様子に、少し擽ったいような思いを感じながら、私は隣に座る愛しい人の手に自らの手を重ねた。

「珱鈴がもう少し成長すれば、また、すぐに騒がしくなりますよ」

「しかし、珱鈴はおなごではないか。俐瑛や瑠果の時とは違うのではないか？」

「女の子には、女の子の騒がしさがあるものです」

　女の子は比較的、言葉を覚えるのが早い。喋しやべりだしたら止まらないので、付き合う方はなかなか苦労するのだ。

　私がもう何年も昔、幼い義妹の世話をしていた頃のことを思い出しながら苦笑すると、玲侑殿下はあまりピンときていなそうな顔をして、そのようなものかと頷うなずいた。

「……まあ、このようなことをしやすくなったと思えば、悪いことばかりでもないな」

「ん……っ、」

　突然伸びてきた手が私の顎あごを掬すくったかと思うと、唇をペロリと一ひと舐なめして離れていった。不意討ちに驚いてしまった私は、年とし甲斐がいもなく、かあっと頰を赤らめてしまう。

「……子どもたちが居たときだって、いくらでもしていたではないですか」

「いくらでも、はしていなかっただろう？　瑠果の目には触れさせないように、相当堪えていたのだぞ」

　私は顔中に口付を浴びながら、ゾッと背筋が寒くなるのを感じていた。歳を重ねた今でさえこの調子なのだから、もっと若かった頃に子どもたちがいなかったら、どうなっていたのだろう。自分の身が保たなかったのではなかろうか。

　私は心の中で、そっと俐瑛と瑠果に感謝を伝えておいた。

「……なあ、寝室へ向かわぬか？」

　昔の玲侑殿下からは決して聞くことができなかったであろう、甘えた声音で誘われる。答えを聞く前に伸びてきた手を、私は容赦なくペシッと叩たたき落おとした。

「今日は昼から向こう焰えん尚書とお約束があるのです。帰ってきてからにしてください」

　私が毅き然ぜんとした態度で拒否すると、玲侑殿下はムスっと不機嫌な表情になる。

「……そなた、戸部尚書と仲が良過ぎるのではないか？」

「向焰尚書は私の恩人ですからね。約束を優先するくらいは当たり前です」

　ツン、と顔を逸らし、聞く耳を持たない態度を示すと、それ以上食い下がられることはなかった。

　玲侑殿下は、年々、感情表現が幼くなられている気がする。もしかしたら、幼少期に両親を亡くされ、親に甘えることができなかった反動かもしれない。

　私の前でしか見せない顔なので、思う存分甘やかしてやりたい気持ちもなくはないが……時と場合は考えていただかねば困る。

　しかし、もし昔の私であれば、きっと流されるまますべて許してしまっていただろう。そう考えると、私も随分と変わったものだ。




　それから午前中いっぱいは夫婦水入らずの時間を過ごし、玲侑殿下と昼食を共にしてから、私は向焰尚書と約束した待ち合わせ場所まで向かった。近くまで辿たどり着つくと、武官のような長身が遠目にも分かり、私は慌てて駆け寄る。

「よう、来たか」

「早めに出てきたつもりだったのですが、お待たせしてしまいましたか？」

　頭を下げた私に、自分が早く着いてしまっただけだ、と笑いながら軽く片手を振った向焰尚書と連れ立って、さっそく目的地へと向かう。

　そこは、最近、女性文官の間で話題になっている甘かん味み処どころだった。

「ここの胡ご麻ま団子が旨うまいらしい」

　足取りの軽い向焰尚書に続いて中へ入ると、店内は女性客ばかりだった。こういう店に男二人で堂々と入っていけるようになった辺り、向焰尚書も私も歳を取ったものだと思う。

　席を予約していたため待たされることもなく、個室へと通された。さっそく向焰尚書イチオシの胡麻団子を頼んで食してみると、確かに大変美味である。

「これは本当に美味しいですね。お茶とよく合います」

「ああ、噂に違わぬ旨さだな。そういえば、ここは饅まん頭じゆうも格別らしいぞ」

　次々と追加注文していく向焰尚書を微笑ましく眺めていると、チラリとこちらへ視線を向けられた。

「で、相談というのは？」

　──実は、相談があると言って今日の予定を取り付けたのは、他でもない私の方だったのだ。まあ、場所が甘味処になったのは、完全に向焰尚書の趣味だったが。

　私は団子をつまんでいた箸はしを置き、居住まいを正す。

「実は……次の建国祭に、玲侑殿下の戴たい冠かん式しきが執り行われることが決まりまして」

「おお、ようやく決まったのか」

　国で最も魔力の強い玲侑殿下に即位を求める声は、もう何年も前から上がっている。それらの声を、玲侑殿下が即位にあまり乗り気ではないことを知っている珠しゆ然ぜん陛下が、私はまだまだ現役だと仰って退けてくださっていた。しかし、それももう限界が近い。

「珠然陛下が王位を独占しようとしている、という非難の声が上がり始めているようで……これ以上、王位の継承を先伸ばしにしてしまうと、国にとって良くない結果を招く……そのように、珠然陛下と玲侑殿下はお考えのようです」

「まあ、煩いことを言う年寄連中が多いからな。確かに、そろそろ潮時だろう」

　向焰尚書は一度目を閉じると、長く息を吐き出した。

「……と、いうことは、お前はついに退職か」

　改めてその言葉を聞くと、現実がズシンと重くのしかかってくるように感じた。覚悟は十分固めてきたはずなのに、喉のどがひりついて言葉が詰まる。

　私は手元の杯を呷あおり、茶をゴクリと一口飲み込んだ。そうして喉を潤わせたあと、静かに杯を置き、向焰尚書の目を真っ直ぐ見つめる。

「……はい。育児休暇を頂いた直後で、大変心苦しいのですが……王配としての、責務に集中しようと思います」

　私が宣言すると、向焰尚書は少し寂しそうに笑った。その表情を見て、私の胸にも何とも言えない寂せき寥りよう感が押し寄せる。

「ああ、それがいい。……ま、こちらのことは、そう気にするな。遠くないうちに、この時がくることは分かっていたのだ。お前がいなくなっても問題なく機能するための準備は、十分整えてきたつもりだからな……柳りゆう弦げん侍郎」

　普段は滅多に口にされない役職名を付けた呼びかけに、私は目の奥がツンと痺しびれるのを感じた。

　配偶者の都合で王都から離れることになった楓ふう蓮れん侍郎の代わりに、私が侍郎の座を引き継いでから、もう十年近くが経つ。尚書としてはまだ若手であられた向焰尚書の補佐をするため、奔走し続けた十年間であった。ずっと、この立場を誇りに思いながら務めてきた。

「……向焰尚書が、私の能力を認めてくださり、このような立場を与えてくださって……本当に、感謝の念が尽きません」

　私が言こと葉ば尻じりを震わせながら感謝の言葉を告げると、それを聞いた向焰尚書が意外そうに片眉まゆを上げた。

「なんだ、お前、ようやく自分の価値に気が付いたのか。私が何度も、王族の伴はん侶りよだからではなくお前の能力を買っているからだと言っても、聞く耳を持たなかっただろう」

　私が侍郎位を得た際、私たちの間で何度も繰り返されていた話を持ち出され、私はひどく懐かしい気分になった。

　下級文官が侍郎位に就くなど、前代未聞だった。私がそのような機会を得られたのは、玲侑殿下の伴侶となったからに違いない、当時の私はそう思っていた。

　でも、向焰尚書は、それだけの理由で侍郎を任命するような方ではない。今なら、それを素直に認められる。

「……認めなければならない、と思っています。玲侑殿下にとって相応しい、王配として立つために」

　私はこれから、この国の王となる玲侑殿下を支えていかねばならない。その私が、自分自身の価値すら認められないようでは、決してこの国をより良く導くことなど叶かなわないだろう。

　──ふと、昔、向焰尚書と交わした会話を思い出した。

　俐瑛が、まだ私の腹の中にいた頃の話だ。あの時、私は随分この方に助けられた。

　玲侑殿下の期待通り、王族に相応しい魔力を持った子どもが産まれてくるか不安に思っていた私に、向焰尚書は「お前が王族に相応しい子を産むなど無茶な話だ」というようなことを仰った。その言葉を聞いた私は、まったくその通りだと思ったものだ。

　結局、玲侑殿下はそのようなことを望まれておらず、すべて私の杞き憂ゆうであったわけだが……。

「……向焰尚書は、私が王配になるなど、無茶な話だと思われますか？」

　私の問いかけに一度だけ目を瞬いた向焰尚書が、何かを考えるように自らの顎を撫なでた。私と同じ記憶を思い出しているのかもしれない。

「──無茶なことなど、あるものか。お前ならやれるさ。誰がここまで育ててやったと思っている？」

　ニヤリ、と笑みを向けられ、私は苦笑しながら首を傾げた。

「どなたでしょうね？　強いて挙げるならば、楓蓮さまでしょうか」

「おい、そこは私の名前を挙げるところだろう」

　クスクスと二人で笑い合うと、途端に場の空気が和んだ。思っていたよりも緊張してしまっていたらしい。

「なあ、お前はどうなんだ。自分が王配なんて、無茶な話だと思っているか？」

　向焰尚書から問い返され、私は自分の中で既に存在していた答えを返す。もう、迷わないと決めたから。

「玲侑殿下が王位を背負われるのに、私以外の誰が王配の責務を負えると言うのです？　無茶だろうと何だろうと、次期王配は、私です」




　その日、向焰尚書と別れて城の自室へ戻ると、私の帰りを待ち構えていたらしい玲侑殿下によって身柄を捕らえられた。

「約束通り、帰りを待ってやったのだから、今晩は私が満足するまで付き合ってもらうぞ」

　さっそく寝台へ押し倒されながらの脅迫に、私は何も言わず、ただおとなしく身を委ねる。

　これから多くの苦難に見舞われるであろう次期国王陛下を、私がただ一人の伴侶として、今夜は存分に甘やかして差し上げるために──。
















番外◆『主の変化』狼波視点










　物心ついた頃から一緒に育ってきたが、身近な人間以外と積極的に交流を持とうとする玲れい侑うを見るのは、これが初めてだった。

　お相手の柳りゆう弦げん殿は戸部所属の下級文官で、一見、何の変哲もない普通の男である。後々、戸部において如何いかに重宝されている人物であるかを知り、その認識を改めることになるのだが……少なくとも、この時の私にとってはそういう存在だった。

　ただ、魔力を消費しない変わった治癒術を使える。しかし、この治癒術というのも、私が体感した限りでは微々たる効果しかなく、正直あまり役に立たない術だと感じていた。

　ところが、玲侑はこの治癒術に利用価値を見み出いだしたらしい。

　──そう。最初は、それだけが理由だと思っていた。まさか、あの人嫌いの玲侑が、柳弦殿という人物そのものに惹ひかれているだなんて、思いも寄らなかったのだ。




　暮四刻の呼び出しが始まって数日が経つと、私はすっかり柳弦殿への警戒心を解いていた。

　秘密裏に魔術を行使したという話さえなければ、そもそも害意など疑いもしなかっただろう。柳弦殿は、いかにも人の好さそうな雰囲気を身に纏まとっている。

　最初に姿を見たとき、新人の文官かと思い違いしたことが懐かしい。実は自分たちよりも年上だと知ったときは驚いたものだ。




　ある日、玲侑に治癒術を使ったあと、柳弦殿が長椅子の傍らに立つ私を見上げて首を傾げた。

「狼ろう波はさま、今日は何か疲れるようなことをなさいましたか？」

　突然の質問に少し驚いたが、その言葉には思い至るものがあったので、私は頷うなずいて返した。

「兵部の新人に稽けい古こをつけてやって欲しいと頼まれて、何試合か打ち合ってきたのだ。一撃もくらわずに済んで怪我はないのだが、確かに疲れは出ているかもしれない」

「王族の護衛官ですのに、そのような頼まれごとをされるのですか？」

「たまにな。兵部に昔の師がいるので、その縁だ」

　わざわざ頼まれるくらいですから、お師匠さまは狼波さまの実力を認めてらっしゃるのでしょうね、などと控えめに微笑まれ、面映ゆい心境になる。

　中級以下の貴族には、こうした慎ましげな態度をとる者も少なくない。私は彼らのそういう態度をあまり好ましく思っていないのだが、柳弦殿の言動からは嫌みを感じず、好感が持てた。

「もしよろしければ、狼波さまにも治癒術を使わせていただけませんでしょうか？」

「それは、使っていただけるなら、私は有難いが」

　私がそう返すと、私たち二人の視線が揃そろって玲侑に向かった。玲侑はいつも通りの興味がなさそうな顔で「好きにしろ」とだけ言うと、視線を逸らす。

　……なんだか、少しだけ機嫌が悪そうではないか？

　元々、魔力過多症に苦しめられてきた玲侑は、精神的に不安定なところのある子どもだったが、魔力操作を完全に習得してからは、少し不機嫌、くらいの位置で安定するようになっていた。しかし、今日はその一定量より下回っているように見える。

　……触らぬ神に祟たたりなし。機嫌の悪い玲侑には近寄るな。幼い頃から教訓にしている言葉を胸中で呟つぶやくと、私は難しい性格の主からそっと視線を外した。

「では、治癒術を使いますね」

　柳弦殿が、スッと視線を下げる。その直後、ふわっと気持ちが軽くなるような爽さわやかさが身体を包みこんだ。

　──なるほど、明確な不調を抱えた身体にとっては、確かに心地好いものかもしれぬ。

　私は、玲侑がこの治癒術を重宝する気持ちが理解できたような気がした。怪我が消えるわけではないし、病魔を払うわけでもない。しかし、疲労で凝り固まった身体が、楽に呼吸することを許されたかのような──これは、安心感と呼ぶのが近いだろうか。

「……どうでしょうか？」

「いや、これは思ったよりも良いものだな。助かった」

　私が笑顔を向けると、柳弦殿もホッとした様子で微笑み返してくれた。

　こういう控えめな笑みを見ていると、意外と好意を寄せてくる者が周囲にいるのではないか、そう感じてしまう。柳弦殿は鈍そうなところがあるので、案外、そういった好意の存在に気が付いていないだけということもありそうだ。……まあ、私の好みという訳でもないので、無駄な邪推だが。

　一足先に部屋を退室していく柳弦殿の後ろ姿を見送った。この後、また仕事に戻るらしい。

　柳弦殿が所属している戸部は、尚書省の中でも一際多忙な部署だと有名であるが、それにしても毎日が忙しそうだ。もしかすると、尚書令である玲侑と、そう変わらぬくらいの仕事量を抱えているのかもしれない。

「……狼波」

　柳弦殿が出て行った扉を何ともなしに眺めていると、隣の長椅子に腰かけている玲侑から呼びかけられ、私は視線を横に落とした。そうして視界に入ってきた玲侑の表情を見て、私は音を立てずに息を吞のむ。

　……先ほどよりも一段と不機嫌そうになっているのだが、いったい、この短時間に何があったというのだ？

「……何でしょうか？」

　嫌な予感があれど無視するわけにもいかず、私が問いかけると、玲侑は顔を扉側に向けたまま視線だけでこちらを睨にらんでくる。

「……あやつのことを、気に入ったのか」

　予想外のことを尋ねられ、私はすぐに答えを返すことができなかった。質問があまりに抽象的過ぎる。

　しかし、私は何とか頭を回転させ、質問の意図を捉とらえようと努力した。玲侑は昔からいつも言葉が足りない。周囲に仕える者は、その少ない言葉から真意を捉えようと苦労していた。

「あやつ……？　もしかして、柳弦殿のことですか？」

「…………」

　無言を肯定と捉えた私は、うーん、と首を捻ひねる。この質問の意図は、何だ？

　……柳弦殿に何か裏があることを疑っていて、私がそれに気付いているか試している、とか？　いや、玲侑の性格上、そのようなまどろっこしい真似をする前に、さっさと自力で事実を詳らかにした上で、排除するべき者は速やかに排除してしまうだろう。私の意見など聞いてくださるわけがない。

「……悪い方ではないと思いますが」

「……そうか」

　取り敢えず無難に返した私の答えを聞き、それっきり黙ってしまった玲侑は、質問の意図など教えてくれるつもりもなさそうだった。

　……これが、もし玲侑でさえなければ、悋りん気きを疑うような場面だったが──まさか、玲侑に限って、それは有り得ないだろう。私は頭に浮かんだ可能性を即座に否定した。

　まさか、な。




　この数か月後──二人が魔力を交わしあう関係になった途端、王族が使うような立派な長椅子を準備させたり、戸部まで迎えを向かわせたりしだした玲侑の様子を見て、この可能性を肯定する日がくるなど……この時の私は、まだ夢にも思っていなかった。
















番外◆『犬も喰わない』柳弦視点










　唇から、熱い魔力が滲にじむように広がってゆく。私は与えられる熱にすっかり身を任せていた。

　──その心地好い微睡みから現実の世界へ引き戻されたのは、あまりにも唐突なことだった。

　少しだけ温度の低い唇が離れてゆく様を、ついジッと見つめてしまう。常時であれば、離れがたそうに私の唇を啄ついばんでゆくはずなのに。

「玲れい侑う殿下……？」

　私を柔らかな寝台の上へと押し倒している人物を訝いぶかしんで見上げると、返ってきた視線は確かな熱を孕はらんでいるように見えた。

　にもかかわらず、玲侑殿下はゆったりと身を起こすと、寝台から出ていくことこそなかったが、私から少し距離をおいてしまわれる。

　決して、興きよう醒ざめされた様子でもないのに、いったいどうされたのだろう……。

　魔力に浮かされた身体を持て余しながら、私も玲侑殿下と同じように、寝台の上で身を起こす。向かい合って座ると、少し様子のおかしい伴はん侶りよの顔色をそっと窺うかがった。

　その整った面差しに、出会った頃の窶れた様子など見る影もない。その変化を齎もたらしたのが他でもない自分であるのだと自覚するにつけ、むず痒がゆい心地がした。

　つまりは、顔色を見る限り、体調が悪いというわけではなさそうだった。

「……今日は疲れているであろう。もう眠った方がよいのではないか」

　何事かを考えるように左上へと視線を向けた玲侑殿下からそのようなことを問われ、首を傾げてしまう。いや、これは問われたと言えるだろうか。まるで、断言するかのような物言いだ。

「……私の眠気を奪ったのは、他でもない玲侑殿下ではございませんか」

　こちらの熱を勝手に引き上げておきながら、それを理不尽に投げ捨てようとされるなど、あまりに酷い。私はつい不機嫌さを隠すことに失敗し、玲侑殿下を詰ってしまった。

　──戸部侍郎としての業務を本格的に引き継ぎ始めてからというもの、私は今まで以上に忙しい日々を過ごしている。今夜も帰宅早々に最低限の身支度だけを済ませ、寝台へと入り込んだわけだが……そんな私の唇を奪い、眠気を払ったのは、いったいどこの誰だと思っているのか。

　しかも、その求愛を満更でなく思っていただけに、このように途中で投げ出されては余計に腹が立つというものだ。

「………」

　私が言外に続きを強請ねだっているのだと、気が付かないほど鈍いお方ではないはずなのに……。何かを苦悩するように黙りこんでしまわれた玲侑殿下の指先が、再びこちらへ伸ばされることはなかった。

「……玲侑殿下？」

　にわかに不安を感じた私がもう一度名前を呼ぶと、ようやく視線が交わった。氷色の瞳ひとみは、まだ熱で染まっているように見えるが……それも私の思い違いなのだろうか。

　怖くなって思わず自分から伸ばした手は、しっかりと握り返された。そのことにひどく安あん堵どする。

「熱いな」

　握った手は、相変わらずひんやりとしている。私が感じた冷たさの分、玲侑殿下にとっては熱く感じられただろう。

「……はい。熱いです」

　そう言って私が期待の眼差しを向けると、玲侑殿下はひとつ頷うなずき、私の手をとある場所へと導いた。

　半分ほど兆しかけたそこへ布越しに触れたのは、自分の指先であるにもかかわらず、まるで玲侑殿下から触れられているかのような錯覚を私に与える。

「っ、……？」

「どうだ。たまには、自分で慰めてみるのも一興だと思わぬか」

「自分、で……？」

　私は呆ぼう然ぜんとして、玲侑殿下によって導かれ、あらぬところへ触れたままになっている自らの手を見下ろすしかなかった。

　なぜ、という疑問で頭が埋め尽くされる。その声なき疑問に答えるように、玲侑殿下が私の耳元で囁ささやかれた。

「見せてくれぬか？　そなたが、自らの手で乱れるところを」

「………」

　どうにも簡単には頷きがたい要望を受け、私は是とも否とも即答できなかった。

　他人が自ら慰めている姿を傍から見て興奮を覚えるという嗜し好こうが、この世には存在しているらしい。それくらいのことは、疎い私でも知っている。

　だからと言って、自ら進んでやりたいかと問われれば、拒否反応の方がはるかに強いのだが……玲侑殿下が、それを望むというのなら……いや、しかし……。

　そのような私の逡しゆん巡じゆんを見透かしたように、玲侑殿下の唇が私の耳の後ろ辺りにチュ、と吸い付いた。

「ん……っ」

「身体が熱いのであろう？　その熱を解放したいと思わぬか？」

「それ、は……」

　それは、その通りかもしれないが……。だからと言って、ただ熱を解放できればいいというものでもない。

　できるならば、いつものように玲侑殿下と肌を合わせ、共に高め合いたいと思う。

　しかし、私はその願いを恐れ多いもののように感じてしまって、口に出すことができなかった。結局、私は何も言えず、首を縦に振ってしまう。

　さりとて、私はこういった行為をした経験が乏しく、いったいどうしたものかと途方にくれてしまった。

「あの……下衣は、脱いだ方がよろしかったでしょうか」

「ん？　脱ぎたくないのか？」

「えっ？　い、いえ、そのようなことは……」

「どうした、恥ずかしがっておるのか」

　……ああ。これはもしかして、ある種の言葉遊びのようなものだろうか。玲侑殿下がこのような趣向を楽しまれるとは、珍しい。

　さて、この場合はどう答えるべきかなどと真剣に迷ってしまった私の声が、緊張で少しばかり震える。

「……は、恥ずかしい、です」

　ただの言葉遊びだったとしても、いざ口に出してみると、本当に恥ずかしく思えてくるから不思議だった。

　玲侑殿下は、このような私の拙い返しを聞いて、このやり取りを楽しめていらっしゃるだろうか。

　不安に駆られ、俯うつむけていた視線を恐る恐る上げてみる。すると、氷の瞳がジッとこちらを見つめていた。

「っ、」

　その強い視線に、思わず息を吞のんでしまう。

　玲侑殿下はそんな私をからかうように、唇の端を上げてみせた。

「脱がせて欲しいか？」

「……はい」

「駄目だ。自分で脱ぎなさい」

　……？　この、意図がよく分からない意地悪も、遊戯の一環なのだろうか。

　次々と与えられる難問に、上手く反応しなくてはと考え過ぎるあまり、心がひどく鈍くなる。私は頭の中をグルグルさせながら、どうすれば玲侑殿下に喜んでいただけるものかと無心で考えていた。

　しかし、考えても考えても答えは見つからない。結局のところ、私にできたのは思考停止のままコクン、と小さく頷くことだけだった。

　いざ帯へと手をかけると、自分がどれだけ緊張しているかを自覚する。

　容易に帯が解けるはずの夜着を身に着けているというのに、変なところを引っ張ってしまったようで、なかなか上手く解けない。

　そうしてしばらくモタモタしていると、私の手の上から、玲侑殿下の手がそっと添えられた。長くて美しい指先が、スルリと簡単に私の帯を解いてしまう。

　目の前の課題を一つ片付けたと思ってホッとしたところで、もう役目を終えたとばかりに、玲侑殿下の手が私の元から離れていった。

「続けてよいぞ」

　その声に促され、私は慌てて下衣をずり下げると、自らのものを取り出した。まだ魔力を交わした熱が残っているはずなのに、緊張のせいか、先ほどまでの勢いはすっかりなくなっている。

　もう、その先に続く行為をしたいと思うような気分ではなかったが、いっそ早く終わらせたくなって、私は思いきってそれを擦り上げ始めた。

「……っ痛、」

　すると勢い余って力加減を間違えたようで、ヒリッとした痛みに驚き、身を竦すくめる。

「……何をしておるのだ、そなたは」

　頭の上から呆あきれた声音が降ってくる。涙目になって見上げてみると、そこには思っていたよりもずっと優しげな眼差しがあった。そのおかげで、ひどく動転していた気が少しだけ落ち着いたようだ。

「申し訳ございません……」

　この程度のことすら上手くできないのだと思うと、どうにも不ふ甲斐がいない。それでもなんとか気を奮い立たせると、行為を再開するべく手を伸ばした。しかし、その手は目的を達することなく、玲侑殿下の手に絡め取られてしまう。

「そこまで気が乗らぬなら、無理をする必要はない」

　無茶を言ってすまなかったな、と謝られ、安心するよりむしろ困惑の気持ちが勝る。玲侑殿下がこのように前言撤回してしまわれるなど、珍しいことだ。

「……いえ。大丈夫です、続けられます」

　私が続けると言ったのが意外だったのか、玲侑殿下が僅わずかに眉まゆを上げられた。

「だが、そのような状態で続けても、苦しいだけであろう」

　玲侑殿下の視線の先には、不意に与えられた痛みのせいで萎なえきった私のものがあった。

　それでも、今更止めるというのも何となく悔しいように感じてしまい、頷けずにいる私の肩を、玲侑殿下が宥なだめるように撫なでてくださる。

「……まだ身体が熱いならば、私が抜いてやろうか」

　その言葉にパッと顔を上げた私は、思わず玲侑殿下の袖そでを摑つかみ、縋すがり付つく。

「それでは、もう一度、口吸をしてくださいませんか？」

　そうすれば、きっと、今度こそ上手くやれる。玲侑殿下の期待に応えられるだろう。

　そう思っての願いだったが……しばらく迷うように私を見下ろしていらっしゃった殿下は、首を縦に振ってはくださらなかった。

「いや……口吸は、やめておいた方がよい」

　私には、そのお言葉の真意を理解することができない。ただ、拒絶されたという事実だけ分かる。

　なぜ、と問うことはできなかった。もう、考えることに疲れきってしまっていたからだ。

「……そうですか。……それなら、もう、いいです」

　半ば投げやりになって呟つぶやくと、何だか身体中の力が抜けてしまった。私は寝台の上にポスン、と身を投げ出す。

　そうして目を瞑つぶった後に一度だけ、私の名前を呼ぶ声が聞こえた。でも、もう眠気が限界なのだということにして、そのままふて寝を決め込むとする。

　身体は思いのほか睡眠を求めていたらしい。眠りに落ちるまで、そう時間はかからなかった。

　……でも、なんだか、今夜は悪い夢を見そうだ。




　明くる朝。

　四日に一度の休息日。いつもより少しだけゆっくり起き出した私たちは、側仕えを呼んで軽く身支度を整えてもらうと、揃そろって食卓へと向かった。

　そして、俐り瑛えいと瑠る果かを含めた家族四人で朝食を食べる。

　表面上は普段通りを装っているのだが、お互い、昨晩の気まずい雰囲気を引きずっているように感じた。

「……母上？」

「ん？　……どうした、瑠果。そのような顔をして」

　不安げな様子でこちらを見上げている視線に気が付いた私は、隣の席に座る瑠果の脇へと手を差し入れ、ヨイショ、と抱き上げる。そろそろ抱き上げるのが難しいくらいに成長した我が子を膝ひざに乗せ、ツルンとした額を指先で突つついてやった。

「俐瑛と喧けん嘩かでもしたのか？」

「私と瑠果は喧嘩などいたしません、母上」

　ムッとした俐瑛に横から言い返され、しょうがなく「そうだな、お前たちは仲がいいからな」と頷いてやると、俐瑛はそれで満足した顔になって食事を再開した。……うーん、我が息子ながら、気難しいやつだ。

「……母上たちも？」

「ん？」

　それだけでは何を問われたものか分からず、膝にちょこんと座っている息子を見下ろす。すると、意外なほど真剣な視線とぶつかって、思わずドキっとしてしまう。

「母上と父上も、ぼくたちみたいに仲よしだから……けんかなんて、しないですよね？」

　……どうやら、私たちの雰囲気がおかしいことを、しっかり感じ取られているらしい。私は舌を巻く思いで、瑠果から向けられる真っ直ぐな視線を見つめ返した。

　子どもというのは、私たちが思っているよりもずっと色々なことを理解しているし、時に、大人でも気が付かないようなことに気が付いていたりもする。だから、私たち親がどんなに虚勢を張って見せたとしても、子どもの目からしてみると、すべてお見通しなのかもしれない。

　つい、そんな風に子育ての難しさを嚙かみ締しめながら、私は瑠果の頭をそっと撫でた。

「喧嘩なんて、していないよ。──そうですよね？　玲侑殿下」

「ああ。喧嘩などしておらぬ。故に、瑠果が心配するようなことは何もない」

　玲侑殿下も否定の言葉を口にされながら、私の後に続いて瑠果の頭を撫でられた。

　両親から代わる代わる頭を撫でてもらってご機嫌な瑠果が、パタパタと足を揺らしながら可愛らしい笑顔を浮かべる。

「やっぱり、そうですよね。父上と母上は、とっても仲よしですものね」

「ああ、そうだな……今回は、私が少しやり方を間違えただけだ」

　付け加えるように溢された小さな呟きは、どのような意味だったろうか。

　瑠果も不思議そうに見上げていたけれど、ひとたび大好きな父親の手で抱き上げられてしまえば、直前まで不思議に思っていたことなどすっかり忘れた様子で、はしゃいだ声を上げた。

　こうなってしまうと、横から水を差してまで問いかけるのは憚はばかられる。しかも、意図して誤魔化されたようだと察してしまったものだから、余計聞き出しにくい。

　……またの機会に尋ねればよいか。諦あきらめのため息いきを吐き出した私は、昨晩から感じている妙にモヤモヤした感情ごと、すべて纏まとめて心の奥底に仕舞い込んだ。




「今までよく尽くしてくれた感謝と、これからの前途を祈って、この杯を捧ささげる！」

　そのような向こう焰えん尚書の音頭で、集まった官たちが各々手にしている杯を掲げた。

　この場は、城下の小料理屋を貸し切っての送別会だった。──そう。ついに、楓ふう蓮れん侍郎が戸部侍郎の位を辞される時がやってきてしまったのだ。

　さすがに侍郎という高官の送別会なだけあって、戸部の文官以外にも各部の面々が揃っており、なかなか豪華な顔ぶれが並んでいる。

「それにしても、近年、戸部にばかり良い人材が集まっているのではございませんか？　楓蓮殿の素質は言うまでもなく、次期侍郎となられる柳弦殿は、次期国王の地位がほぼ確約されている玲侑殿下の伴はん侶りよとして、いずれは王配になられる方なのでしょう？」

　酒も進み、場が盛り上がった頃──赤ら顔の兵部尚書が、向焰尚書にそのような話題を差し向けた。向焰尚書の隣でちびちびと酒を嗜たしなんでいた私は、途端に座りが悪くなったように感じてこっそり居住まいを正す。

「戸部の人材が優秀なのは、そうなるように育てているからでございます。楓蓮も、柳弦も、そうして育ったうちの一人でしかありませぬ。……家柄やコネなどといった、官吏としての能力に関係ない部分で評価をしていらっしゃるから、兵部にはまともな官が揃わないのではありませぬか？」

　……なんということだろう。口調だけは畏かしこまっているが、これでは明らかに喧嘩を売ってしまっている。

　兵部尚書もまさか、ただの世間話のつもりで振った話題に、そのような喧嘩腰の反応が返ってくるなど予想だにしていなかったらしく、ポカンとしていらっしゃった。

　向焰尚書は元々明け透けな物言いを好まれるが、常時であればさすがに、余所の尚書に向かって開口一番で喧嘩を売るほど短気ではない。平気な顔をして杯を呷あおっているように見えたが、実のところ、相当酔っていらっしゃるようだ。

　素知らぬ顔で新しい杯に手を伸ばしている向焰尚書の向かいで、どうやら喧嘩を売られたらしいと理解し始めた兵部尚書が、じわじわと表情を顰しかめられる。その様を向焰尚書の陰からつぶさに観察しながら、血の気が引くのを感じていた。

　──この場をうまく収めることが、次期戸部侍郎としての、最初の仕事になるのだとしたら……それは、些いささか難易度が高すぎるのではあるまいか。

「うちにはうちの、余所には余所のやり方があるものです。そのように、簡単に否定してしまうものではございませんよ」

　その時──まるで、この状況を見計らったかのように現れてくださった救世主の顔を見上げ、私はホッと息を吐き出した。

「楓蓮侍郎……」

　困り切って眉まゆ根ねを下げた大変情けない表情の私に、ニコリと微笑みかけてくださってから、楓蓮侍郎はあえて兵部尚書の隣へ座された。

「戸部の業務とは違い、兵部の武官には魔術の腕も必要となりますでしょう。実力を測るのに、魔力量が重要な位置づけになるのは、当然ではありませんか？　そして、魔力量を測るには、家柄を見るのが最も分かりやすい……その点については、向焰尚書も異論はございませんよね？」

「……ああ、まあ、な。……だが、そればかりでは目が曇りかねん。何より、魔力重視の武官ばかりではなく、多様な人材を用意しておいた方が、有事においては有益だろう」

「……ほう、有事でございますか。それはいったいどのような──」

　楓蓮侍郎に誘導されるかのように、二人の尚書が喧嘩腰をしまい、お互いの持論を語らい始めた。その様子をしばらく見守ってから、これ以上諍いさかいが起きることはなさそうだと判断し、ようやく私は肩の力を抜くことができた。

　すっかり温ぬるくなった飲みかけの杯を呷る。

　そこで、すかさず新しい杯を差し出してくださったのは、いつの間にか私の隣へと席を移していらした楓蓮侍郎であった。そのあまりにそつがない立ち居振る舞いに、うっかり崇拝の眼差しで見つめてしまってから、ハッとして頭を下げる。

「先ほどは、大変助かりました。ありがとう存じます」

「大したことはしておりませんから」

　謙けん遜そんして控えめに微笑まれる姿を見て、私は全力で首を横に振った。

「いいえ。もし、あのまま楓蓮侍郎が来てくださらなかったら、どうなっていたことか……」

「柳弦殿……」

　楓蓮侍郎は酒精の強そうな酒がなみなみと注つがれた杯を傾けながら、私に気遣うような視線をくださる。

「これから、戸部侍郎として苦労されるかと思いますが……決して、一人で抱え込んではなりませんよ。人には、向き不向きというものがあるのですから」

　その忠告に曖あい昧まいな頷うなずきを返すばかりの私が、よく理解できていないことを悟られたようで、楓蓮侍郎は具体的な例を出しながら話を続けられた。

「例えば、先のように自分より身分の高い方々が問題を起こされたときなどは、対処できそうな誰かに任せてしまえばよいのです」

　そう言って、楓蓮侍郎は戸部に所属している上級文官の名前をいくつか挙げてくださった。

「向焰尚書が暴走されて困ったときは、彼らを頼るとよいでしょう」

「……はい。重ね重ね、ありがとう存じます」

　少し茶化したような物言いから、楓蓮侍郎と向焰尚書との気安い関係が感じられ、つい小さく笑みを溢してしまう。

　何事にも思い切りのよい向焰尚書と、一歩引いた立場で冷静に立ち回る楓蓮侍郎。このお二人の掛け合いが、もう直じかに見られなくなってしまうのだと思うと、改めて感傷的な思いが込み上げる。

　辺りを薄暗く照らし出している淡い灯りが、手元の杯を満たす水面に、ゆらゆらと反射している。その様をぼんやり眺めていると、楓蓮侍郎から静かな口調で語りかけられた。

「柳弦殿は……最近、少し元気がありませんね？」

「え？　……あ、はい。楓蓮侍郎がもうすぐ王都を発たたれるのだと思いますと、とても寂しいですから」

　私がたった今感じていたばかりの感傷をお伝えすると、楓蓮侍郎は困ったように微笑み、首を横に振られた。

「そう言っていただけるのは嬉うれしいですが、しかし、それだけではないようにお見受けします。何か、悩み事があるのではないですか？」

「悩み事……？」

　そう考えたとき、私の頭の中で真っ先に思い浮かんだのは、他でもない。麗しき氷の君……玲侑殿下のお顔であった。

　しかし、それを何とお話ししたものか……。自分自身ですら、何がここまで心に引っ掛かっているのか、理解できていないのだ。

　楓蓮侍郎は、それ以上無理に聞き出そうとすることもなければ、話したくなければ話さなくてよいなどと余計な気遣いもなさらなかった。ただ、隣で静かに杯を傾けていらっしゃる。

　そのおかげで、落ち着いて自分の心と向き合うことができたのだと思う。

　──私の胸の内を騒がせている、このモヤモヤとした感情の正体は、いったい何だろう。

　まず、先日の寝所でのやり取りが引っかかっているのは間違いない。それに、その翌朝、朝食の席で覚えた疑問も未だ尋ねることができていなかった。

　そして、あれから数日が経ったけれど……ここ数日、私たちは一度も交わっていなかった。

　しかし、これらの出来事が、どのようにして私の心に引っかかっているものか……いまいち、釈然としないのだ。

　そうして自らの心を見つめ直していたのだが──口寂しさに何か摘まむものを探そうとして、目につく範囲に酒しかないと気が付いたとき──ふと、しっくりくる感情に思い至った。

　その感情こそ、『不満』というものだった。

　そう。私は今、大変恐れ多いことながら、玲侑殿下に対して不満を抱いているようなのだ。

　そう気が付いてしまうと、私がいったい『何』に対して不満を抱いているか、その答えはあっさりと見つかった。

「……楓蓮侍郎は、旦だん那な様と……その、」

　しばらくして私がそのように切り出すと、楓蓮侍郎はおや、という顔をして私の顔を覗のぞき込こまれた。

　その視線に尻しり込ごみしてしまいそうだったが、一度話し始めたものを引っ込めるのも難しく、私は意を決して続きを口にする。

「……旦那様と、ど……同どう衾きん……したいと、思われたことはありますか？　旦那様が、その、あまり……乗り気ではなさそうなときに」

「……ああ、なるほど。その類いのお悩みでしたか」

　楓蓮侍郎が興味深げに呟つぶやくのを聞き、私は顔に熱が集まるのを感じながら視線を彷徨さまよわせた。杯を握ったままの指先だけが、やけに冷たい。

「そうですね……ないことはない、といったところでしょうか？　何分、私の伴侶は血気盛んなもので……乗り気でないときの方が珍しく」

　その明け透けな物言いに、自分から話を振っておいて狼狽うろたえてしまった私は、二の句が継げなくなった。

「ですが、時に、意趣返しをしたい気分になることもありますから……そういったときは、不意をついてこちらからお誘いすることもあるのですよ」

「お誘い、ですか……？」

「ええ。……柳弦殿も、試しに自分からお誘いしてみてはいかがです？　相手方の、普段は組み敷くばかりで余裕ぶっている顔を、この手で直々に崩してさしあげるというのも、なかなか一興ですよ」

　突然飛び出した過激な言葉にギョッとして、楓蓮侍郎の表情を窺うかがう。すると、一見、素面しらふのように涼やかな顔でいらっしゃる。

　しかし、よくよく周囲を見渡してみれば、卓上には尋常でない数の杯が積み重なっていた。これらをすべて飲み干したというのなら……目の前にいらっしゃるのは、ただの酔っ払いに違いなかった。

「玲侑殿下は、どのような趣向がお好みでしょうね？　可愛らしくおねだりする正統派？　それとも、際どい衣装の一つでも身に着けて、視覚に直接訴えかけた方が効果的でしょうか。そういえば、特別に強い権力をお持ちの方々は、強気に迫られるのを好まれる傾向があるだなんてお話を耳にしたこともありますけれど、本当でしょうか」

「あ、あの……、楓蓮侍郎……？」

　雲行きが怪しくなってきた話の方向に修正をかけたかったが、何せ、相手は酔っ払いだ。話が通じない。

　──そうして、私は『玲侑殿下を閨ねやへお誘いするための戦略』なる知識を、半ば強制的に植え込まれたのであった。




　楓蓮侍郎の送別会が催された、その日の夜。

　日付が変わる前には帰宅したものの、寝台へ滑り込んでからも、そわそわと落ち着かない時間を過ごしていた。

　そのような気配を感じ取られてしまったらしく、隣で横になられている玲侑殿下が、急に上体を起こされた。灯りの魔術が唱えられ、寝室がほのかに照らされる。

　それを見て、私も慌てて身を起こした。

「申し訳ございません……起こしてしまったでしょうか」

「いや、私のことはよい。それより……どうした？　眠れぬのか」

　まさか、送別会で楓蓮侍郎に吹き込まれた知識が刺激的すぎて寝付けません、などと正直に打ち明けるわけにもいかず、私は俯うつむきがちに頷いた。

「その……少し、飲み過ぎてしまったのかもしれません」

　元々、私は酒があまり得意ではなかった。飲んでも気持ち良く酔うことができず、酒を飲んだ夜は妙に寝付けなくなることもある。故に、誤魔化すつもりで口にした言葉であったが、あながち噓とも言い切れないだろう。

「そういえば、戸部侍郎は無類の酒飲みだと聞いたことがあったな。それに付き合わされでもしたか？」

　なぜ、玲侑殿下がそのようなことを御存じなのだろう。そう不思議に思っていたところで、玲侑殿下の手のひらが私の頰を包み、クイっと顎あごを上げさせられた。

「ふむ……少し顔色が悪いのではないか？　気分が悪いようなら、薬を出すが」

「い、いいえ、そこまで酷くはございませんから」

　私が首を振ってそれ以上の気遣いを拒んでも、玲侑殿下は納得がいかなそうに私の顔を覗き込んでいらっしゃった。このように見つめられると、疚しい気持ちを抱えた心の内が読み取られてしまいそうで、決まりが悪い。

「だが、明日も朝は早いであろう？　今はよくとも、明日に響くぞ」

　……玲侑殿下は、いつの間にここまで心配性になられたのだろうか。まるで、麗らい花ふあの面倒を見ていた頃の私のようだ。──もしかしたら、これが、家族になったということなのかもしれない。そう思い至ると、にわかに心が浮き立つのを感じた。

　今さっきまで、あんなにもグズグズと二の足を踏んでいたはずなのに……このような些さ細さいな切っ掛けで、箍たがが外れてしまったようだ。

　私は衝動的に手を伸ばすと、無駄のない流麗な線を描いている頰を両手で摑つかみ、伸び上がるようにして目の前の唇を奪った。

　どれだけ落ちこぼれていたとしても、私だって一端の貴族である。自らの意思で魔力を交わすくらいのことは、やってやれないことはないのだ。……その技量は別として。

　必死で玲侑殿下の唇に吸いつくと、ちょっと味見程度に吸うつもりだった魔力が、想定以上にたっぷり口の中で溢あふれてしまい、危うく咽むせかけた。

「ん、ぐ……っ」

「っ、おい、大丈夫か」

　私はクラリと頭を揺らしながら、熱で浮かされた目で玲侑殿下を見上げる。

「……玲侑、殿下……」

「柳弦……？」

　訝いぶかしげな視線を向けられていることなど構う余裕もなく、再び、私は玲侑殿下と魔力を交わすべく腰を浮かせた。

　顎を反らして私の唇を避よけようとされた玲侑殿下に追おい縋すがり、身を乗り出すと、そのまま乗り上げるようにして尊い御身を押し倒してしまう。

「っ、おい、柳弦……？　いったい、何のつもりだ」

「玲侑殿下……」

　これ以上はまずい、いや、もう既に誤魔化しがきかないくらいにまずい。そうやって冷静に考えられている部分も、頭のどこかには存在していた。

　しかし、ここで諦あきらめるのは、もう嫌なのだ──そう強く思う気持ちが、遥はるかに勝ってしまっている。

「貴方を私の魔力で染めさせてくださいませ、玲侑殿下」

　口を衝いて出た誘い文句は、楓蓮侍郎から入れ知恵されたうちの一つだった。これまでの人生で、このような台詞を口に出す機会など殆ほとんどなかったのだから致し方なかろう。

　そうして私が再度顔を近付けると、今度は逃げられることもなく、唇が重なった。

　私は思う存分、玲侑殿下の唇を堪能する。自分の魔力を渡し、渡した分と同じだけの魔力を貰もらおうとしては、失敗して咽かけるのを繰り返した。

「っふ、……ぅぐ、」

「……、待て、柳弦」

　何度かそのような拙すぎる口吸を繰り返したところで、玲侑殿下の手によって肩を押され、制止された。しかし、私は必死で縋り付いてしまう。

「いやです、殿下……もっと私に魔力をください」

「っ……、ああ、いや、分かった。そなたが、そこまでして望んでいるのだと、よく分かったゆえ、一度落ち着きなさい。そのようなやり方を続けては、そなたの身が保たぬ」

　指摘されて初めて、取り込んだ玲侑殿下の魔力がとっくに許容量を超過していることに気が付き、あまりの熱量に身震いしてしまう。

「ん……」

　俯うつぶせに倒れかかった私の上体が、しっかりと抱きとめられる。そのまま上を向かされたかと思うと、玲侑殿下の唇が私の唇を覆った。増えすぎた熱がズワっと吸い取られる。

　一度限界まで上がり切った熱を静めていただいたことで、ほんの僅わずかに冷静さを取り戻した私は、ふわふわと夢の中を漂うような心地でその口吸に酔いしれた。

　ようやく求めていたものを得られた喜びと、安心感のおかげだろうか。魔力の影響だけではない快感が、腹の下から湧き上がってくる。

　長い口吸が終わると、玲侑殿下の瞳ひとみもすっかり熱で濡ぬれていた。

「……当然、私をここまで煽あおった責任をとってくれるのであろう？」

　玲侑殿下の長い指先で布越しに腰を撫なでられ、私は目め眩まいを感じるほどの興奮を抑えられなくなる。

「……はい。ぜひ、私に責任をとらせてくださいませ……玲侑殿下」

　これほどの積極性が、今までどこに隠れていたものか。私は自分の欲望が向くまま、玲侑殿下の帯を解き、性急に下衣を剝はぎ取とった。

　露わになったそこは、天を衝いている。そのことがどうしようもなく嬉うれしくて、私はそれを愛おしむように自らの口内へと迎え入れた。

「ん、ぅ……」

　私の口の中には収まりきらないほど大きくなったその先端から、快感を訴えるように透明の蜜みつが溢れ出していた。私は舌でそれを掬すくいとり、甘美な魔力をこの身に取り込んでゆく。

「ふ……、柳弦、あまり、そのように激しくするでない。今にも出てしまいそうだ」

　頭上から降ってきた声に、すぐ終わってしまうのは確かに嫌だと思い、夢中で頰張るのは止めた。しかし、どうにも名残惜しい……。

　しばらく口に含んだままモゴモゴしていると、何やらゴソゴソと襟の合わせから侵入してきた両手が、私の胸の飾りを摘まんだ。頭の奥が痺しびれるような快感を覚え、とうとう口を離してしまう。

「ひぅ……っ」

「ここをこのように腫はらしておいて……そなたは、私に与えるばかりで満足か？」

　クリクリと神経を擦り合わせるように刺激され、それだけで視界が白く染まる。そこから性感は高まるばかりであったが、これだけの刺激で熱を解放するのはさすがに難しそうだった。

「あ、あ……っ、でんか、玲侑殿下……っ、もっと、してください……！　玲侑殿下が、ほしい……！」

　私の胸元を弄まさぐっている両腕に縋りながら、必死で乞こい願ねがう。すると、胸の飾りから私の腰まで移動した玲侑殿下の手によって、私の身体がグッと引き上げられた。

　私は玲侑殿下の肩に手を置き、膝ひざ立だちの体勢になる。すると、先ほど私が見せた性急な手つきを真似るようにして、玲侑殿下の手が私の下衣を剝ぎ取ってしまった。

「『潤』」

　魔術の力で瞬く間に受け入れる準備が整ったそこは、玲侑殿下を望んで、恥ずかしいくらいにヒクヒクと震えていた。

　──これは、楓蓮侍郎からの入れ知恵だったろうか？　それとも、ただ私がそうしたいと思っただけかもしれないが──私は無意識のうちに自ら腰を落とし、玲侑殿下を私の中に迎え入れていた。

「あ……っ！」

「く、……柳、弦。締めすぎだ……っ」

「そ、なっ、分か、な……っ」

　分からないと口では言いつつ、私の後ろが玲侑殿下をギュウギュウ締めつけているのは明らかで、それは途と轍てつもない快感という形で私も自覚させられた。

　あまりにも私の意思を無視して収縮を繰り返すので、腰を振って抜き差しする必要がないくらいである。いや、私も玲侑殿下も、これ以上の刺激があったら、今すぐにでも達してしまっただろう。互いにそれが分かるので、私たちはただ抱き合ってジッと息を荒らげていた。

「あ、あ、あ、も、だめ……っ」

「ふ……、はぁ、……待て、柳弦、」

　後頭部を手のひらで支えられ、少し上向きになった私の顔に唇が降ってきた。唇が触れ合うと、私の中に少しずつ蓄積され膨れ上がっていた魔力が、玲侑殿下の元へと返される。

　どこまでも私の身体を気遣ってくださるその唇に、心の底から溢れるほどの愛おしさが込み上げて──いつ、その瞬間が訪れたのかも分からぬほど満たされた快楽の中、私はいつの間にか達してしまっていた。

　私の身体を下から突き上げてゆく大きな魔力の流れを感じたことで、玲侑殿下もまた私の中で達してくださったのだと分かる。その魔力に身を任せているうち……何だか、眠くなってきた。

　その抗いがたい眠気に意識が捕らわれる間際、玲侑殿下に対し、何かを尋ねなければならないという気持ちが起こったけれど……深く考える間もなく、そのまま眠りに落ちてしまうのだった。




　酷い頭痛で目が覚めた。

　誰かに延々と殴られ続けているような激痛の走る頭を抱えながら、どうしてこのような頭痛がするのかと考える。少しの間があって、昨晩、楓蓮侍郎の送別会があったことを思い出した。

　然程飲んでいないつもりだったが、完全に二日酔いを患っている今の状態から考えると、自分で思うよりも酔いが回っていたらしい。

　しばらく寝台の上でウンウン唸うなっていたのだが、ふと、枕元に置かれた粉薬と一杯の水を見つけた。書置きがあったので、それが二日酔いに効く薬だということはすぐに分かった。

　その書置きは美しく整った筆跡で、薬を用意してくださったのが玲侑殿下であることは明らかだった。しかし、当の本人は既に尚書台へ向かってしまった後らしく、もうここには姿がない。

　薬を飲んで少し待つと、私を悩ませていた頭痛は殆ど気にならないくらいまで治まった。ゆっくりと寝台から立ち上がり、公の場で醜態を晒さらさない程度には回復したことを確認してから、部屋に側仕えを呼び寄せる。

　さっそくやってきた馴な染じみの側仕えに、今は何刻かと尋ねた。すると、まだ急げば間に合いそうな時刻である。その程度の寝坊で済んだことに安あん堵どしつつ、それでもいつもより急いで身支度を整えると、慌ただしく部屋を後にした。




「おや、柳弦殿。この時間帯にこのような場所で会うとは、珍しい」

「おはようございます、狼ろう波はさま。……実は、少し朝寝坊をしてしまいまして」

　戸部へと向かう途中、狼波さまと出会した。挨あい拶さつを交わすくらいの余裕はありそうだったので、立ち止まって軽く事情を説明する。

　昨夜、楓蓮侍郎の送別会があったのだとお話しすると、狼波さまは、なるほどそれで、と頷うなずかれた。そこそこ大規模な催しであったので、送別会があるという話は狼波さまの耳にも届いていたようだ。

「二日酔いは大丈夫だったのか？」

「いえ……つい先ほどまで、酷い頭痛に悩まされておりました。玲侑殿下が置いてくださった薬がなければ、危うく一日を寝て過ごさねばならぬところでしたよ」

　私が苦笑すると、狼波さまは懐かしそうに目を細められた。

「私も若い頃は加減が分からず、うっかり飲み過ぎては、玲侑殿下から薬を頂いたものだ。市販のものより効き目があるので、有り難くはあったのだが……毎回強烈なお小言付きだったものだから、それがまた憂ゆう鬱うつの種でな」

「お小言……」

　と言うと、私が昨日、玲侑殿下から言われたような言葉だろうか。昨晩、玲侑殿下からそのような言葉をかけられた際は、私のことを随分と心配してくださるものだと喜ばしく思ったが……。

　狼波さまに対しては、昔から当然のように、そうされていたのかもしれない。そう思うと、我ながら狭量なことだが、少し面白くない心地がした。

「……お二人は、幼少の頃より共にお育ちですものね。兄弟のように仲が良くていらっしゃる」

　思わず溢した言葉には刺々しい響きが含まれてしまって、自分でも驚いた。私が羨うらやましく思っていることが、狼波さまにも伝わってしまったに違いない。

　すると、狼波さまは取り繕うように明後日あさつての方向へと視線を向け、頰を搔かかれた。

「確かに、私たちの関係は気安いかもしれないが……柳弦殿に対する態度は、やはり別格だと思うぞ」

「そうでしょうか？」

「ああ、勿もち論ろん。そうだな……」

　狼波さまは何事かを思い出すような素振りで、顎あごに手を当てられる。

「実は……最近、柳弦殿がとても忙しいとお聞きしたゆえ、玲侑殿下に、夜の営みをしばらく控えて差し上げた方がよいのでは、と進言したことがあったのだ。すると、普段は私の言など聞く耳をお持ちくださらない殿下が、その時ばかりは随分と考え込まれておいでで……柳弦殿のことを余程大切に思っていらっしゃるらしいと伝わってきた」

　ただ、今になって考えてみると、余計な口出しであった。すまぬ──などと仰って、私にも頭を下げてくださる狼波さまの旋毛を見下ろす。それは確かに、余計な口出しをしてくださったものだと、私は心の中で頷いた。

　なるほど。ここ最近の玲侑殿下が、妙に余所余所しくされていらっしゃるのは、このせいであったか。

　つい恨めしげな視線を向けると、狼波殿はキョトンとして首を傾げられる。……相変わらず、意外と鈍いところがおありの方だ。

　その憎めない様子に、私は小さく息を吐き出し、さっさと気持ちを切り替えることにした。

「狼波さまのおかげで、ここ最近の謎が解けました。ありがとう存じます」

　不思議そうな顔で私の謝礼を聞いている狼波さまに、これ以上の詳しい経緯を説明するつもりはない。そもそも、このように長話をしている場合ではなかったと思い出す。

　私は手短に挨拶を残すと、その場をそそくさと立ち去った。




　それから三日後の、休息日。

　朝も早くから起き出し、昼までに片付けなければならない仕事があるのだと仰る玲侑殿下を見送ってから……ふと、思い付いたことがあり、私は急ぎ早馬を出した。

　その後、朝食を共に済ませた俐瑛と瑠果、それからそれぞれの護衛官を伴い、とある場所へと向かった。

「お帰りなさいませ、お義兄さま。それから、ようこそいらっしゃいました。俐瑛殿下、瑠果殿下」

「ただいま、麗花」

「こんにちは！　麗花おねえさま！」

　成人してからグッと大人びて、より一層美人になった麗花が、屋敷を訪れた私たち三人を出迎えてくれた。そんな美人な叔母のことが大好きな瑠果は、ぴょんぴょん嬉しそうに跳ねながら麗花に飛び付く。

　それを優しく受け止めた麗花もまた、私の子どもたちが大好きなようで、とても嬉しそうに相好を崩している。

「突然、悪いな。このように押し掛けて」

「何を仰いますの、お義兄さま。余所へ嫁がれたとしても、ここは変わらずお義兄さまの生家なのですから。遠慮せず、いつでも帰ってきてくださいませ」

「麗花……ありがとう」

　成人と同時に婿を取り、我が実家の跡取りとして着々と地盤を固めている義妹の変わらず親しげな様子に、色々と感慨深くなる。

「立ち話もここまでにいたしましょう、お義兄さま。殿下たちがいらっしゃるとお聞きして、甘いお菓子を用意しておりますのよ」

「わあ！　ありがとう存じます、麗花おねえさま！」

　ちゃっかり麗花と手を繫つないだ瑠果が、麗花とじゃれつくようにして歩きだすと、瑠果を取られて少し不機嫌そうな顔をした俐瑛が少し遅れて後に続く。

　私はその様子を微笑ましく見守りながら、久しぶりに訪れた生家の廊下を歩いた。それだけで、すっかり寛いだ気分になる。

　──それから、半刻ほどの時間を過ごした頃合いで、私は名残惜しく思いながら、楽しいお茶会の席から立ち上がった。

「では、私はそろそろ城へ戻る。麗花には世話をかけるが、今日一日、子どもたちを──」

　と、その時だった。顔に焦りと困惑とをびっしり貼り付けた下男が、お茶会の席に飛び込んでくる。

「ご歓談のところ恐れ入ります……！　実は、門にお客様がいらっしゃっておりまして……」

「お客様？　いったい、どなたかしら。今日は、お義兄さまたち以外にお約束の方はいらっしゃらないはずですけれど……」

「それが……」

　──下男の口から飛び出したその名前を聞くや否や、私は屋敷の門へ向かって駆け出した。

　玄関の扉を開くと、そう広くない庭の先に、一目見てそうと分かる立ち姿を見つける。

「れい、」

「柳弦……！」

　私が名前を呼ぶよりも早く、私の存在に気が付かれた玲侑殿下が、なぜか急いた様子で私の名前をお呼びになった。

「玲侑殿下……？」

　その勢いに驚いてしまった私は、思わずその場に立ち止まってしまう。それに構わず自らこちらへ駆け寄ってこられた玲侑殿下の手によって、ガッシリと私の肩が摑つかまれた。

「すまぬ、私が悪かった……！　あのように無理な行為を迫ることは、もう金輪際せぬと誓うゆえ……私の元に、戻ってきてはくれぬか……？」

「……へ？」

　キョトン、と見上げると、キョトン、として見つめ返される。そのまま見つめ合っていると、玲侑殿下の眉み間けんにググッと皺しわが寄った。

「……私に愛想を尽かして、実家へ帰るつもりだったのではないのか？」

「……ええ!?　そ、そのようなつもりは、毛頭ございません……！　そもそも、私が玲侑殿下に愛想を尽かすような理由が、いったいどこにございましょう？」

　ギョッとした私が力強く首を横に振ると、玲侑殿下はしばし真顔で私の瞳ひとみを覗のぞき込こまれてから、はあ……と脱力して息を吐き出された。

「……そうか。だが、なにゆえ……このように突然、子どもたちを連れて実家になど……」

「それは……」

　理由が理由のため、口に出すのを少し気恥ずかしく感じてしまう。しかし、どのみち、今から城へ戻って事情をお話ししようと思っていたところだったのだ。一度話し始めてしまえば、スラスラと口から言葉が出てくる。

「実は……先日、狼波さまと偶然お会いしたのですが……その際に、玲侑殿下が私の体調をお気遣いくださっていると教えていただきまして。その……、夜……の、営みが、駄目ということでしたら、昼のうちに二人きりで過ごせる時間があれば良いのではないかと、浅慮した次第です」

　話しているうちに、玲侑殿下の眉間の皺が薄くなっていくことにホッとして、私は知らず知らずのうちに力が入っていたらしい肩から力を抜くことができた。

「……私と二人きりで過ごすために、子どもたちを預けにきた、と？」

「はい。城でも、子どもたちの世話を任せる人間はおりますけれど……だからと言って、すぐ近くにいる子どもたちを、居ないものとして考えるのは難しいでしょう？　ですから、子ども好きの麗花に預けるのならば、一日くらい、二人きりの気分を満喫できるかと思いまして。……しかし、よく考えますと、先に相談してから連れ出すべきでした」

　今朝方ひらめいた思い付きをそのまま実行したくなり、先走ってしまった浅慮を悔いていると、玲侑殿下は弱々しく首を横に振られた。

「いや……よいのだ。よく考えたら、わざわざ子どもたちを連れて行った時点で、おかしいと気が付くべきであった」

「……あの。恐れながら……玲侑殿下は、なぜそのような思い違いを？」

　私が問い掛けると、玲侑殿下は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をされる。

「予定より早く仕事を終わらせ、部屋まで戻ったところ、側仕えから、そなたらが実家へ向かったと伝えられたのだが……そこで、供に付いていた狼波から指摘されたのだ。何か、私が柳弦を怒らせるようなことを仕出かしたのではないか、と。それで、数日前、そなたが自分自身で慰める行為を随分と嫌がっていたと思い出して……」

　……ああ、あれは確かに、嫌だった。できれば、今後もあまりしたくないと思う。しかし、それくらいのことで、私が玲侑殿下に愛想を尽かすはずがないのに……。

　玲侑殿下は、そのように我を失ってしまうほど、必死で私を追いかけてくださったのだろうか。そう考えると……そんな場合ではないというのに、うっかり顔がにやついてしまいそうだった。

「くっ……、結局、すべて狼波のせいではないか。あやつめ、次会ったときは覚えておれ」

「……そう言えば、玲侑殿下はお一人でここまでいらっしゃったのですか？　狼波さまはどうされたのです？」

　私が玲侑殿下の周りを見回し、はて、と首を傾げると、玲侑殿下はフン、と鼻を鳴らして腕を組まれた。余程、狼波さまに対して腹に据えかねていらっしゃるらしい。

「あまりに急いでおったゆえ、魔術を駆使してここまで飛んできたのだ。狼波があれに付いてこられたとも思えぬ。今頃、まだ城で右往左往しておるのではないか」

『飛んできた』というのが、ただの比ひ喩ゆなのか、それとも言葉の通り、空を駆けていらしたのか……玲侑殿下であれば、後者であってもおかしくないと思えてしまう。

　しかし、今はそれを問いつめている場合ではなさそうだ。急ぎ、城へ戻らねばならぬだろう。

　護衛対象を見失った狼波さまは、今頃、相当慌てていらっしゃるに違いない。私と玲侑殿下を惑わせた罪を十分、償えるくらいには……。

「それでは、早く城へ戻りましょう。玲侑殿下」

「ああ、そうだな。さっさと戻って、残りの時間を共に過ごそう。せっかく、そなたが用意してくれた二人きりの時間なのだから」

　私たちは顔を見合わせて微笑み合い、城までの帰り道を並んで歩いた。

　その道中で、気になっていたことを色々と聞き出すことができた。

　頑なに口吸をしてくださらなくなったのは、私の仕事が落ち着くまでは夜の営みを控えようと決意したのに、口吸をしてしまうと抑えが利かなくなると気付いたかららしい。

　しかも、私に触れると自然と魔力を交わしたくなるので、触れないようにするため、自分自身で慰めさせる行為を思い付いたとのことだ。……確かに身体的疲労は少ないかもしれないが、そのせいで精神的な負担を被っては本末転倒なので、二度とやらないことを約束していただいた。

　そのようなことを話しながら歩く時間も、何だか愛おしく……口では急ごうなどと言っておきながら、私たちの歩く速度は、自然とのんびりしたものになってしまうのだった。




「このように明るいうちから寝室に引ひき籠こもるだなんて……なんだか、罪悪感を覚えてしまいます」

　寝台の上に腰を下ろしつつ、そのような感想を溢す私の肩を、玲侑殿下がそっと抱き寄せてくださる。

「だが、そなたが望んだのではないか。昼間から、私と二人きりで愛し合いたかったのであろう？」

「あ……愛し合いたい、など……そのような意味で申し上げたのでは……」

　しかし、否定しきれない事実があることも自覚している。私は、ただただ顔を赤く染めることしかできなかった。

　──玲侑殿下と二人、実家の屋敷から城へと戻ってみると、呆あきれ顔がおの狼波さまが待っていらした。どうやら、本気を出した玲侑殿下に追い着くことは不可能と諦あきらめ、大人しく帰りを待っていらしたらしい。

　そして、一人で勝手に飛び出してしまった玲侑殿下を注意しようとして、玲侑殿下からその何倍もの嫌味を返されていらっしゃった。

　今回ばかりは私にも思うところがあったので、最初は玲侑殿下側を応援していたのだが……結局、途中で可哀かわい想そうになり、つい止めに入ってしまうくらい辛しん辣らつな反撃であった。

　──そのようなやり取りを経て。

　私たちはこうして、日の高いうちから二人きりでのんびり過ごすという、贅ぜい沢たくな時間を手にしていた。

「ん……」

　チュ、と軽く触れ合った唇は、魔力を交わし合う始まりの合図かと思ったが、意外にもすぐ離れていってしまう。しかし、口吸自体は続いていて、唇の表面を舐なめられたり、吸い付かれては離れていったりするのを繰り返し、私を悪戯に弄もてあそんだ。

「玲侑殿下……？」

　唇が離れる合間を縫って私が問いかけると、玲侑殿下はその唇と同じくらいに悪戯な笑みを浮かべ、私の顔を見下ろされた。

「ん？　どうした」

　明らかに笑いを含んだ声音で惚とぼけられる。

　触れるだけの口付を繰り返されるのが、じれったくて仕方がない。私がそう感じているのを分かっていらっしゃるはずなのに、玲侑殿下はなかなか私の望んでいるものをくださらなかった。

「……もっと、」

「ん？」

　私が意を決して口を開くと、玲侑殿下が悪戯を止めて私の瞳を覗き込んだ。その氷色の瞳が私に「言ってみろ」と語りかけていらっしゃるようで、私は促されるままに欲望を口に出した。

「もっと、ちゃんと、貴方の魔力をください。玲侑殿下……」

　眩まぶしいものを見るように細められた瞳が「よくできました」と言っているようで……私は、そのことに心地よい達成感のようなものを感じていた。

「ん……っ」

　今度こそ、深く唇を吸われ、じんわりと流れ込んできた温かい魔力で私の体が染まってゆく。

　──自分の望みを口に出すことは、苦痛なことではない。そのような当たり前のことを、玲侑殿下と出会う前の私は知らなかった。玲侑殿下が、私にその当たり前を教えてくださった。

「ぁ……っ、」

　心の底から望んでいるものを得られる喜びは、どのような快楽にも勝る。私は、口吸だけで軽く気をやってしまっていた。

　ヒクヒクと身体中を小さく震わせる私の背を、玲侑殿下が宥なだめるように撫なでてくださる。それで落ち着くよりも余計に感じてしまった私は、玲侑殿下の胸元へと縋すがり付つきながら、中途半端に達してしまった身体を持て余していた。

「……おい、柳弦。今からそのように感じておっては、この先、身が保たぬぞ。日はまだこのように高いのだから」

　寝室に明るい光を運んでいる日当たりのよい窓を指差され、私は呆ぼう然ぜんとしてその明るい外の世界を眺める。あまりに衝撃的なことを言われた気がして、持て余していた快感が少しだけ遠退いた。

「……まさか、暗くなるまで、続けるおつもりですか……？」

「ん？　暗くなるまでと言わず、次の朝日を拝むまで続けてもよいのだぞ？」

　ヒッと喉のどが引き攣った音を出す。昼間から二人きりで過ごしたい、と望んだのは確かに私だけれど、そういう意味で申したつもりはない。

　しかし、玲侑殿下があまりにも嬉うれしそうに仰るので……私には、どうにも拒絶しようという気が起こらなかった。

「……お、お手柔らかに、お願い申し上げます」

「ああ、そこまで無理はさせぬ。ゆえに、そなたは少しでも長く楽しめるよう、あまり感じすぎるな」

　そうは仰られても、私だって、好きでこのように乱れてしまうわけではないのだが……。そう反論したい気持ちはあれど、口に出して説明する方が恥ずかしいと気が付いてしまうと、何も言えなくなった。

　どうしようもないので、せめてもの反抗として、楓蓮侍郎直伝の『意趣返し』を試みることとする。

　玲侑殿下の肩に手を乗せると、そのまま思い切って体重をかけた。玲侑殿下は逆らわず、後方へと倒れてくださる。

　私は玲侑殿下の腰の辺りに馬乗りするという恐れ多い体勢で、組み敷いたお方を恐る恐る見下ろした。すると、先日も同じように押し倒されたことで慣れてしまわれたのか、面白がるような視線でこちらを眺めていらっしゃるばかりだった。

「……ん？　どうした。好きに続ければよかろう」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった表情で煽あおられ、ムクムクと悔しいような気持ちが湧き上がってくる。私はまだ残っていた躊ちゆう躇ちよを捨て去ると、勢いよく玲侑殿下の襟元を寛げた。

　露わになった白い首筋に、ゾクゾクと痺しびれるような興奮を覚える。この肌を拝見したことなど今まで何度もあるはずなのに、この類いの興奮を覚えたのは初めてだった。

　きめ細やかな肌に、舌を這はわす。

　そこで、ふと、この白い肌に赤い印を残したら、どのような心地がするだろうと考えた。巷ちまたには、肌を吸い、淡い赤色で彩られる所有印を残すという行為があるらしい。

　それは、甘美な誘惑に思えた。

　……しかし、結局のところ、私はそのような所有印を残すことはしなかった。

　そうしなかった理由として、尊い御身に痕あとを残すことが恐れ多いと考えてしまったというのもある。しかし、それよりも……私の伴はん侶りよである玲侑殿下は、もうとっくに私のものになってしまわれているのだから、そのような所有印など必要ない。そう気が付いてしまったから。

　私は誘惑の多い首筋から唇を離すと、続いて、玲侑殿下の胸の飾りに狙いを定める。私のものより小さくて色が薄いような気がするそこを、口に含み、舌で転がしてみた。

「……ふ、」

　頭上から吐息が聞こえたけれど……それは、感じていらっしゃるというより、むしろ……。

「ふは……っ」

　ついに吹き出してしまわれた玲侑殿下に、私は憮ぶ然ぜんとして顔を上げる。

「……そんなに、擽ったいですか」

「や……、すまぬ。まさか、自分でもここまで耐えられぬとは思わなかった」

　そう言いながら、まだむず痒がゆそうに身体を揺すっていらっしゃる殿下に……興きよう醒ざめとは言わないまでも、すっかりやる気が削がれてしまった。つい拗すねたように尖とがらせてしまう唇を見られないよう、玲侑殿下の肩に顎あごを乗せる。

「ふむ、勿もつ体たいないな……せっかく、そなたが必死になっている可愛らしい姿を堪能しておったのに」

「……もう、十分です。私には、玲侑殿下に悦よろこんでいただくような技量もございませんし……」

　私が拗ねた気分のまま呟つぶやくと、それを聞いてまた小さく笑みを溢された玲侑殿下が、私の手を取り、とある場所へと導いた。

「あ……、」

　そこは、硬く滾たぎっている。

「私をこのようにしておいて、技量がないなど、そのようなわけがなかろう？　相手がそなただというだけで、私のここが熱く滾らぬことはないのだから」

　気が付くと、体勢が入れ替わっていた。身体中の至るところに降ってくる唇を感じながら、帯が解かれ、襟が開かれ、一枚ずつ、ゆっくりと布を取り払われてゆく。

　そうして生まれたままの姿にまで剝むかれてから、長い、長い時間をかけて、身体中を溶かされていった。トロトロに溶かされ、もう形を保っていられないのではないかと思うくらいになった頃……ようやく、玲侑殿下を受け入れるための場所に触れていただけた。

「あぁ……」

　それまで一切触れられていなかったにもかかわらず、既に熟れきっているそこは、もぎ取られる瞬間を今か今かと待ち望んでいる果実のようだった。

　それなのに、玲侑殿下の指先は入口を擽るばかりで、一向に中まで入ってくる気配がない。

「もう……、もう、挿れてください……、あたま、おかしくなりそう……」

　耐え切れずに強請ると、一本の指が、ゆっくりと沈められた。しかし、その程度では到底足りるはずもない。

「殿下、玲侑殿下……、いじわる、しないで……はやく、貴方を私にください……」

「……挿れても、すぐには達しないと誓えるか？」

　……このお方は、そこまでして、今この時間を引き延ばしたいのだろうか？

　いや、その気持ちは純粋に嬉しくもあるのだが……だからと言って、人にはできることとできないことがあるのだ。

　このまま挿れられてしまったら、どうなるか……答えは分かりきっている。しかし、私は目の前のご褒美を手に入れるため、形なり振ふり構っていられなかった。

「誓います、誓いますから……っ！　おねがい、はやく、玲侑をちょうだい……！」

「っ、」

　息を吞のむ声がした。その直後、大きすぎる衝撃が襲って──私が考えていられたのは、そこまでだった。




　気が付くと、玲侑殿下が少し不機嫌そうな顔で私を見下ろしていらっしゃった。

「もう、日が暮れてしまったぞ」

　そう言われてハッと起き上がり、窓の方へと視線を向ける。すると、あんなにも眩しかった日差しがもう見えなくなっている。代わりに部屋を照らしているのは、魔術の灯りであった。

　私が覚えている最後の記憶では、まだ日が沈む前であったはずなので、幾いく許ばくかの時間、意識を飛ばしてしまっていたようだ。

「あの……、申し訳ございませんでした。せっかく、苦労して手に入れた時間でしたのに……」

　玲侑殿下に対して申し訳なく思う以上に、私自身、惜しく思う気持ちが強い。そうして落ち込んだ気分で頭を下げていると、突如として視界に飛び込んできた腕が私の身体を捕らえ、そして優しく抱き締められた。

　驚いて顔を上げると、魔力を交わさない軽い口付が降ってくる。

「……このように二人で過ごす時間が、今日限りしか取れぬというわけでもなかろう。ゆえに、今日のところは、これくらいで満足してやる」

　いかにも名残惜しげな声が、そのように言って私を慰めてくださった。その言葉を聞いた私は、この先もずっと、この幸せが続いていくのだと感じて──その幸せな予感に、自然と笑みが浮かぶ。

「……はい、玲侑殿下。またいつか、こうして二人で過ごしましょう」

　たまには、今回のように、すれ違うときだってあるかもしれない。けれど、それで構わない。

　私たちは、ずっと共にあると誓い、縁を結んだのだから。この先どんな困難が立たち塞ふさがろうとも、いつかはこうして再び幸せを分かち合えるときがくるのだろう。

　──私は、そんな奇跡のような幸せを嚙かみ締しめながら、愛しい伴侶の背をそっと抱き締め返した。







あとがき




　こんにちは、十とお山やま六む季つきです。この度は『氷を溶かす魔法　孤高の王子と慈愛の宝珠』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作は、ムーンライトノベルズという小説投稿サイトに掲載していた作品を書籍化していただいたものになります。ウェブでは10／６というペンネームで投稿していましたが、この機会に改名しました。

　書籍化にあたり、エピソード「魔石の味」を追加した他、全体的に少しずつ加筆修正をしてあります。更に、番外編『犬も喰くわない』を書き下ろしましたので、ウェブの方で本作を既読の読者さまにも新鮮な気持ちで読んでいただければ幸いです。

　また、ウェブの方には、この書籍版に掲載していない番外編も少しだけ置いてありますので、ウェブ版を未読の方がいらっしゃいましたら、気が向いた際にでもご覧いただければ嬉うれしいです。




　さて、本作ですが、ジャンルとしては中華風ファンタジーという括くくりになるでしょうか。当初は中華風にしたいと考えていたわけでもなかったのですが、キャラ名の雰囲気に合わせる形で全体的にほんのりと中華っぽくなりました。

　キャラ名といえば、ウェブで投稿し始めてすぐの頃に頂いた感想で、キャラ名を褒めていただいたことがありまして、それが本当に嬉しかったのを覚えています。私自身、本作のキャラ名を気に入っていますし、考えるのがとても楽しかったです。

　確か、最初に生み出したキャラが玲れい侑うで、最初に名前をつけたのも玲侑だったような記憶があります。それ以降は同じ世界観っぽい名前のリストを作っておき、新しいキャラが登場するたび、そのリストから良さげな名前を選び出していました。

　柳りゆう弦げんの名前が一番の難産だったかと思います。『りゅうげん』という響きがこのキャラには合わないような気がして、物語の冒頭部分を書き進めながらギリギリまで悩んでいたのですが、結局、漢字の組み合わせが良い感じだったので採用に至りました。今では柳弦の名前も気に入っています。

　キャラ名以外にも本作の世界観は気に入っている部分が多いので、またいつか同じ世界を舞台にした物語を書いてみたいです。




　改めまして、この度は拙作を手に取っていただき、ありがとうございました。

　中でも、ムーンライトノベルズ掲載時から応援してくださっている方々には感謝の気持ちでいっぱいです。皆さま方のおかげで、このような得難い体験をさせていただくことができました。本当に、ありがとうございました。

　最後になりましたが、この本が刊行へ至るまで各方面でご尽力いただきました関係者各位にも感謝を述べさせていただきます。ありがとうございました。




　それでは、またいつか皆さまと再びお会いできる日が訪れますよう、心より願っております。


十山六季









電子特別版特典

書き下ろしショートストーリー「猫」










「野良猫……？」

　視界の端を何かが横切ったような気がして視線を向けると、そこには一匹の猫がいた。このような城の奥にまで野良猫が入り込んでくるなど、珍しいこともあるものだ。

　物珍しさに遠目から様子を窺っていると、猫は少し離れたところでちょこんと座り、こちらを見つめ返してきた。

　あまりにジッとこちらを見続けるものだから、何だろうかと首を捻ってしまう。餌になるような菓子でも持ち歩いていただろうか。そう思って懐を探ってみても、それらしきものは見つからない。

　暫し、その不思議な猫と見つめ合ってから、私は胸に抱いてあやしていた我が子──瑠果を、赤子用の寝台へと寝かせた。

　そうして身軽になった私は、そろり、そろり、と足音を忍ばせて猫の元へ近寄った。それでも、猫は逃げる様子を見せない。

「おや……おまえ、随分ときれいな瞳をしているな」

　近くで見ると、猫は透き通った水色の瞳をしていた。それは、何だか、とても親近感を覚える色だ。

　それに、野良猫とは思えないほど艶やかな毛並みをしている。首輪は見当たらないが、誰かの飼い猫なのかもしれない。

　そんな猫の姿を繁々と見つめていた私の足元に、猫は身体を擦り寄せてきた。長い尻尾が私の足首に絡まる。その動きは、まるで「撫でて、撫でて」と催促しているみたいだ。

　随分と人懐こい猫だなあと思いながら、ご要望通りに撫でてやる。すると、猫は満足げに喉を鳴らした。

　しばらく撫でてやると、やがて猫は何事もなかったかのように身を翻し、ヒラリと窓枠の上へ飛び乗る。そして、そのまま姿を消してしまった。

　私は少し名残惜しく思いながら、その姿を見送る。もし、あの猫を再び見かけることがあれば、そのときは玲侑殿下にもお見せしたいものだ……そんなことを考えながら。




　──という昼間の出来事を思い出し、就寝前の世間話ついでにお話しすると、寝台から起き上がった玲侑殿下が一つの小瓶を持ち出してこられた。

　その小瓶は、つい先日、私を大変な目に合わせた避妊の魔法薬と見た目がよく似ていた。というか、色が違うだけに見える。

　私が警戒心も露わな視線を送っているのにも構わず、玲侑殿下は何食わぬ顔で小瓶を揺らしながら、その魔法薬について説明してくださった。

「──猫の姿になれる魔法薬、でございますか？」

　私が半信半疑で首を傾げると、玲侑殿下は小さな匙に一滴だけ魔法薬を垂らし、そのままペロリと舐めてしまわれる。

　すると、瞬きする間に一匹の猫が姿を現した。驚きに目を見張る私の前で、猫が軽くひと跳ねしてみせる。

　昼間見かけたのと同じ、水色の瞳を持つ猫だった。──つまり、あの猫の正体は、まさかの玲侑殿下であったということらしい。道理で、同じ色の瞳をしているわけだ。

「本当に、玲侑殿下なのですか……？」

　なぁ、と一声鳴いた猫が、ゆらゆらと尻尾を揺らしている。呆然としてその様子を眺めていたのだが、次に瞬きをすると、そこには普段通りの姿をした玲侑殿下がいらっしゃるばかりであった。

　思わずパチパチと瞬きを繰り返す。

「服用する量で、姿を変えていられる時間が変わるのだ。今のように一滴垂らす程度であれば、持って数秒といったところか」

「へえ……このような魔法薬があるのですね」

　見たことのない効果であるし、凄いには凄いのだが……いったい、玲侑殿下はこの魔法薬をどのようにお使いなのだろう。私には使い道が思い浮かばなかった。

「これは元々、虎に変化する魔法薬であったのだが……虎のような猛獣の姿では、城下へ抜け出すことも叶わぬであろう？　故に、少々手を加えてやったのだ。猫であれば、道端で出くわしたとして違和感はあるまい」

　……なるほど。お忍びで城下へ下るために使用していらっしゃるらしい。このような突飛な方法を使う王族の護衛をしなければならない狼波さまの気苦労を思うと、私まで胃が痛くなりそうだ。

「そなたも試しに使ってみるか？」

　差し出された小瓶を、つい勢いで受け取ってしまう。

　何だか嫌な予感がしないでもなかったが、猫の身体というものに興味が湧かないでもない。玲侑殿下が勧めてくださるのだから、余程の危険はないであろうし……。

　私は意を決し、その魔法薬を一口舐めた。

　しかし、何も変化は起こらない。試しに目線まで持ち上げてみた腕も、普通に人間のそれである。

「何も変化がないようですが……もしかして、私の魔力が足りないせいでしょうか」

　そういえば、学院時代の実習で試した魔法薬の中にも、私だけ効果が出ないものがあったな……。そのような苦い記憶を思い出していたところで、玲侑殿下からの返事が聞こえないことに気が付く。

「玲侑殿下？　どうかされましたか？」

「……いや。そうだな……自覚がないのであれば、頭に手を乗せてみるとよい」

「頭に？」

　言われるがまま手を伸ばしてみる。すると、何かが指先に触れた。それは、何やら毛が生えていて、触るとピクピク動く。

　私はその感触に驚き、パッと手を離してしまった。

　──血の通った『何か』が、私の頭の上に生えている？

「……なっ!?」

「ふむ、魔力が足りぬと完全な猫の姿にはならず、耳と尻尾だけが生えるのだな。これは新しい発見だ」

「耳と……尻尾……？」

　その時、視界の端にチラリと映り込むものがあった。視線で辿ると、私の髪色によく似た毛がびっしりと生えた細長い物体が、私の尾てい骨辺りから伸びているのが見える。

「これは……猫の、尻尾？」

　そこで唐突に伸びてきた玲侑殿下の手が、私から生えている尻尾の先端を無造作に握ってしまわれた。

「っ!?」

　決して強い力ではなかったのだが、私は肩を大きく揺らしてしまう。

「しっかり神経も通っておるようだな」

　先端を握ったまま毛並みを整えるように親指で撫でられ、私はビクビクと身体を震わせた。

　本来、人間の身体に生えているはずのない器官から受け取る刺激を、頭が上手く情報として捉えきれない。ただ、すごく敏感な部分を触られているとだけ分かる。

「これは、自分の意思で動かせるのか？」

　玲侑殿下の手から解放された途端、強すぎる刺激から逃げ出す瞬間を待っていたかのように、尻尾がフラフラ揺れた。玲侑殿下は面白がるようにそれを眺めていらっしゃる。

「い、いえ……動かしているつもりはないのですが、勝手に……」

「では、こちらはどうだ？」

　またもや伸びてきた両手に、今度は頭の上に生えた猫耳を触られる。すると、尻尾がピンッと天を指し、背筋にゾクゾクと震えが走った。

「ピクピク震えておるが、こちらも勝手に動いているだけか？」

「……っ、は、はい」

　まるで実験のように隅々まで猫耳を触られ、反応を確かめられる。すると、背筋のゾクゾクが身体の奥の方まで拡がってきた。

　不埒な意図で触られているわけではないのだと、頭で言い聞かせても、身体が言うことを聞かない。

　もう、耐え切れない──そう思った瞬間、私を苛んでいた刺激が突如として消え去った。

「……む、時間切れか」

　玲侑殿下は残念そうに呟かれたが、私の方はこっそり安堵の息を吐き出していた。

　どうやら、魔法薬の効果が切れたらしい。先ほどまで私に生えていた耳と尻尾が、跡形もなく消えている。

　しかし、身体にはまだ余韻が残っていた。

　到底、このまま眠れるような気分ではない。かと言って、魔法薬の効果を確かめていたに過ぎない玲侑殿下へ向かって、この昂りを申告するのも憚られる。

　どうしたものかとモゾモゾしていたのだが、ふと、頭上から小さく息の漏れる音が聞こえた気がして顔を上げた。すると、玲侑殿下が堪えきれぬと言わんばかりに笑みを溢していらっしゃった。

　その悪戯っ子の表情に、ピンときてしまう。

「……もしかして、確信犯でいらっしゃいますか……？」

　玲侑殿下は私の問い掛けに答えてはくださらなかった。

　その代わりのように、先ほどと同じく伸びてきた悪戯な手によって、私は寝台の上へと優しく押し倒されてしまうのだった。
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